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プロローグ　暗雲が立ち込めているらしい







　市場にて、暴走する馬とその背中に乗っていたエルフをなんとか止めた蓮れん弥や達たちであったが、馬は止まったものの、エルフは蓮弥の腕うでの中で事切れてしまった。

　どうしたものかと考える蓮弥達を、いつの間にか到とう着ちやくしていたエルフの衛兵が取り囲み、あれよあれよと言う間に、全員が何な故ぜか衛兵達に囲まれたまま連行されると言う事態。

　これが引っ立てろと言うような感じであれば、蓮弥辺りが暴れだし、死人の数が一桁けた程ほど多くなる所であったが、衛兵達はどちらかと言うと、お願いするのでついてきて欲ほしいと言った様な態度で蓮弥達を移動させようとしていたので、ここは素す直なおに応じるべきだろうと蓮弥は大人しくそれに従う。

　シオンは馬に乗ったまま、引かれて連れて行かれたのだが、問題はローナであり、衛兵に取り囲まれた時点で軽くではあったが抵てい抗こうの気配を見せた。

　それほどエルフが嫌きらいなのかと慌あわてる蓮弥であったが、そこはクロワールが自分が連れて行くからと衛兵達を説得し、男性のエルフが近づかないように威い嚇かくしながら、ローナの腕を取って移動することで事なきを得ている。

　フラウは何故かエルフ達に包囲されることもなく、ほとんど放置状態であったが、蓮弥が連れて行かれる際きわになって、当然のように蓮弥の背中によじ登り、肩かた車ぐるまの位置に収まっている。

　メイド姿の幼女を肩車した人族の剣けん士しがエルフに取り囲まれて連行されていく様子は、傍はたから見たらどんな光景に見えるんだろうかと、蓮弥は状じよう況きようもわきまえずに苦く笑しようしてしまう。

　蓮弥の腕の中で事切れたエルフは、衛兵達が丁てい寧ねいに引き取り、どこかへと運んでいった。

　その今いま際わの言葉が本当なのであれば、彼かれはその守備砦とりでの兵士だったのだろう。

　エルフが死者をどのように弔とむらうのか蓮弥は知らなかったが、任務中に命を落としたであろう彼が手厚く葬ほうむられることを祈いのる。

　多数のエルフ達に囲まれて、蓮弥達が連れて行かれたのは柵さくで囲まれたエリアの中にある、他ほかの建物と比べるとやや造りが無骨に見える建物であった。

　元々、蓮弥達にはこの都市に対する土と地ち勘かんが全くないので、一体どこをどう連れまわされた上で、なんの建物に連れてこられたのかはさっぱりであったが、とにかく誘ゆう導どうに従って欲しいと言うエルフの衛兵の言う通りにその建物の一室に通される。

　干した果物と、リーフパイのようなお菓か子しが盛られた籠かごと、何かの果か汁じゆうらしき飲み物が入ったピッチャーが置かれた机と人数分の椅い子すがあるだけの部屋は、一応窓のある部屋ではあったが、窓の外には衛兵の姿が見えた。

　一つしかない部屋の扉とびらの外にも衛兵が二人つき、部屋に入る時にくれぐれも指示があるまでは外に出ようとしないで欲しいと念を押おされている。

　事実上、軟なん禁きん状態に置かれたことに、シオンとローナが抗こう議ぎしようとするが、蓮弥はそれを止めた。

　おそらく意味が無いだろうと言う思いがあることが理由の一つ。

　もう一つ思い当たる理由としては、蓮弥が抱だきとめた兵士の死に際の言葉だ。

　あれを耳にしたのは、その兵士を抱いていた蓮弥と、その近くにいたクロワールくらいなものだったはずであり、その内容は到とう底てい平常のものではなかった。

　情報管制のつもりなのだろうな、と椅子に腰こし掛かけながら蓮弥は思う。

　クロワールは蓮弥達と同じ部屋に軟禁されていなかったので、それなりの地位の人か何かに状況の報告をしに行っているのだろう。

　それを基もとに、情報の裏付けを取ったり、これからの方針を決めたり、どのタイミングで街の住民達に告知する、或あるいは告知しないのかを決めたりする時間の中で、蓮弥達に自由に動き回られては不味まずいと言うわけだ。

　不満を口々に述べていたシオンとローナであったが、蓮弥が特に不満らしい不満も漏もらさず、椅子に腰掛けてのんびりし始めたのを見ると、これは騒さわいでも無む駄だであろうと諦あきらめたのか、今度は猛もう然ぜんとテーブルの上の食べ物に手を付け始めた。

　迷めい惑わく料りようの代わりに食えるだけ食う気なのかと蓮弥が見守る中で、みるみるうちにその量を減らしていくお菓子の山に、蓮弥はそっと出入り口の扉の前に移動すると、軽く扉を叩たたく。

「どうした？」

　扉とびら越ごしに聞こえる声は若い男性のものだ。

「お菓子と飲み物の追加をお願いしたい。あのペースだとすぐなくなる」

「結構な量、用意していたはずだが？」

「人族の女性のお菓子の消費量を舐なめないことだな」

「夕食も用意する予定なんだが……足りないのか？」

　言われて窓から外を見れば、森の中であるがためにあまり日の光が差していないので、どうにも時間が読みづらい。

　それでもたぶん、夕食の時間まではまだ数時間はあると思えた。

　お菓子の量がその時間分もたないのはおそらく確定事じ項こうであると思える一方で、夕食の用意まで考えられていると言う事は、それだけの長時間軟禁される予定だと言うことでもある。

　困ったものだなぁと溜ため息いきを一つついてから、蓮弥は扉の外の兵士にまた声をかけた。

「全然足りない。食べるものがなくなったら、あの子らのことだから騒ぎ出すぞ？」

「なんとかしてくれ」

「何も聞かずに軟禁状態を受け入れてるんだ。それくらいの便べん宜ぎは図はかってくれ」

「分かった……用意させる」

　二人居るはずの衛兵のどちらかが、歩み去っていく足音が聞こえて蓮弥は苦笑を浮うかべた。

　折せつ角かく二人で見張っているのに、いくら用事を言われたからと言って一人が持ち場を離はなれるとは、少々警けい戒かいが不足しているのではないかと思えたからだ。

　ここは見張りの交代時に手配をするか、それでなければ三人目を呼んでそいつに手配をさせる所であり、軟禁の対象者から用事を言われて見張りを減らすと言うのは褒ほめられた行こう為いではない。

　ただそれは、蓮弥達がそれほど厳しい監かん視し下にない、と言うことの表れかもしれず一いち概がいに無能と決め付けられることでもない。

　それに、暴れる気は全くないのだし、暴れる気なら一人が二人でも関係ないし、と思いつつ、用事は済んだので扉から離れようとした蓮弥を扉の外の衛兵が呼び止めた。

「なぁ、ちょっと尋たずねたいことがあるんだが」

「何かな？」

「やはり……それだけ食べるから、おっきいのかな？」

　しばし沈ちん黙もくする蓮弥。

　質問の意味をよく考えてから、蓮弥は戦おののく様に呟つぶやいた。

「お前……改革派か!?」

「失礼な。新たな美意識に目覚めたエルフの一派と言って欲しい」

「どーでもいいわ！　部屋の中に入ってくるなよ？　連れに手を出だしたら微み塵じんに刻むからな」

　そう言えば、武装を渡わたせとも言われなかったなと思いつつ、インベントリにしまってあった剣けん帯と刀を取り出して身につけておく。

　街歩きには必要ないだろうと思ってしまったままにしておいていたのだが、とんだ所に危険因子が潜ひそんでいたものだと慌てる蓮弥であったが、衛兵の声は心外そうだった。

「人をケダモノか何かのように言うのは止めてくれ。自制くらいできる。……それでどうなんだ？」

　嫌けん悪おされてもめげない姿勢は賞賛に値あたいするのかもしれない。

　そんな考えに捕とらわれた蓮弥は、なんと答えたものかしばし考えてから口を開いた。

「エルフの女性がどれくらい食べるのか分からないが、人族と比べて少ないのであれば、そういう要素もあるかもしれないな。食わなければ育たないのは生物共通の事実だ」

「成なる程ほど。所で何を食べるのが一番、成長著いちじるしいのか尋ねても……」

「知らん、自分で試ためせ」

　乳製品がお奨すすめだと、嘘うそか本当か分からない知識を披ひ露ろうしてもよかったのだが、その話題を広げるつもりのまるでない蓮弥は冷たくそう言って話を打ち切る。

　あまりにくだらない会話だったので、実はそんなにたいした状況でもないのか、と思う蓮弥であったが、その後、大量のお菓子の差し入れと飲み物が追加され、窓の外が暗くなり始めても、蓮弥達が解放される兆きざしは全くなかった。

　状況が変わったのは、日も完全に暮れてしまい、部屋に灯あかりがなかったので、蓮弥が天てん井じように〈光明〉の魔ま術じゆつで灯りを灯ともした時であった。

　扉がノックされ、夕食をもった数人の衛兵と共に、クロワールが入ってきたのである。

「申し訳ありません。不自由をさせてしまって」

　衛兵達が夕食をテーブルの上へ並べている最中に、クロワールは蓮弥達にまず頭を下げた。

　エルフは高こう慢まんである、というイメージが、なんだか音を立てて崩くずれていくような気がしてしまう蓮弥である。

　事の善よし悪あしは別として、きちんと謝あやまれる所は評価してよいところだ。

「事情の説明はあるんだろうな？」

「無論です。ですが、食事をしながらと言う事でよろしいでしょうか？　私も今しがたようやく解放されたばかりなので……」

　飲まず食わずの長時間拘こう束そくでだいぶ参っているらしいクロワールは、テーブルの上に並べられた料理に目をやる。

　料理を運んできた衛兵達は、並べ終わると一礼して無言で退室していった。

「俺おれは構わないが……お前ら、まだ食うのか」

　相当な量のお菓子と飲み物を胃に収めているはずのシオンとローナは、料理は別腹だとばかりにいそいそとテーブルの席に着席している。

　本当に一体どこにあれだけの食べ物が消えるのだろうと不思議がる蓮弥であったが、そこは深く追及してもしかたがないだろうと諦めて自分もテーブルにつく。

　フラウは椅子に座すわるとテーブルに背が届かないので、当然のごとく、蓮弥の膝ひざの上に腰こし掛かけた。

　別段、食事を摂とらなくても平気なフラウではあるが、食べれないわけではないので、初めて見るエルフ料理に興味をそそられたらしい。

　テーブルの上に並べられた料理は、肉の姿は無く、魚は蒸したものが少しばかり並んでいるだけで、後はキノコや野菜を醤しよう油ゆや味み噌そで煮にたり焼いたりしたものがほとんどである。

　なるほどこういった食生活では、調味料が塩だけでは味気がなく、味噌や醤油の存在が嬉き々きとして受け入れられたのにも納なつ得とくできると思う蓮弥だった。

　少なくとも、名前は分からないが肉厚で真っ白なきのこにさっと醤油を振ふり掛けて、しっかりと焼き上げた一品はそれだけで完成した料理であると言い切っていいと蓮弥は思う。

　これでひとかけらでもバターがあったりすれば、さらに一段階上の味になるのだが、残念なことにエルフ達の発想は、そのレベルには未いまだ届いていないらしい。

　根菜ときのこから出だ汁しを取った味み噌そ汁しるの味も素す晴ばらしい。

　とても久しぶりな感じがするその味に、蓮弥は豆とう腐ふが入っていないことだけが心底惜おしくて仕方がなかった。

　エルフ豆から作れるはずなのだが、森の中ですごすエルフ達にとって、おそらく豆腐を固める為ためのにがりの入手が問題として立ちふさがるのであろうと蓮弥は推測する。

　そうでなければ、エルフ達に味噌と醤油を伝えた偉い大だいなる先人が、豆腐だけ伝え忘れるような凡ぼんミスを犯おかすわけがないと蓮弥は思うからだ。

　いずれ必ず作ってくれようと誓ちかう蓮弥だが、その前に豆乳と湯葉かなーと思考が別の方向に流れる。

　それらを作るためにはどうしてもエルフ豆をそれなりの数量、手に入れる為の算段が必要となり、なんとか人族の大陸で栽さい培ばいとかできないものだろうかと言う所まで蓮弥が考え始めた時、クロワールが食事の手を休めて口を開いた。

「レンヤさん。貴方あなたが助けてくれた兵士の言葉なのですが」

「助けてはいない。死なせてしまっただろう」

　蓮弥がすぐさまクロワールの言葉を打ち消すが、クロワールはその蓮弥の言葉を首を振って否定した。

「貴方があそこで、彼を落馬から救ってくれなければ、彼は役目を果たせずに絶命していたはずです。結果的に亡なくなってしまいましたが、間ま違ちがいなく貴方は彼を救ってくれました」

　じっと目を見つめながらそうクロワールに言われて、蓮弥は一言も返せずに頬ほおの辺りをかく。

　たぶん、照れてるんだろうな、とシオンはそんな蓮弥の仕草を見ながら微笑ほほえんだ。

「彼はこの街の東にある守備砦に勤務する兵士でした」

　そっと蓮弥から視線を外し、言葉を続けたクロワールの表情は暗い。

「守備砦の役目は、森に出しゆつ没ぼつする魔ま物ものから街を守ることと、樹林迷めい宮きゆうの監視です」

「こっちにも樹林迷宮ってあるのか？」

　ククリカの街の近くにもあったよなと思いつつ蓮弥が尋ねる。

　そちらの樹林迷宮は、名前こそ樹林と付いてはいるが実態は地下迷宮であり、遠く離れた瘴しよう気きの森まで続いているという広大な迷宮であったはずだ。

「樹林迷宮は四つの大陸全すべてに存在する四つの迷宮の総そう称しようです。それらは単独で存在していますが、全て瘴気の森に繋つながっています」

　人族の大陸にある樹林迷宮は、その規模が百数十㎞になる広大なものだが、それと同じくらいのものが全部で四つあると言うクロワールの言葉に、蓮弥は軽いめまいを覚える。

　あまりに規模が大きすぎて、蓮弥の想像力の限界を超こえてしまったせいだ。

「レンヤさん達をこちらへ軟禁した後、軍は砦周辺に偵てい察さつ兵へいを派は遣けんしました。ここから砦までの距きよ離りは私達の足で片道１時間ほどなんです。人族でも２時間あれば到着できるでしょう」

「樹林迷宮の入り口までは？」

「砦から人族の足で４、５時間と言った所でしょうか」

　森の中を歩く時はどうしても速度が落ちる。

　それも加味して考えると、今蓮弥達がいる場所は、人族の大陸で言うククリカの街の位置とあまり変わらない場所であるらしい。

「偵察兵からの報告は最悪です。砦には守備兵が２００ほど、非戦せん闘とう員が50ほどおりましたが……生存は絶望的、つまり全ぜん滅めつした模様です」

「敵の数と種類は分かっているのか？」

「ゴブリンを主体として、ホブゴブリン、オーク、オーガ辺りの混成軍のようですが、魔族が混じっていたと言う報告もあります。数は軍の規模からして、およそですが２万前後」

「ここの戦力は？」

「歩兵３００と弓兵が２００で５００です。それに冒ぼう険けん者しや学校の生徒に動員令が発令されました。生徒数は２００ですから全部で７００がこの都市の総戦力です」

　淡たん々たんと報告するクロワールの言葉に、一いつ瞬しゆん蓮弥が顔を歪ゆがめた。

　それに気づかなかったように、クロワールは言葉を続ける。

「つまり私も出ます。そこで皆みな様さまにはお願いがあるのですが」

　一いつ旦たん言葉を切り、クロワールは言葉を選ぶように間を置く。

　まさか手伝ってくれとか言い出すんじゃあるまいなと危き惧ぐした蓮弥であったが、次のクロワールの言葉は蓮弥の予想を簡単に裏切った。

「早そう急きゆうに人族の大陸に帰き還かん願えますか？　そしてあちらの転送門を破は壊かいしてください」







第一章　エルフの森の戦いらしい







「おい、それは一体どういう……」

「こちらの転送門を押さえられてしまったら、人族の街中に魔物がいきなり出現するようなことになりかねません。それを防ぐ為にあちらの門を破壊して欲しいんです。これはエルフからの正式な依い頼らいになります。貴方あなた達たちが戻もどられた後にこちらの門も破壊してしまいますが、念ねんの為です」

　クロワールが言うには、転送門の転送先としてリンクしてしまっている以上は、エルフの国へのパスのみを消去することができないとのことで、エルフの国側の門を押さえられた時点で、ククリカの冒険者学校への侵しん入にゆうを防ぐ手立てがなくなってしまうらしい。

　だから施し設せつごと破壊してほしいと言うのだ。

「あれ、結構頑がん丈じように作ってあるので、使えないように破壊するのに手間がかかるんですよ。後方へと脱だつ出しゆつさせている市民の避ひ難なん時間を稼かせぐ意味合いもありますので、我々で可能な限り時間を作りますが……正直、ほとんど稼げないと思います」

「そりゃそうだろう。２万対７００で、しかも７００のうち２００は素人しろうとだぞ？　ここより大きな都市だってあるんだろう？　早馬か何か飛ばして援えん軍ぐんの要よう請せいとかしないのか？」

「我々エルフはあまり馬を用いません。守備砦には危険を報しらせる為に数頭の早馬が用意されていましたが、この街には皆かい無むです。一番近い街までエルフの足でも半日。ですがそこの守備隊もこちらと似たような規模です。首都になら即そく時じ従軍できる兵士が１万はいるでしょうが……２万の魔物相手では微び妙みような数です。都市を守るために派兵させることはないでしょう。しかも距離が遠すぎます」

　次々と挙げられる事実は、希望的なものなど一つも無く、それでいてクロワールの声は平時と変わらない。

「既すでに退たい避ひ勧かん告こくを出す為の使者を走らせていますが……そちらも間に合うか怪あやしい所です。少なくても我々には避難するだけの時間が残されていません。魔ま物もの達たちは砦からゆっくりとこちらへ進軍しているようですが、我々全てが逃とう亡ぼうすれば、進軍速度を上げて追つい尾びにかかることでしょう。つまり……」

　クロワールはここで初めてへらっと笑って見せた。

　それは諦めでも自棄やけでもなく、覚かく悟ごを決めた兵士の顔であるように蓮れん弥やには見えた。

「魔物達への生いけ贄にえが必要なんですよ。それすら時間稼ぎの役にも立たない可能性が高いのですが、少なくとも我々がここに残っている間は、やつらはわざとゆっくり進軍してくることでしょう。その時間で市民の何割かは避難ができ、首都での防衛体制が整うんです」

　そのために、どうしてもここで死なねばならない。

　言外にそう言い切って、クロワールは蓮弥を見つめた。

　戦えば確実に蹂じゆう躙りんされることが分かっていて、尚なお戦うことを選んだクロワールに、蓮弥はかける言葉が見つからずに唇くちびるを噛かむ。

「ただではここを通しません。少なくとも我ら以上の数の魔物を道連れにしてみせます。レンヤさん達には急ぎ、人族の大陸に戻って頂いて、先さき程ほどの門の破壊と、もう一つの情報を持ち帰って欲しいんです」

「情報とは？」

「あの兵士は樹林迷宮が溢あふれた、と言いましたが、それはありえません。魔物の発生頻ひん度どと樹林迷宮の広大さから考えてもあの迷宮が溢れると言うのは考えられないんです」

　その話は蓮弥もどこかで聞いたような覚えがあった。

「だとすれば、２万もの大軍がどこから来たのか、と言う疑問が残ります」

　それだけの規模の軍が、エルフ達の警けい戒かい網もうに引っかからずに移動してきたとは考えにくい。

　そして警戒網に引っかかっていれば、守備砦からもっと早くに連れん絡らくが来ていたはずだった。

「あの兵士が死ぬ間ま際ぎわに嘘を報告したとは思えません。だとするならば、敵はやはり樹林迷宮から来たのだと思われます」

「溢れるわけがない、と言ったのはお前だろうに？」

「ええ、ですから。こう考えられると我々は結論付けました」

　クロワールは声のトーンを落とし、蓮弥達が記き憶おくしやすいようになのか、ゆっくりはっきりと言う。

「樹林迷宮はおそらく、その広大さからして瘴気の森からの移動経路の一つなのではないか、と言うことです。つまりあの迷宮を踏とう破はしてしまえば、なんらかの特別なルートが開くのではないか、と。そして魔族はそれを利用して、ある程てい度どまとまった数の魔物を一度に転送できる門を設置したのではないか、と言うのが我々の出した結論です」

　元々道の無い所に道を作ってそれを維い持じし続けるのは大変であるが、元々道のあった所を広げてやるのはゼロから道を作るよりはずっと簡単なはずである。

　それと同じ理り屈くつが転送門の経路にも言えるのではないか、と言うのだ。

　そしてそれは、四つの大陸全てにある樹林迷宮に共通するのではないかと。

「お話は以上です。さ、食べ終えましたら移動してください。申し訳ありませんが、帰りの分の魔石はそちらで都合できますね？　こちらにあるものは全てこれからの戦闘に回しますので。門の使用料は結構です。頂いても魔物の懐ふところに入るだけですから」

　一気に言い切ったクロワールはふと、言葉を切って少し考えてから。

「でも、魔物ってお金使う機会あるんでしょうかね？」

「それは知らないが、いいのか……？　控ひかえめに言っても無駄死だぞ？」

「あはは……、控えめじゃないとなんて言われてしまうんでしょうね？」

「自殺志願者だな。数の暴力を存分にその身で味わうことになるぞ？」

　半ば脅おどすような口調の蓮弥だったが、クロワールはそれをあっけらかんと笑って流した。

「いじりがいも食いでもないこんな身体ですが、それでも構いません」

　確かな決意をその瞳ひとみに宿らせて、クロワールは蓮弥を見返した。

「なにせその間は敵兵を私の周囲にとどめておけるのですからね」

「レンヤ、彼かの女じよの決意は固いようだ」

　言葉に詰つまった蓮弥に、シオンが声をかける。

　その声には焦あせりの色があった。

「私達にも余よ裕ゆうはない。樹林迷宮が魔物の侵しん攻こう経路になるのであれば、ククリカとて同じ状態になる可能性がある。一刻も早く戻ってこのことを伝えなくては」

　意外な言葉を聞いたように、驚おどろいた顔をシオンへ向ける蓮弥。

　どうやらエルフ語のわかるローナが、蓮弥とクロワールのやりとりを通訳していたらしい。

　話の内容が分かるのならば、てっきり蓮弥はシオンが目の前のエルフ達を見捨てることができずに、何とかして欲しいと言い出すものだとばかり思っていたのだ。

　その予想に反して、エルフ達を見捨てることになっても、一刻も早く戻るべきだと主張するシオン。

　ローナは予想していたのか、特に驚いた表情も見せずにシオンを見守っている。

「行こう、レンヤ。時が惜しい」

「どうぞお気をつけて。道案内は付けることができませんが、学校へはこの建物を出てすぐの道を右へ真まっ直すぐ行けばつきます。学校にはもう話が通っておりますから門は適当に使ってください。貴方達が通過した後、破壊作業が始まります。もっと街をご案内したかったのですが、果たせず申し訳ありません」

　シオンに促うながされ、フラウに手を引かれて蓮弥はその部屋から退室する。

　それを見送るクロワールが、蓮弥が部屋の扉を潜くぐる瞬しゆん間かんに、笑え顔がおで小さく呟いた。




「それではおさらばです」
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　夜の森とは言え、エルフ達の都市であるそこは灯りに満ちており、移動には苦労しない。

　しかしながら、街に人の姿は少ない。

　既に住民の退たい避ひが始まっているようだった。

　人気のない街を走りぬけ、学校へ到着すれば、門で蓮弥達を待っていたらしい兵士がすぐに蓮弥達を転送門のある部屋へと案内する。

「あまり時間がありません、お急ぎを」

「ありがとう。フラウ、魔石を頼たのめる？」

「はい、シオン姉様」

　シオンに頼まれたフラウが、門に魔石を投入する。

　魔ま力りよくを充じゆう填てんされた門が開き、来た時と同じ真っ黒な空間が口を開いた。

「レンヤ、行きますよ……って、レンヤ？」

　シオンの声が聞こえるが、蓮弥は動く気になれずにいた。

　実際蓮弥は迷っていた。

　別わかれ際のクロワールの言葉と表情を見た時から。

　それを蓮弥はどこかで見たことがあるような気がしてならなかったのだ。

　望まず戦いに巻き込まれ、確実に死ぬ運命にあると言うのに笑うあの顔を。

　望んで危険に頭を突っ込むような、冒険者みたいなものが死ぬことに、蓮弥は何一つ感じるものはない。

　ただ、望んでそうなったのだから望んで死ねとだけ思う。

　クロワールは冒険者になる学校の生徒なのだから、いずれはそうなるのかもしれない。

　しかし、生徒である以上はまだ、冒険者ではなく、その自覚も覚悟もきちんとは定まっていないはずだ。

　本人は覚悟を決めたと思っていたとしても。

　そんな状態で、確実に死ぬことが分かっている戦いに赴おもむくと言うのに、クロワールは笑ったのだ。

　その顔は、どこかで見たことがあるのだとすれば、おそらくは前世の記憶の残ざん滓しのようなものだろうと蓮弥は思う。

　問題は、前世であの顔を見た自分は、その時どうしたのだろうか、と言うことだ。

　何かしてやれたのか、それとも何もしてやれずに手をこまねいてみているだけだったのか。

　考えてみても答えがでるわけもない。

　答えは消されてしまった前世の記憶の中だ。

　だからと言ってこのまま帰るかと問われれば、答えは否いなだ。

　頭と腹に、ワケのわからないもやもやとしたものを抱かかえたままククリカに戻ってしまえば、そのワケのわからないものに、延々と悶もだえる羽目になる。

「せめてあいつに、攫さらって来くるだけの理由があればなぁ」

　そもそも、義理も理由もないのであれば、見捨てても当然と言うのが蓮弥のスタンスだ。

　それを曲げる気は蓮弥には全くない。

　全くないのではあるが、それを曲げないことには、このまま帰る以外の選せん択たく肢しがない。

　自分の事ではあるのだが、どうにも難しい状態になってしまったと蓮弥は迷う。

　そもそもあの幼女が中ちゆう途と半はん端ぱな記憶の消し方をしているせいで、きれいさっぱり思い出しもしなければ、ククリカに帰って、状況を報告して、家に帰って寝ねるだけだったのにと、蓮弥が幼女を呪のろい始めた辺りで、蓮弥達を転送門まで案内した衛兵がおそるおそる口を開く。

「案内役のクロワールのことでしょうか？」

「そうだけど……彼女を知ってる？」

「はい、彼女は現在この学校の生徒ですので、そういった身分的なものは無視されるのですが。実は皇都セフィロトにおわします、我らが主と戴いただく、ロイシュ＝パス＝ティファレト皇こう帝てい陛下のご息女であらせられます」

「「「「はぁ!?」」」」

　人族側の驚きよう愕がくの声が見事に揃そろった。

　それに何故か気を良くしたように衛兵が続ける。

「皇帝陛下の子であろうとも、学ぶ場所は市し井せいのものと同じでなくてはならないと言う皇家代々伝わる教育方針に沿いましてこちらに入学されたのですが、間違いなくあの方はクロワール＝パス＝ティファレト皇女殿でん下かであらせられます。末の姫ひめ様さまですので、序列は第三十五位ですが」

「皇帝陛下、がんばりすぎだろ」

　思わず突っ込んだ蓮弥から、衛兵はそっと目をそらす。

　立場上、思っていても言えないことがあるらしい。

「ですので、あの方の命をお助け頂けるのであれば、皇帝陛下直々の感謝が送られることは間違いございません」

「謝礼は期待していいってことか？」

「およそ、エルフの大陸において望み得る全てが……あ、いえ。巨乳のエルフは無理ですが」

「お前も改革派か!?」

　雰ふん囲い気きが台無しじゃないかと怒ど鳴なりつける蓮弥から必死に目をそらす衛兵。

　そのやりとりをシオンとローナが生温かい視線で眺ながめている。

「と、とにかく。私のようなものは、エルフにしては若いと言っても既に３００年以上生きております。ここらで死んだ所で悔くいることもありません。ですが姫様や生徒達は違ちがう。あれらはまだ成長期の途と中ちゆうなのです。彼らだけでもなんとか助ける方法がおありならば……」

「ふむ……」

「まさかレンヤ。なんとかするつもりですか……」

　数の上ならば、絶望的と言う単語がまさに適当である状態だ。

　当然、蓮弥ならば逃とう走そうを選せん択たくすると思っていたシオンとローナが信じられないことを聞いたかのように掠かすれた声で尋ねる。

「そうだな、おい改革派。二つ質問がある」

　改革派と呼ばれた衛兵は頷うなずく。

　そう呼ばれたことについては否定はしないらしい。

「一つ、現在ここの守備隊の指揮を執っている奴やつは話の通じる相手か？　エルフは高慢で気位が高いから人の話なんぞ聞かないと言うイメージがあるんだが」

　どうしてもローナが言っていたイメージが抜ぬけきらない蓮弥は、そこをまず確かく認にんしたかった。

　自分が何かしらの策を持って出て行っても、相手に聞く耳がないのであれば、行くだけ無駄になる。

「現在指揮を執られているのはスクルド＝ソルヴァイズと言う女性士官ですが、彼女は聡そう明めいであり、誇ほこりより実利を取る方です」

「二つ、エルフは魔術に秀ひいでていると言うイメージがある。相そう違いないか？」

「どの程度を秀でていると言われるのか、分かりかねる部分はありますが……」

　なるべく正確な情報を伝えようとしてか、しばし考えた後に口を開く。

「少なくとも魔力の保持量は人族の平均をはるかに超えます。それと風と水の魔術に関しては人族の魔ま術じゆつ師しにひけは取らないかと思われますし、我々エルフには固有の魔術があります」

「どんなのだ？」

「森に働きかける類の魔術です」

「……よし、守備隊は東側に陣じん取どっているんだよな？」

「なんとかなるのですか!?」

　驚く衛兵を蓮弥はなだめるように手で抑おさえながら。

「戦だ。絶対はない。だが、ただ全滅するよりはマシなはずだ。現場へは俺とフラウで行く。お前はここで門を守れ。最悪、起動できる魔石を残していくから、ヤバいと思ったら飛んで逃にげろ」

「レンヤ！　私達は？」

「魔石は渡す。飛ぶなり待つなりは好きにしろ。これは俺のわがままだからな」

　わがままと言う所にアクセントをつけて強調してやると、シオンは一度目を伏ふせた後、頷いた。

「分かった。ぎりぎりまでは待つ」

「引ひき際を誤るなよ？　飛んだらすぐにあっちの門を壊こわせ。それとフラウ」

　傍かたわらに立つ妖よう精せいに、これは申し訳なさそうに蓮弥は声をかけた。

「すまんが、同行してくれ」

「了りよう解かいなの、マスター。心配しなくてもフラウはマスターと一いつ緒しよなの」

　こくんと頷いてフラウは蓮弥の手を握にぎる。

「よし、各自行動開始だ。皇帝陛下とその娘むすめとやらに恩を売りまくって来てやる」

　にやりと笑った蓮弥の顔を見て、衛兵のエルフはなんだか妙みようなものを焚たき付つけてしまったかな、と不安を覚えるのであった。







　いつもは静せい寂じやくを保つ夜の森が、今夜は異常にざわめいていた。

　総勢７００人のエルフが陣取るその場所は、暗い森の中でそこだけがかがり火に照らされて明々と明るくなっており、まるで大海の中の小さな孤こ島とうのような様子であった。

　エルフは夜でも目が見える、と信じている人族は多いが、実際は少し異なる。

　エルフの目は、温度の高低を色として見ることができるだけで、決して夜の闇やみを見通すような視力を持ち合わせているわけではない。

　それゆえに、どうしても夜間の戦闘、しかも大規模になればなるほど灯りは必要であった。

　完全な暗くら闇やみの中では、魔物の大軍は真っ赤な塊かたまりにしか見えない。

　木々の間を渡る風は腐ふ臭しゆうと鉄てつ錆さびの匂においを含ふくみ、時折木立のへし折られる音が混じる。

　エルフは総じて耳が良い。

　長い耳は別段伊達だてについているわけではないのだ。

　それは森の中で生活するにあたり、遠くの物音を聞くことで危険を察知したり、周囲の変化を悟さとったりするのに非常に便利ではあったのだが、今だけは、エルフ達は自分達の耳の良さを呪っていた。

　エルフの守備隊が防衛線を引く場所から、およそ数㎞離れた場所まで、魔物の大軍が迫せまっていたのだが、それらが立てる足音や唸うなり声ごえ、剣や鎧よろいのがちゃつく音が嫌いやと言うほど聞き取れるからだ。

　そして傍らに立つ仲間のエルフの息いき遣づかいが耳にうるさいほど聞こえる。

　きっと自分達は今夜ここで死ぬのだ、と言う思いがエルフ達を支配していた。

　逃げ場ばも救きゆう援えんもなく、およそ想像できる範はん囲いの内で可能な限り惨むごたらしく殺されるのだろうと。

　それでもここで一兵でも多くしとめ、一秒でも長く足止めすることが背後で避難している住民達を助ける結果になると信じ、逃げようとしたり、取り乱したりするものはいない。

　人族の軍であれば、こうはいかなかったことだろう。

　若いエルフとは言え、数十年以上の月日を経へてきているので、そう言った部分については人族よりもずっと落ち着いている。

　覚悟を決め、おのおの武器を握り締しめ、敵が来るのを今か今かと待ち構えているエルフ達の耳に、背後から駆かけてくる足音が聞こえたのはそんな時であった。

　援軍が来る予定はない。

　街の方向から人が来るはずもなかったのだが、その足音は間違いなくエルフ達の背後から聞こえる。

　一体誰だれがと何人かが背後を振り返かえった。

「冒険者のレンヤ＝クヌギだ！　指揮官のスクルドに話がある！　取りついでくれ！」

　暗闇の中から姿を現したのは、何な故ぜかメイド姿の幼女を肩かた車ぐるました蓮弥であった。

　一体誰だとエルフ達がざわめく中、蓮弥は少しイラついた声で再度叫さけぶ。

「時間がないのだろう？　早く取りついでくれ！」

「私がスクルドだが、お前は……？」

　立ち並ぶエルフ達の間から進み出てきたのは、ショートカットで金きん髪ぱつ碧へき眼がんの、他ほかのエルフ達と比べるとやや長身の女性であった。

　装備はクロワールが着ていたのと同じものを身につけているが、腰からは短い杖つえ、おそらくはワンドと呼ばれる類のものを吊つるしている。

「こちらには物もの見み遊ゆ山さんで来ていた冒険者のレンヤだ。話がある。聞いてくれ」

「レンヤさん!?」

　驚きの声を上げつつ駆け寄ってきたのはクロワールだった。

　街で見た時には武器は携たずさえていなかったが、今は腰からレイピアを左右に１本ずつ吊るしている。

「よぉクロワール、さっきぶり」

「よぉ、じゃないですよ！　なんでこっちに来てるんですか!?」

「うるさい、黙だまれ。大人しくお前は俺に確保されろ」

　詰め寄ってきたクロワールの頭を右手で、アイアンクローの要領で掴つかみとめて、キリキリと締め上あげ始めた蓮弥。

　こめかみに走る激痛に、慌あわてて蓮弥の手を引き剥はがしにかかるクロワールではあったが、腕わん力りよくの差でまるで動かすことができずに悲鳴を上げる。

「い、痛っ!?　めちゃくちゃ痛いですよ、レンヤさんっ!?　割れそうです!?」

「いいから大人しくしてろ。なんならそのまま気絶しろ。運ぶ手間が少なくて済む」

「お前、兵士の誰かからその子の事を聞いたな？」

　言葉に少し嘲あざけりの色を込めて、スクルドが蓮弥に言い放つ。

「確かにその子だけでも回収できれば、皇帝陛下に恩が売れるだろうな。用件はそれだけか？」

　報ほう酬しゆう欲ほしさに、クロワールだけを回収しにきた欲深い人族、とでも見られたのだろうかと蓮弥は苦く笑しようする。

　確かにそれは楽な話だが、そんなことをするくらいならまとめて見捨てるんだがな、とは口に出だしては言えない。

「阿あ呆ほうめ。人の話をよく聞け。俺はただ蹂躙される以外ない話を、ちょっとはまともな戦にする為に来たんだ。この子の話はもののついでだ」

「馬ば鹿かな。こんな所で死に戦に臨のぞむ我々が言うのもなんだが。これだけの圧あつ倒とう的てきな物量差を覆くつがえす方法などあるわけがないだろう」

　頭から蓮弥の言葉を否定するスクルド。

　蓮弥はそれを鼻で笑う。

「馬鹿はお前だ。方法がなければこんな所にわざわざ来るか。どうする？　話を聞くか？」

「聞こう。教えてくれ」

　方法など無いと言ったスクルドに、あると言い返した蓮弥。

　その言葉を聞いたスクルドはすぐに蓮弥の話を聞く気になったらしい。

　実利優先と言っていた兵士の話は嘘うそではないようだった。

「敵が物量で来るならば、こちらも物量で対たい抗こうする。これしかない」

　当然といえば当然な蓮弥の提案ではあったが、スクルドはすぐさまそれを否定した。

「ありえない。向こうはこちらの30倍近くはいるのだぞ？　それを覆す物量をどこから持ってくると言うのだ？　人族の大陸から援軍でも飛んでくるのか？」

「来るか馬鹿。現実を見ろ」

　反論してくるスクルドを、一言で斬きって捨すてる。

　むっとした表情になるスクルドではあるが、蓮弥にそれに構っている暇ひまは無い。

　目の前に敵が迫ってきている状じよう況きようで、とにかく早く行動する必要があるからだ。

「いいか、よく聞け。ここにいるエルフ達を防ぼう御ぎよの魔ま術じゆつが得意な奴、それとエルフ固有の魔術に秀でた奴に分けろ。固有魔術優先だ」

「……それで？」

「街に多少の被ひ害がいが出るのは目を瞑つぶれ。防衛線を街寄りに少し下げながら、戦場になりそうなエリア一面に移動を阻そ害がいする魔術と、罠わなが張れるならそれを張りまくれ。森に働きかける魔術と言うならば、なんかあるだろ。草で足止めするとか、地面を泥どろに変えるとか」

「あるにはあるが……無理だ。一体どれだけの範囲にどれだけの魔力が必要になると……」

「無理な提案なら最初からしない。魔力は俺おれが肩かた代がわりしてやる」

　蓮弥に肩車していたフラウが、エプロンドレスのポケットへ両手を入れ、中身を掴つかみ出す。

　その両手に握られているのは、親指の爪つめほどの大きさの魔石だった。

　フラウの小さな手では、両手を使っても合わせて10個程ほど掴むのが限界のようだったが、それでも魔力の総量としてはそこそこの量になるはずであった。

　しかし、スクルドは首を振る。

「これではまるで足りない」

「誰もこれだけとは言ってない」

　フラウがエプロンドレスの袖そでのボタンを外す。

　大きく開かれた袖そで口ぐちを、フラウが地面へ向けると、そこからフラウが掴み出したのと同じくらいの大きさの魔石が何かの冗じよう談だんのような量、転がり落ちる。

　じゃらじゃらと音をたてつつ、小さいながら山を作り始めた魔石の量に、さすがにスクルドの表情が固まり、目が点になった。

「驚いている場合か、阿呆め。少しずつ下がりながらこいつを使ってなるべく敵軍を足止めするエリアを作れ。足りなければ補ほ充じゆうする。これ以上下がれない所で防御の魔術と固有魔術でもって防御の陣じん地ちを作れ」

　阿呆と言われて我に返ったスクルドが、部下にすぐさま指示を飛ばし始める。

　その頃ころには地面に腰こしの辺りまで来る様な山を成している魔石がすぐさま回収されて、兵士達に分配され、ゆっくりとだが兵士達が下がりだす。

　魔物達から見れば、恐おそれをなして後ずさりしているかのように見えたのかもしれない。

　エルフ達が引いた後、かなり広こう範はん囲いの地面に、細く長い草がざわざわと生おい茂しげり始めていた。

　その隙すき間まを縫ぬうように、背の低い、トゲの有る木と、長いツルが伸のび始める。

「森の結界だ。エルフ以外はあれに足を取られる。お前も例外ではないから気をつけろよ」

　スクルドが蓮弥の腕うでを引く。

　アイアンクローからクロワールを解放した蓮弥は、腕を引かれるままにエルフ達と一緒にゆっくりと街の方向へ後退する。

　その隣となりをクロワールが走る。

「こんな大規模な魔術の行使。聞いたことがありませんよ」
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　自分の背後で次々に伸び始める草木を、肩かた越ごしに見ながらクロワールが言った。

「私とて、もう２５０年程ほど生きているが、見たことも聞いたこともないわ」

　蓮弥の腕を引きながらスクルドが言うが、それだけの大規模な魔術の発動を提案した蓮弥はしれっと言い放った。

「それならいい経験だな。俺に感謝しろよ？」

「助かったらな。それより、結界を敷しいて防御の陣地を作っても、敵の数が減らなければいずれ押おし切きられるぞ」

　スクルドは歩兵３００のうち２００を結界の維持に専念させ、残りの１００で陣地の形成と維持を行うつもりでいた。

　弓兵の２００と生徒２００は攻こう撃げきに回すつもりであったが、生徒２００の方はあまり成果が期待できない。

　そして２００の弓兵で、２万の魔物が結界を突とつ破ぱしてくるのを防げるとは考えていなかった。

「被害をゼロにするのは無理だ。それは分かってくれ」

　いまだにフラウを肩車している蓮弥がそう言えば、スクルドは即そく座ざに頷いた。

　元々が全滅を前提として布ふ陣じんしていた兵達である。

　一部でも生せい還かんできる目を示してもらった上で、恨うらみ言ごとを言えるような立場にはない。

「魔ま物ものが２万いようが、交戦距きよ離りにさえ入らなければ被害は出ない。要は結界と陣地で可能な限り相手の手がこちらに届くのを遅おくらせようと言うのが今やってることだ」

「そうだな」

「その上で、可能な限り陣地に篭こもって敵の攻撃を防ぎ続ける」

「それもわかる。だが守っていてばかりではいずれ負ける」

「そりゃそうだな。……フラウ、魔力の残量は？」

　蓮弥が見上げながら尋たずねる。

　フラウは腕うで組ぐみをして少し考えてから口を開いた。

「さっきの山で半分消費したの。今またマスターから供給された分で残り６割くらいだと思うの」

「今回、使い切っても構わないから、陣地形成の時にさらに５割出してやってくれ」

　蓮弥の言葉に頷くフラウ。

　それを耳にしたスクルドの表情が、呆あきれに変わる。

　先程の山を作った魔石の量は、全員に10個前後ずつ配布できるだけの数があった。

　どうしても結界を形成する兵士の方が多く魔力を使うので、配布数に偏かたよりはあったが。

　それと同じだけの数の魔石をもう一度出せると言うのだ。

　どうしたところで、驚きよりも呆れの方が強くなってしまう。

「最後の残り１割と、俺自身の魔力で、俺が火力を担当する」

「それこそ馬鹿な！　一人で何ができるというんだ!?」

「無詠唱による〈魔ま弾だん〉の連続使用。並列術式も併へい用ようでかなりの火力を期待できると思うんだが」

「そ……それでも一人の術者が撃うてる数など……」

「一度の起動で２００までは行けるんだが、足りないかな？」

　あまり限界まで試ためしたことはなかったが、一応そこまで可能なのは蓮弥は確認済みだった。

　スクルドは、パクパクと口を開けたり閉めたりするだけで、もう声にならない。

　蓮弥の隣を走っていたクロワールに関しては、既に話についていけなくなったらしく、諦あきらめて聞き流す体勢に入っている。

「それでも２万を殲せん滅めつするのはおそらく無理だ。最後はある程度の乱戦、斬り合あいになると思う。そこは覚悟してくれ」

〈魔弾〉の連射だけで死んでくれる魔物ばかりではないだろうしな、と胸の内で呟つぶやく蓮弥。

「……理解できないが、分かった」

　何故、どうしてと言う疑問を挙げたらキリがないことはスクルド自身にも良く分かっているらしい。

　そして、それを今蓮弥に問いただした所で意味がないことも。

「レンヤさんって、すごいんですね……本当に、ありがとうございます」

　色々と諦めたような表情で、それでも言わねばなるまいとお礼の言葉を口にするクロワール。

　何を当たり前のことをと、蓮弥の頭の上で胸を張るフラウ。

「マスターは凄すごいの。もっと褒ほめてもいいの」

「あ、クロワールは主に俺の報ほう酬しゆうの為ために、無理にでも生き残ってもらうからそのつもりでいろな？」

「色々台無しです、レンヤさん……」

　がっくりと肩かたを落としながらも、クロワールは何故だか本当に生き残れる気がし始めているのだった。

　魔物達は酷ひどく不満であった。

　一つ前に襲おそった砦とりでは、ほとんど抵てい抗こうらしい抵抗を示すことなく陥かん落らくし、しかも中に入っていたエルフの数は軍の魔物の数に比べてとても少なかった。

　しかもほとんどが男性のエルフだったのが、不満に拍はく車しやをかけている。

　戦せん闘とうで死んだエルフはすぐにその場に居合わせた魔物の腹に収まった。

　彼かれらはまだ幸せな方だったと言える。

　生きたまま捕つかまった兵士達は、装備を剥がされ、まるで生ハムか何かのように薄うすくそぎとられ、魔物達に小こ突づき回まわされ、最後には死を請こい願うまでいたぶられてから殺された。

　彼らはまだマシな死に方であったと言える。

　最も悲ひ惨さんな死に方をしたのは、やはり砦に勤めていた20人前後の女性のエルフだった。

　逃げられないように四し肢しを砕くだかれるか、断たたれるかした後、自害防止に顎あごを砕かれ、魔物達の間を徹てつ底てい的てきにたらいまわしにされたのだ。

　最終的にはオークすら興味を示さないようなゴミ同然の様相を呈ていするようになった彼かの女じよ達たちは、それこそゴミ同然に捨てられ、ゴブリン達の手で微み塵じんに砕かれて食い尽つくされた。

　二百数十人のエルフを徹底的に蹂躙し尽くして尚なお、魔ま物もの達たちは不満だった。

　人数が少なく、時間も無かったせいで、たらいまわしにされたエルフにありつけない魔物は多数いた。

　さらに、元々細身で小こ柄がらなエルフ達は２万の魔物の胃い袋ぶくろを満たすには圧倒的に量が少なかった。

　先せん陣じんを任されているゴブリン達は、猛たけり狂くるっている。

　下手にエルフを捕まえてしまえば、どうしてもオークやオーガ達に横取りされてしまうが、殺してその場で食ってしまえば、横取りされることもなく、上う手まくいけば腹はら一いつ杯ぱい食うこともできるだろう。

　その為には他の魔物よりも先にエルフ達と戦う必要がある。

　できるならば全力で走り出したいゴブリン達であったのだが、上からの命令はゆっくりと進軍せよ、と言うものだったので、駆け出すことも出来ない。

　エルフ達にたっぷりと恐きよう怖ふを味合わせた方が、食った時に味がいいのは事実であったが、味よりも腹を満たしたいゴブリン達にとっては非常に不満な命令である。

　だからこそお互たがいに押し合いへし合い、牽けん制せいしつつゴブリン達は突とつ撃げきの命令を心待ちにしながら進軍していた。

　そのゴブリン達はふと、足元の感かん触しよくが変わってきていることに気がついた。

　それまで冷たい土の地面だったものが、草の生い茂る地面へと変わっていたのだ。

　細くて長い葉を持つそれらは、進軍するゴブリン達の足に絡からみつき、その動きを阻害する。

　一枚二枚くらいならば、力任せに引きちぎれても、十数枚まとめて絡み付けば、引きちぎるのにも非常な労力を必要とし、ゴブリン達の足が止まった。

　さらに棘いばらのある背の低い木の枝がゴブリン達の足を傷つけ、そこに蔦つたが絡みつく。

　ゴブリン達がエルフの結界に踏ふみ込んだのだ。

　その結界は、エルフ達が知る限り、過去に例を見ないほどの巨きよ大だいなものであった。

　長さにして２００ｍ、幅はば１㎞に渡わたるそれが、２万の軍勢の前に立たち塞ふさがる。

　動けなくなったゴブリン達は必死にもがいて脱出しようとするが、そうそう簡単に足を離はなしてくれるような結界ではない。

　結局もがくだけもがいて倒たおれたりするゴブリン達の上を、事情を知らない後続のゴブリン達が踏みつけてしまう。

　踏まれたゴブリンは、骨を折られ、肉を潰つぶされて、痛みに暴れだす。

　足元で急に暴れられたゴブリンは、それに足をとられて転び、転んだゴブリンは草と蔦に絡まれて身動きが取れなくなる。

　立ち止まれば済むだけの話が、知能が低い上に数の多いゴブリン達では状況の報告も上がらず、ただただ転んで踏まれて潰されて、その上を歩いてまた転んでと言う不毛なサイクルが繰くり返される。

　ゴブリン達にそこそこの被害が出始めた辺りで、魔物達の司令系統にもエルフ達がなんらかの罠を仕し掛かけていたらしい情報は伝わったが、停止の命令は出されずそのまま前進が命ぜられる。

　それはエルフの結界の正体が、草や蔦による足止めであることに気がついたモノが、ゴブリン達の血肉で罠自体を踏み固かためると言う方法に出た為であった。

　無論、そんな考えは前線に通達されるはずもなく、ゴブリン達は何も考えずに前進しては倒れ、その血肉でもって後続の為の道を作っていく。

「えぐい方法を取るもんだな。見えないけど」

　前線の状況をスクルドから聞いた蓮弥は顔をしかめた。

　夜や陰いんの中で、自じ陣じんにはかがり火が焚かれているとは言え、２００ｍも先の様子が人族である蓮弥に見えるわけもない。

　だが、このエルフの結界は、エルフ族にはその内部の様子がはっきりと見えるのだとスクルドは言う。

　その原理は、蓮弥にはさっぱり分からない代しろ物ものであったが、スクルドは簡単に、森がエルフを祝福してくれるのだ、と説明した。

　その祝福が結界内部でのエルフの視界をクリアにし、さらにエルフ達にいつもよりも強い力を授さずけてくれ、森が敵の足止めまで行う。

　本来は一人の術者が10ｍ四方くらいの結界を作成し、維い持じするのがやっとらしい。

　結界の維持に携わるエルフの数は２００人。

　展開した結界の広さは通常の２０００倍になっている。

　つまりは、一人一人が蓮弥からの魔力の供給を受けて、通常の10倍の広さの結界の維持を行っているのだ。

「ちょっと不味まずいかもしれない」

　不ふ吉きつな言葉を呟いた蓮弥。

　その脇わきでスクルドが、魔物の軍の先頭が自陣まで１５０ｍを切ったとの報告を上げ、それに応じるかのように弓兵達が射しや撃げきを開始した。

　エルフ達の弓は届かせるだけならば２００ｍまでは届くらしい。

　しかしながら、当然威い力りよくは激減しているので、距きよ離りと威力の兼かね合いから、攻撃開始距離を１５０ｍとしたのである。

　これはエルフ達の知識と経験によるので、蓮弥は口出ししていない。

　蓮弥の攻撃開始は距離１００ｍを切ってからである。

〈魔弾〉の射程距きよ離りがちょうどその辺りであったからだ。

　距離を拡大しても良かったのだが、魔力の消費が増えるだけだと蓮弥は判断した。

　今回、魔力の余よ裕ゆうはあまり無い。

　回復する端はしからフラウが魔石に変へん換かんしているので、全快状態にならないからだ。

「順調に思えるのですけど、何か問題が……？」

　クロワールの目には、結界の中で、頭上から矢を雨あられと降らされて大混乱に陥おちいる魔物達の姿が見えている。

　前進する速度を殺されてしまっては、なまじ数が多いだけに適当に撃っても矢が当たるくらいの話だ。

　弓兵達は防御の陣地を作ると聞いた時点で、持ち込んだ分以外に街からも備び蓄ちくを運び込ませていたので、用意されている矢の数は豊富で、尽きそうにない。

　ゴブリン達は当然のこと、前進する速度の遅おそさにイラついて、前線に出てきてしまっていたオーク達も、浴びせかけられる矢を受けてハリネズミのような有様を晒さらして倒れている。

「俺はな。結界に気づかれた時点で魔物は迂う回かいすると思ってたんだよ」

　蓮弥が頼たのんだ妨ぼう害がいは、移動阻害の他に罠があったのだが、敷ふ設せつ場所を相談された蓮弥はそれらの魔術が維持が必要なく、設置すればあとは作動するまでそのままだと聞いたので、エルフの結界の外側、ちょうど結界を迂回すると踏むような場所に集中して敷設させていたのだ。

「罠の魔術一式が無む駄だになった……それもあるんだが、この軍を率いている奴、相当自信があるんだな」

「自信、ですか？」

「兵を使い捨てにしてでも、押し切れる自信。あるいは兵なんぞいなくてもこの戦に勝てる自信」

「レンヤ、そろそろ距離が１００を切る！」

「結界の侵しん食しよくが速いね。一点突破に切り替かえたか？」

　蓮弥は傍らにいたクロワールの肩をぽんぽんと叩たたき、陣じんの前方の結界の際ぎりぎりへと歩み出る。

　フラウは作成した魔石をエルフ達の間を走りながら配って回っているので今はここにはいない。

　蓮弥に憑ついている状態では、あまり蓮弥から離れられないフラウだったが、少しずつそっちの力も成長しているようで、現在ではある程てい度どの時間であれば少々離れていても大だい丈じよう夫ぶになったとはフラウの話だ。

　弓兵の攻撃はずっと続いているので頭の上を風切音を立てながら、矢が飛んでいくのはあまり気持ちのいいものではなかったが、魔術を敵軍に打ち込むには陣の先頭に立つ必要があるのだから仕方がない。

「どっち？　まだ俺には見えないんだが」

「真正面です！」

「よし了解、撃ち方始めるっ！」

　蓮弥の前方の空間から、次々と魔ま力りよくの弾たまが撃ち出されて行く。

　着ちやく弾だん地点の様子が分からないので、最初は適当にまっすぐ撃ち出し、慣れてきたら射程を変えたり魔術を〈小火弾〉や〈風刃〉に変えたりしながら扇おうぎ状じように撃ち出すようにしていく。

　撃ち出した魔術が当たっているのか外れているのかすら分からないので、蓮弥からしてみれば唯ただの魔力の垂れ流しの作業でしかない。

　回復量とフラウへの供給量と魔術に消費する量を相談しながら、つまらなそうな顔をして魔術を行使し続ける蓮弥ではあるが、着弾地点が見えているエルフ達の顔色が変わった。

　着弾地点はまさに地じ獄ごく絵図だった。

　足を取られて動けないゴブリンの頭が、魔弾を受けて弾はじけ飛とぶ。

　風刃を腹に受けて、内容物を草の上にぶちまけたオークは、続いて小火弾をばっくりと開いた傷口に受けて、内臓から焼かれる激痛にのたうちまわった。

　盾たてで魔弾を防御したオークは、数発は耐たえたが、着弾の勢いに負けて盾を取り落とし、続く魔弾に穴だらけにされて地面に転がる。

　身体の大きなオーガは、身体全体にまんべんなく魔術を受けて、ひき肉にされて背後のゴブリン達の頭上に肉と血を浴びせかけている。

　恐きよう慌こう状態に陥って逃げようとしたゴブリンが、結界に足を取られて転び、腕を魔術に吹ふき飛ばされて痛みと怒いかりに暴あばれ狂うオーガに踏み潰される。

　まるで激流に飲み込まれる小船のようだ、とクロワールは思った。

　うねりに飲まれ、叩きつけられ、破は片へんすら砕かれて何もかもが消えていく。

「あ、なんだかこれ、楽しくなって来た気がする？」

　そんなことは知らない蓮弥であったが、何もない空間に向けてとは言え、無制限に魔術をぶっ放す作業がなんだかツボにはまってきたらしい。

「逃げる奴は魔物だっ！　逃げない奴はよく訓練された魔物だっ！」

「魔物以外の選せん択たく肢しがありませんが!?」

「ふはははははっ！　死んだ魔物だけが良い魔……いや、こいつら死んだらアンデッド化するんだっけ？　死んでも駄だ目めな魔物だったな」

「たぶん、アンデッド化できないと思います……」

　いくら魔物が頑がん張ばっても、肉にく片へんからはアンデッドにはなれないだろうとクロワールは思う。

　本来は、死体を焼く処理を戦後にしなくてはならなかったのだが、この分だと不要になりそうであった。

　代わりに、倒した魔物から素材の回収もできそうになかったが。

　そんなことをクロワールが考えて溜ため息いきをつき、視線をそのさらに奥おくに向けた時だった。

　結界の補助を受けたクロワールの視線の中で、結界の中に踏み込むそれの姿が見えたのだ。

　それは身みの丈たけが２ｍ程の大男であった。

　全身を覆おおう黒の無骨な鎧姿で、頭だけを晒している。

　その唯ゆい一いつ晒さらされている頭は、薄うす紫むらさき色の長い髪かみを無造作に背後へと流し、肌はだの色は褐かつ色しよく。

　切れ長の目に金色の瞳ひとみで、耳はエルフほどではないが細くとがっていて長い。

　手に握られているのは、エルフの身の丈ほどもある大剣けんで、重さはおそらく人族の大人一人分はあるだろう分厚い刃のそれを、男は右手一本で軽々と持ち上げている。

「レンヤさん！　魔族です！　魔族が結界に入ります！」

「やっぱりいたのか……面めん倒どうな」

　魔族の男は、うろたえて動こうとしないオークやオーガ達を邪じや魔まだとばかりに切り捨てながら無造作に結界に足を踏み入れる。

　途と端たんに草や蔦がその足に絡みつき始めるが、男の歩みは少し鈍にぶった程度で、力任せにそれらを引きちぎりながら、悠ゆう々ゆうと結界の中を進む。

　魔族の相手がまともにできるのは、この場においては自分以外いないだろうと蓮弥は思う。

　だが蓮弥が魔族の相手をすれば、周囲の魔物への攻撃の手が弱くなる。

　だからと言って蓮弥が砲ほう台だい役を続けていれば、結局は魔族に結界を突破されて混戦に持ち込まれる。

　どちらにせよ被害が拡大することが避さけられない。

　判断を迷う蓮弥。

　その隙すきに魔族の男は無詠唱で魔術を行使し、炎ほのおの槍やりを形成。

　剣を持たない左手でそれを掴み取とると、無造作に蓮弥達たちの方向目め掛がけて投げつけた。

「防ぼう御ぎよ陣じん！　耐えてみせろっ！」

　スクルドの檄げきが飛ぶ。

　それに応じて防御を担当していたエルフ達が、行使している魔術へ力を込める。

　一時的に強化されたエルフ達の防御陣と、魔族の投げた炎の槍が激げき突とつし、エルフ達の視界を真っ赤に染め上げ、振しん動どうが大地を揺ゆらした。

　エルフ達が全力を込めた防御陣は、魔族の一いち撃げきを防ぐことには成功したが、余波を受けたエルフの数人がその場に倒れる。

　慌てて倒れたエルフ達を、現在仕事の無い学生達が後方へと避ひ難なんさせた。

「迷う時間すらないか……」

　一撃もらっただけで、エルフの防御陣はその力を大きく減らしてしまっている。

　二撃目は耐え切れないだろうと蓮弥は見た。

　二撃目を撃たせない為には、蓮弥が魔族を押さえる以外にない。

　しかし、現在魔物達の足止めをしている結界は、蓮弥もエルフではないと判断してその足を絡め取る。

　魔族を押さえるからといって、結界を解かせれば、魔物達はここぞとばかりに殺さつ到とうすることだろう。

「足が殺されてるか。ま、なんとかするしかないな」

　一歩結界に足を踏み入れれば、途端に蓮弥の足にも草が絡みつく。

　蓮弥にとっては引きちぎれない程の拘こう束そくではなかったが、機動力はほぼ殺された状態であると言っていい。

「レンヤさん!?」

「俺が魔族を押さえる。スクルドとクロワールは弓兵と……不本意だが生徒達たちを指揮して、なんとか雑ざ魚こどもの攻撃を凌しのいでくれ」

　両足を結界の効果範囲に踏み入れる。

　まとわりつく草を引きちぎりながら、蓮弥はなるべく陣地から離れた所で魔族と戦うべく歩を進め始めた。

　あまり近くで戦っては、エルフ達を巻き込む可能性が増える。

「レンヤさんっ！」

　蓮弥の背後から、クロワールが蓮弥に飛びついた。

　足を草にとられている状態で、回かい避ひもままならない蓮弥の背中にしがみつくと、両手で蓮弥の頭を抱かかえ込み、クロワールは自分の唇くちびるを歯でわずかに噛かみ切った。

「おい!?」

　蓮弥の抗こう議ぎの声を無視して、血の滲にじむ唇をそのまま、抱だきかかえている蓮弥の頭を固定しつつ、蓮弥の唇へとクロワールは押し当あてた。

　驚おどろきに目を見開く蓮弥。

　そして状況も弁わきまえずに、エルフ達の間から軽いどよめきがおきる。

　クロワールは蓮弥の喉のどがこくり、と自分の唇から滲む血を飲み込むのを確かく認にんするまで口づけを続け、確認が終わってからゆっくりと蓮弥を解放する。

　血が滲んだままの自分の唇とぺろりと舐なめてから、クロワールは何か言いたげな蓮弥を制してにっこり笑った。




「御ご利り益やく確実なエルフの口づけですよ」




　少しだけ、クロワールの頬ほおに朱しゆが差しているのを見て、蓮弥はなんとも言えない気持ちになる。

「御利益って……」

　何か言いかけた蓮弥の足元で、拘束していた草がするすると蓮弥の足を解放した。

　さらに暗くら闇やみに閉ざされていた周囲が、なんとなくと言った程度には見えるようになる。

　どうやら、血を混ぜたクロワールの口づけは、蓮弥の身体を一時的にではあるが結界にエルフとして認にん識しきさせる為の行こう為いであったらしい。

「こう言うことか。……礼を言うべきかな？」

「いえいえ、生きて帰ってきてくだされば、それで十分です」

「そうか……それじゃ、ここは任せた。行って来る」

　再び、魔族が来る方向を向いて、蓮弥はエルフの結界の中を走り出した。







第二章　戦闘開始らしい







「おやおや？　何がこっちに来るのかと思ったら、やけにごっついエルフだな？」

　魔族の男が無造作に、右手の大剣を振ふり回しながら声を上げた。

　相当な重量を保有しているはずのその大剣は、周囲にいるゴブリンやオーク達を邪魔な物として切り捨てながら、さらに足元でざわめいている草を切り払はらっている。

　彼にとっては草も兵も、ほとんど同じ価か値ちしかないらしい。

　ゴブリンやオーク達も、男が大剣を振り回している範はん囲いから逃にげればいいものを、エルフ達の攻撃に追われて知らぬ間に魔族の攻こう撃げき範はん囲いに踏み込むと言う愚ぐを犯おかしてあっと言う間にいくつかの肉にく塊かいに断たれて地面に転がる。

「エルフと人間の区別もつかないのか。魔族は身体の出来は別として、頭は悪いんだな」

　魔族が振るう大剣の攻撃範囲のかなり手前で立ち止まり、蓮れん弥やは魔族の言葉を鼻で笑う。

　大剣の先まではまだ大分距離があると言うのに、魔族が起こす剣風は、立ち止まった蓮弥の前まえ髪がみを揺らすほどであった。

　鉄てつ錆さびの臭においが混じる剣風を浴びながら、蓮弥は目を細めて魔族の姿を見る。

　大剣の振り回される速度は驚きよう愕がく物であったが、実際の所、蓮弥の目から見てその魔族の剣けん技ぎは実に適当で大おお雑ざつ把ぱなものだった。

　刃筋をきちんと立てていないので、斬ると言うよりは時折撲ぼく殺さつ気味にゴブリンの身体を打ち上げたりしているのがその証しよう拠こだ。

　使っている大剣もあまり品質の良いものとは言い難がたかった。

　ただ、丈じよう夫ぶさだけはかなりのものであるらしく、魔族が力任せに振り回しているのにしっかりと耐えている。

「あ？　人間!?　なんで人間がエルフの大陸でエルフと一いつ緒しよに戦なんてやってんだ？」

「物もの見み遊ゆ山さんの旅行に来て見たと言うのに、阿呆が空気を読まずに仕掛けてくるからだろうが」

　何かおかしなものでも見たかのように驚く魔族に、蓮弥が不ふ機き嫌げんそうに返してやると、魔族は大剣を振り回すのを止め、それを肩に担かついでからげらげらと笑い声を上げた。

「運の悪ぃ奴やつだな！　旅行先で死ぬなんてよ！」

「別段、俺の方が運が悪い、と決まったわけじゃあるまい？」

　笑う魔族に、蓮弥は淡たん々たんと言葉を返す。

　何を言われたのか理解できないように、笑うのをやめる魔族。

「なんだと？」

「別に、俺の方の運が悪いと決まったわけじゃないだろう、と言った」

　左腰に差している、刀の鞘さやへ左手を添そえながら蓮弥は続ける。

「俺がいる時に仕掛けてきた、馬ば鹿かな魔族の方が運が悪かった、と言う見方とてあるだろうに？」

「はっ！　何を言い出すかと思えば身の程しらねぇ馬鹿が」

　軽く苛いら立だちを覚えたのか、肩に担いでいた大剣を蓮弥の目の前で力任せに横へ振りぬく。

　また攻撃範囲に入っていた数すう匹ひきのオーク達が二つに断たれて内臓を撒まき散ちらしながら地面へと転がり、蓮弥は正面から襲ってきた圧力に半歩、下がる。

　ただの風圧で、半歩だけとは言え蓮弥が下がるわけがない。

　なんとなくではあるが、蓮弥は魔族の振り回す大剣が、魔力を纏まとっているのを感じていた。

　その魔力が剣風に混じって物理的な圧力を生み出だしているらしい。

「人族ごときが、俺ら魔族とまともにやりあえるとでも思ってんのか!?」

「さて、どうだろうな？」

　はぐらかすような蓮弥の答えに、魔族の額に青筋が浮うかんだ。

　馬鹿にされているとでも思ったらしい。

　随ずい分ぶんと短気な魔族だな、と蓮弥が思った途端に、魔族が足元の草をぶちぶちと引きちぎりながら蓮弥の方向へ一歩踏み込んだ。

　攻撃を仕掛けてくると感じた蓮弥は、下がらずに向かってくる魔族目掛けてこちらも一歩踏み込む。

　横薙なぎの一撃であれば、踏み込むことは危険度を上げる。

　しかし蓮弥から見れば魔族の動作は非常に大きく大げさで、攻撃の出始めに縦斬ぎりか横斬りかがはっきりと分かってしまう。

　魔族の次の攻撃は縦斬りだった。

　横薙ぎを掻かい潜くぐって魔族の懐ふところに入るのは、先さき程ほど感じた剣圧も相まって、中々難なん儀ぎに思えた蓮弥であったが、縦斬りなのであれば、かわして踏み込むことは難しくない。

　踏み込むままに右半身になれば、魔族の一撃が身体の脇を通り過ぎていく。

　驚きの表情を浮かべる魔族を見ながら、蓮弥は右手で刀の柄つかを握にぎり、魔族の脇を通り過ぎつつ一気に引ひき抜ぬいて斬きり付つけた。

　魔族の左脇をまともに斬り付けた蓮弥の一撃であったが、蓮弥は自分の一撃の効果を確かめる時間もなく、魔族から離れる。

　その蓮弥を追いかけるように、躱かわしたばかりの大剣の刃が切り上げられた。

　魔族の一撃を危なげなく回避した蓮弥は、間合いを開けながら、近くにいたゴブリンとオークを適当に叩き斬り、一ひと振ふりして刃についた血を飛ばす。

　切れ味はいつもと変わらない。

　斬られたゴブリンとオークが地面に倒れるのを見もせずに、蓮弥は自分の刀の刃を見つめる。

　刃が毀こぼれている様子も無い。

　視線を刃の上から、魔族の方向へと向けて蓮弥は首を捻ひねった。

「間ま違ちがいなく斬ったと思うんだがな」

　切り上げた大剣をまた肩に担ぎながら、蓮弥の方を向き直った魔族には斬られた様子がない。

　間違いなく薙ぎ斬ったはずだとぼやく蓮弥であったが、魔族は蓮弥の刃が当たった辺りをさすりながら、信じられないものを見るような目つきで蓮弥を見る。

「黒鉄の鎧よろいだ。人族の力で抜けるわけがねぇ、と言いたい所だが」

　魔族が手をどければ、蓮弥の刃が当たった辺りの魔族の鎧は、ざっくりと切り込みが入っている。

　相当に深い傷ではあったが、魔族の身体に届いていない所を見ると、その鎧は相当な厚さを誇ほこっているらしい。

「なんなんだお前。こんな傷、人族がつけれるわけねーぞ？」

「それはお前の人族への認識が甘あまいだけだろうが」

　小こ馬ば鹿かにしたような口調はそのままに、蓮弥は魔族へうんざりとした視線を送った。

　正直な所、蓮弥の今の一撃はほぼまともに入ったと思っている。

　つまり、それなりに自信のある一撃だったわけだが、それは魔族の身体に届くことなく鎧に阻はばまれてしまった。

　適当には斬れない。

　この事実が蓮弥をうんざりとさせる。

　適当に斬れないとなれば、狙ねらう場所を定めなくてはいけない。

　定石通りであるならば、鎧の繋つなぎ目めである肘ひじの内側や手首、膝ひざの裏側、太ももの付け根、脇の下辺りが狙い目になるが、どれもそうそう簡単に狙える場所ではない。

　後は何な故ぜかむき出しにしている頭くらいなものだったが、あれだけ全身がちがちに固めていると言うのに、頭だけがむき出しの状態で、頭が弱点と言うことがあるのだろうかと蓮弥は自問する。

　どうにも、その首を飛ばしたとしても死なないような気がしてならないのだ。

　これは蓮弥がこの世界に来てから見たことのある魔族がエミル一人である事に由来していた。

　腕うでを飛ばしても頭を飛ばしても、まるで堪こたえないあの魔族のイメージが、強く蓮弥の頭の中に残ってしまっている。

「ひたすら倒すのが面倒そうなんだよな、魔族って……」

「倒す？　誰だれが誰を倒すってんだ、手前ぇ!?」

　また突とつ進しんから振り下おろされる一撃を、半身になって躱す蓮弥。

　しかし今度は攻こう撃げきに移る暇ひまもなく、大きく跳とびすさる。

　縦斬りが避けられた瞬しゆん間かんに、魔族は力任せに斬撃を止めると、そこから横薙ぎに変化させたのだ。

　大剣を片手で振り回すと言う事実もすさまじいが、それを途と中ちゆうで止めた上に横薙ぎに切り返す腕わん力りよくと言うものは、流石さすがに蓮弥も想像できない。

　魔力混じりの剣圧に、押おされるようにして間合いを広げながら、飛び退すさるついでに途中にいたオーガの胴どうを切きり裂さいて１匹ぴき仕留める。

「このちょこまかとうぜぇ……」

「無駄に固くてうざったいよりはマシだ」

　ぎりっと歯は噛がみする魔族に蓮弥は言い返す。

「ちっとは打ち合ってみろや人族！」

「無む茶ちやを言うな。こいつでそれと打ち合いなんかできるか」

　蓮弥の持つ刀と、魔族の持つ大剣とではサイズ的に大きな差がある。

　普ふ通つうに考えれば、刀で大剣と正面から打ち合うようなことはできるわけがない。

　あっさりと刀が折れるか曲がるかしてしまう。

　何を馬鹿な要求を口にしてるんだと呆れる蓮弥であったが、魔族はにやりと笑った。

「じゃあ、無理にでも打ち合いに付き合ってもらうぜ！」

　大剣を大上段に振りかぶって、そこから一気に振り下ろす魔族。

　間合いがまるで届いていない一撃に、蓮弥は魔族が何をしたいのか理解できずに一いつ瞬しゆん動きが止まる。

〈いけません、レンヤ！　剣閃が来ます！〉

　耳元で聞こえたのはクロワールの声。

　剣閃が何を示すのか、蓮弥には理解できなかったが、ふと、魔力混じりの剣風が物理的な圧力を伴ともなっていたことを思い出す。

　気づいた時には既すでに遅い。

　蓮弥の目の前には、魔族の大剣から放たれた魔力の一撃が迫せまってきていた。

　反射的に刀を両手に持ち替えて、襲い来る魔力の一撃を刀で受け止める蓮弥。

　蓮弥の知らない破は壊かい不能属性が、魔族の一撃を一瞬で散らす。

「本命はこっちだぜ！」

　自分の放った一撃を追いかけて、突進してきた魔族が、魔力の一撃を受けたまま動きが止まった蓮弥目め掛がけて振りかぶりからの一撃を叩き付けた。

　魔力の一撃を防ぼう御ぎよしてしまった蓮弥に、その一撃を回避する時間は無い。

　次の一撃を刀で受け止める以外に方法のなくなった蓮弥は小さく舌打ちする。

　大剣の一撃を受け止めてしまったら、おそらく刀の刃は毀れるか折れる。

　最悪は刀自体が駄目になることだろう。

　それでも受けざるを得ない。

　道具はあくまでも道具であり、壊こわれることも考えに入れておかねばならないのだ。

　そう自分に言い聞かせつつ、蓮弥が取った行動は、上段から振り下ろされる魔族の剣撃を刀で受け止めた瞬間に身体を左へ開きながら自分の右脇へと流し、魔族の一撃を捌さばきながらその捌いた刀で攻撃を仕掛けると言う行動だった。

　これで普通に頭辺りに斬りつければ、剣けん道どうで言う所の「面返し面」と言う技わざになるのだが、蓮弥はこの時点で既に刀の刃は駄目になっているものと思っている。

　当然、攻撃に刃は使えない。

　目の前には一撃を流し、捌かれて無防備になった魔族の背中が丸見えになっている。

　ここで蓮弥は両手で握っている刀の、その柄頭を魔族の背中目掛けて叩き付けたのだ。

　攻撃自体は黒鉄の鎧の防ぼう御ぎよ力りよくに阻まれるが、与あたえた衝しよう撃げきはそのまま背中へと伝わる。

　衝撃に息のつまりかけた魔族であったが、それをこらえて振り向むきざまに蓮弥の胴を薙ぐ一撃を繰り出そうとする。

　しかしそれは、蓮弥には予想された一撃だった。

　振り下ろしから薙ぎへと変化させようとする手首へ足を乗せ、力任せに振りぬいた一撃の勢いに乗ってふわりと後方へ着地する。

　着地した蓮弥は、苦々しい思いで刀の刃を見る。

　おそらく駄目になっているだろうと思っていた蓮弥だったが、その予想に反して刀の刃は刃は毀こぼれ一つ見受けられない。

　逆に魔族は自分の大剣を見下ろして信じられない思いに駆かられていた。

　重さも太さも、刀とは比ひ較かくにならない程ほどの大剣の刃が、打ち合った所が毀れて刀身にわずかにではあるがヒビが入っていたからだ。

「なんなんだよ、てめぇも、その武器も」

「さて、説明する気は全くないがね」

　手の中でくるりと刀の向きを変えた蓮弥は、そのまま一度納刀する。

　刀はなんの抵てい抗こうも示さずに、するりと鞘に戻もどった。

「曲がりもなし、か。随分と丈夫な刀だな……異世界補正か？」

「何訳の分からねぇことをぶつぶつと」

　いらだたしげに言う魔族ではあるが、その身体の動きは戦せん闘とう開始直後からすると大分鈍い。

　足物と草の拘束が地味に効いているのと、息が詰つまるような衝撃を伴った打だ撃げきの直後に無む理り矢や理り攻こう撃げきを放った事で、身体にダメージが蓄ちく積せきしてしまっている。

　対する蓮弥は、何度か刀身を鞘の中で行ったりきたりさせた上で、今のやりとりによる刀身へのダメージはゼロであると結論付けた。

　どういうカラクリなのかはさっぱりであったが、現実は現実として受け止めるべきだと蓮弥は思う。

「と、言うことはだな」

　一度鞘さやに収めた刀を、すらりと抜き放つと両手に構えて蓮弥は呟つぶやく。

「第二ラウンドは、お望み通りに打ち合いと行こうか、魔族よ」

「人族ごときが舐めた口きくんじゃねぇ！」

　荒あらい息をつきながら、それでも攻撃の威力は落とすことなく繰り出された魔族の斬撃を、蓮弥は今度は真正面から同じく、渾こん身しんの斬撃で迎むかえ撃うつのだった。

　戦場では信じられない光景が広がっていた。

　黒い全身鎧姿の魔族が放つ、当たれば即そく死しは免まぬがれないであろう大剣の一撃を、黒装束で魔族よりも頭一つ二つほど低い、人族の男が握る細い刀の刀身が、受け止め、受け流し、弾はじき返かえしているのだ。

「慣れればなんてことはないなぁ、おい？」

　笑い声を上げながら、蓮弥が次々に魔族の攻撃を弾き返す。

　大剣と刀の刃が激突するたびに、火花が飛び散り、甲かん高だかい金属音が周囲に響ひびき渡る。

　蓮弥に弾かれた大剣は、軌き道どうを歪ゆがまされて魔族の意図しない方向へと飛ばされるのだが、その都度、魔族が腕力で無む理り矢や理り軌き道どうを戻して次の攻撃に繋げていた。

「こ、のっ！　くそがぁ！」
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　魔族がどれだけ吼ほえて、どれだけ力任せに大剣を振るおうが、蓮弥の斬撃の軌道はわずかにも揺らぐことがない。

　酷ひどく正確に、魔族の大剣を弾き、時たまその黒い全身鎧へ刃を届かせている。

　打ち合うごとに速度が増す蓮弥の攻撃に、魔族の顔に焦あせりの色が浮かぶ。

　何度目かの打ち合いで、ついに打ち負けた魔族は、仕切り直すために一いつ旦たん大きく後方へ飛んだ。

　それを追わない蓮弥は、少し興ざめしたような声で魔族に語りかける。

「そこで引くか？　それは悪手だろ？」

「なにをっ！」

　答えかけた魔族の目の前に蓮弥が無詠唱で並列起動した10発以上の〈魔ま弾だん〉が迫る。

　打ち込まれたうちの４発の魔弾をかろうじて大剣で切り払った魔族ではあったが、５発目の魔弾と刃を合わせた瞬間に、大剣がついに耐え切れずに折れた。

　用を成さなくなった大剣を打ち捨てて、魔族は声に魔力を乗せて吼える。

　その魔力に押されて、残りの魔弾は空中で四散した。

「それも悪手だな。なんで回避より防御を優先するかな？」

　蓮弥の声は魔族の真横から聞こえた。

　慌あわてて声の方向を向く魔族の顔面を、蓮弥の拳こぶしが振りぬいた。

　なんとか間合いを外したい魔族は、殴なぐられた勢いのままに飛びのき、虚こ空くうから大剣を引きずり出すと即そく座ざに構えて蓮弥を牽けん制せいする。

　その鼻と、口くちの端はからはだらだらと血が流れ出していた。

「虚空庫持ちか、それは凄すごいが無駄に地力が高いから、戦せん闘とう技術が拙つたないんだな」

　殴ったばかりの右手をぷらぷらと振りながら、呆あきれた口調で言う蓮弥。

　何い時つの間まにやら、刀は腰こしの鞘に納めてしまっている。

「さ、武器も新調したのだから、さっさとかかってこい」

　手招きされても返す言葉の無い魔族。

　視線だけで自分の身体を見れば、相当な防御力を誇るはずの鎧のあちこちに深く抉えぐられたような傷がつけられている。

　そこは蓮弥に打ち込まれた場所だ。

　人族の武器等では毛先ほどの傷もつかないと言われる逸いつ品ぴんであったはずなのだが、魔族の着る鎧は短い蓮弥との打ち合いでぼろぼろにされてしまっている。

　視線を打ち捨てた大剣へと向ければ、そちらも打ち合いの結果、傷だらけにされているのが見えた。

　蓮弥は知らないことであったが、この魔族は普通の大剣に自身の魔力を上乗せして剣を振るっている。

　だからこそ、普通の剣よりもずっと頑がん丈じようで威力が高く、尚なお且かつ遠えん距きよ離り攻こう撃げきまでこなしてみせ、さらに魔ま術じゆつすら切り払って見せたのだ。

　その大剣が、蓮弥の斬撃には耐えられなかったと言う事実に、魔族は恐おそれを抱く。

　人族の武器ではありえない話だからだ。

「なんなんだその武器は！　一体どこで手に入れた!?」

「旅たび商あき人んどから物ぶつ々ぶつ交こう換かんで」

　あっさり返って来た返事に、魔族は絶句する。

「馬鹿な！　そんな代しろ物ものを旅商人ごときが扱あつかっているわけが……」

「そうは言うが、事実は事実だしなぁ」

　確かに妖あやしい旅商人ではあったけれども、と内心で呟く蓮弥。

「竹刀しないって言う10等級のアイテムと交こう換かんしてもらったんだ。なんだか凄く珍めずらしいらしいな10等級って」

「10等級!?　アーティファクトだぞ!?」

「ああ、なんかそんな説明ついてたっけね」

　悲鳴にも似た魔族の言葉に、あっけらかんと蓮弥は頷うなずく。

　いくら魔族に驚かれても、何をそんなに驚いているのかが蓮弥は理解ができない。

「お前は馬鹿か!?　アーティファクトならば神代の物品だ！　この世界の全すべての大陸を回っても、数える程しか現存していない代物のことなんだぞ!?　それと引き換えにした、だと!?」

「……へぇ、それはすごい」

　魔族は口角に泡あわを飛ばす勢いで力説するが、蓮弥は今一つぴんと来ていない。

　そもそも、こちらの世界に送り込まれる時にあの幼女からもらった品物なのだから、神代の品物と称しようして当たり前じゃないか、くらいな考えだ。

　しかも、いくらすごいと言われても、物自体は竹刀である。

　蓮弥からしてみれば、何がすごいのやらさっぱり分からない。

「お前は一体……」

　表情のあまり変わらない蓮弥を、お化けでも見るような視線で見つめていた魔族であったが、すぐに気を取り直すと、周囲に響き渡る大声で叫さけぶ。

「兵ども！　こいつを足止めしろ！」

「おや？」

　妙みような指示を飛ばし始めた魔族に、蓮弥は首を傾かしげる。

　その蓮弥を、魔族の指示を耳にしたゴブリンやオーク達が取り囲み始めた。

「おいおい、今いま更さらこいつらけしかけられても……」

「お前達！　こいつを足止めしろ！　俺おれは国へ戻る！」

「……はぁ？」

　何を言い出すんだこいつは、と眉まゆ根ねを寄せる蓮弥であったが、魔族はそれに構おうともしない。

　この時既に、魔族の頭の中ではエルフ族のことなど、きれいさっぱり忘れられてしまっていた。

　そんな些さ末まつな事よりも、一刻も早くこのおかしな人族の情報を国へ持って帰らなくては、と言う思いに駆られている。

　人族の身で、魔族である自分と互ご角かく以上に渡り合うだけではなく、アーティファクトを持っていた経歴があり、さらにそれを手放して入手したと言う武器も常識では考えられない代物だ。

　身一つで魔族とやりあう人族と言うだけでも異常なのに、アーティファクトを手放すと言う普通では考えられない思考と、その代わりに手に入れた武器の異常さ。

　さらに勘かんではあったが、今回のエルフ達の頑がん強きような抵抗の裏には、この人族の存在があったのではないかと魔族は思っている。

　それらは魔族にとっての脅きよう威いとなり得るのではないか、と思われたのだ。

「人族の男よ！　ここは引かせてもらう！　名前だけは聞いておいてやろう、名乗れ！」

「何を馬鹿なことを口走ってるんだ、お前は」

　呆れ返った蓮弥が、自分を取り囲みつつあるゴブリンやオークをちらりと見やる。

　その視線の圧力に、一瞬だが魔ま物もの達たちの足が止まる。

　ほんのわずかな時間ではあるが、蓮弥に取っては十分すぎる一瞬だ。

　その場で身体を回し、一回転してみせる間に、鞘から抜き放たれた閃せん光こうは、蓮弥を取り囲んでいた魔物達の身体を駆け抜け、瞬しゆん時じに分断し、肉へと変える。

　ぼとぼとと地面に落ちる肉塊には目もくれず、蓮弥は逃とう走そうに移りつつある魔族目掛けて走った。

　途中、忠実に命令を遂すい行こうしようとして立ちふさがる魔物達は、即座に断たたれて血潮を撒き散らす。

「この……化物めがっ！」

　苦くるし紛まぎれに魔族が薙ぐように放った斬撃も、蓮弥の身体を捉とらえることは無い。

　躱かわされた、と魔族が思った次の瞬間には、蓮弥の姿は魔族のすぐ目の前に立っていた。

「誰が逃げていいって言ったよ？」

　尋たずねた蓮弥が握る刀の先は、魔族の右の太ももを真正面から深々と刺さし貫つらぬいている。

　遅おくれてきた激痛に、魔族の喉から呻うめき声ごえがあがった。

　その傷口を、こじ開けるようにぐりぐりと刀を回した蓮弥は、たっぷり時間をかけて傷口を広げてから刀を太ももから引き抜く。

　引き抜かれた刀を追いかけるようにして血が噴出し、魔族は思わず大剣を取り落としてその場に膝を付くが、蓮弥は膝をつくことで低くなった魔族の肩かた口ぐちを蹴けり飛とばしてその身体を大地へ横よこ倒だおしにする。

「こらこら、戦闘中に武器を手放すとか、本当にしょうがないな、お前ら」

　溜息をつきながら蓮弥が指し摘てきしてやると、魔族はようやく武器を取り落としたことに気がついたのか、這はうようにしながら、自分が落とした武器ににじり寄る。

　その手が武器の柄にかかるより先に、先回りした蓮弥が大剣を魔族の手の届かない距きよ離りまで蹴り飛ばした。

「一度手を離はなれた武器が、再び使えると思うな、って教わったことないか？」

「ぐっ、このっ！」

　刀に刺された側の足の自由がきかないのか、立ち上がろうとしても立ち上がれない魔族ではあったが、なんとか蓮弥から離れようと地面の上をもがき進む。

　その様子を、冷たい視線で眺ながめていた蓮弥だったが、やがて抜き身の刀を手に携たずさえたままでゆっくりとその後を追う。

「く、来るなっ！」

「今いま更さら逃にげようなんて、そんな虫のいい話が通るわけがないだろうが？」

　言葉はとても穏おだやかだが、発散している雰ふん囲い気きが少しずつ変わってきている。

　背筋を冷たいものが走るのを感じつつ、魔族は喚わめいた。

「兵どもっ！　こいつを殺せ！　俺を助けろ！」

「またそんな無理を言う……」

　地面を這う魔族よりも、当然普通に歩いている蓮弥の方が速い。

　すぐに追いついた蓮弥は無造作に刀を振り上げた。

　それに対して魔族は、左ひだり腕うでを挙げて頭をかばう。

　黒鉄の鎧は、確かに蓮弥の斬撃で深い傷をつけられはしたが、断ち切られる所までは行っていない。

　十分防げるものだと魔族は思っていた。

「それの斬り方は、大体理解したよ」

　音もなく、そっと刀が振り下ろされる。

　それは速い剣けん撃ではなかったが、どこか反応し辛づらいとても静かな一撃だった。

　呆ぼう然ぜんとそれを見ていた魔族は、刀が通り過ぎてからたっぷり数秒後、ぽろりと左腕が肘の辺りから、黒鉄の鎧ごと断ち切られたのを、言葉を発することもできずにただただ見つめることしかできない。

「第一、今の俺にゴブリンやらオーク辺りが近づけるわけがないじゃないか？」

　斬られた肘から噴ふき出だす血を右手で押さえて、襲おそい来る激痛にのた打ち回り始めた魔族を見下ろしながら蓮弥が言う。

　その視線はとても冷たく、周囲に撒き散らしている殺気は濃のう密みつだ。

　蓮弥の雰囲気が変わり始めた辺りから、魔物達は蓮弥から逃げるように離れていっている。

　それは、知能が低かろうが本能が感じることのできる命の危険と言うものを察知したせいだった。

　アレの手の届く範囲にいるのは、地じ獄ごくの淵ふちを覗のぞき込んでいるようなもので、いつ蹴け落おとされても不思議ではないと言うのが否いや応おう無なく分からされてしまう。

　それを悟さとってしまえば、いくらゴブリンやオークのような知能の低い魔ま物ものでも、蓮弥に近づこうとするような暴挙に出るものはいない。

「やるだけやっといて、今更逃げますは無いだろう、なぁおい？」

　尋ねた蓮弥の言葉に返事は無い。

　腕を斬り飛ばされた魔族の耳に、蓮弥の言葉等届いてはいない。

　そんな魔族の様子を不機嫌そうに見ていた蓮弥は、さらに無造作に左足の膝の辺りへ刀を振るう。

　今まで、蓮弥の斬撃をなんとかではあるが受け止めていた黒鉄の鎧が嘘うそのように切り裂かれ、魔族の左足が膝からすっぱりと切り飛ばされた。

「やめろっ！　やめてくれっ！」

「やめろ、だと？」

「やめてください！　助けてください！」

　殺気の籠こもった蓮弥の声に尋ね返されれば、すでに恥はじも外聞もなくなった魔族が命いのち乞ごいを始める。

「ひ、人族が、我々にこのようなことをして、ただで済むとでも思っているのか！」

「お前、上から物を言うか、下から物を言うか、せめて統一しろよな？」

　残った手足で蓮弥から離れようとする魔族。

　その断たれた手足の傷口から流れ出す血は、かなりの量と勢いを持っていた。

　あれだと、あんまり長くはないだろうなぁ等と考えつつ、蓮弥は自分で蹴け飛とばした魔族の大剣を拾ってから、もがく魔族に近づくと、その身体に足を引っ掛かけてうつぶせに転がす。

　狙いはちょうど可動部である胴と腰の境目。

　逆手に持った魔族の大剣を、力任せにその部分へと突つき刺せば、大剣は鎧の隙すき間まから魔族の身体を貫かん通つうして、大地にその身体を縫ぬいとめる。

　夜の森の中に、魔族の絶ぜつ叫きようが響き渡った。

　身みの丈たけ２ｍを超こえる男が、片手片足を失った状態で背中から剣に貫かれて大地に縫いとめられている光景と言うものはなかなかに異様な光景であった。

　人族の者が見れば、その信じられない光景に、現実あるいは自分の頭の中身を疑うような光景も、蓮弥には何の感かん慨がいも抱かせない。

　だくだくと出血しつつ、痛みのせいなのか、逃げようとしてなのか、とにかくもがくことをやめようとしない魔族を見下ろした蓮弥は、しっかりと抜けないように、突き刺した大剣の柄を踏ふみつけて、さらに深々と刃やいばを埋うめ込んだ。

　再度上がった悲鳴には耳を貸さず、蓮弥は周囲の状じよう況きようへ目をやる。

　蓮弥がかなりがんばり、エルフ達たちが攻撃を引き継ついで、さらに相当がんばったとは言え、やはり２万と言う数は早々たやすく瓦が解かいする数ではない。

　森の空気が血なまぐさい匂においを帯びるくらいの数の屍しかばねを晒さらして、尚なお魔ま物もの達たちの攻撃は続いている。

　しかしそれも、少しずつではあったが攻撃の手が緩ゆるみつつあった。

　おそらくは軍の長であった魔族が、討うたれたと言う情報が魔物達の間に広がりつつあるのだろうと蓮弥は推測する。

　頭が無くなれば、どれだけ数が揃そろっていようが烏う合ごうの衆しゆうと成り果てるのが軍の常だ。

　しかも、あまり知能の高くない魔物の群れとなれば、強い者が倒たおされてしまえば、その下にある者が戦いを継けい続ぞくし続けるのは難しい。

「それでも戦は継続中、と。全く面めん倒どうな話だな」

　踏んだままの大剣の柄を、ぐりぐりと動かせば言葉にならない魔族の悲鳴が上がる。

　何かしきりにしゃべっているようだったが、何を言っているのか蓮弥には分からない。

　単語としては耳に入ってくるのだが、どうにも理解をする気になれないのだ。

　無む理り矢や理り理解しようとすれば、どうやら「やめろ」「助けろ」「こんなことをして」と言うお決まりの文句を延々と繰くり返しているらしいことが分かる。

　全く意味不明だ、と蓮弥は肩かたをすくめる。

　もしこれが、守備砦とりでの兵士達や砦に勤めていたエルフ達を捕ほ虜りよとしてきちんと扱っていた軍の将が口にするのであれば、理解はできる。

　俺おれ達たちはきちんとした扱いをお前達にしてきたのだから、俺達の扱いもそれに準じたものにして欲ほしいと言う至し極ごく真っ当な要求だからだ。

　しかし、蓮弥は現場を見てはいないが、魔族や魔物達は守備砦を思うままに蹂じゆう躙りんしてきたはずなのだ。

　想像するだにおぞましいような行こう為いを、死体すら残らないレベルで、誰はばかることなく兵士や砦勤めの女性達に施ほどこしてきたはずなのである。

　そんなモノが、立場が逆転したからといって、今いま更さら扱あつかいをなんとかしろ、と言い出すのは実におかしいと蓮弥は思う。

　蹂じゆう躙りん戦を仕し掛かけてきたのだから、逆に殲せん滅めつされても文句を言える立場ではないはずなのだ。

　そう考え始めると、足の下でぎゃあぎゃあ騒さわいでいる魔族が非常に疎うとましく思えて、蓮弥は遠えん慮りよなしにさらに大剣の柄を踏みつける。

「お前なぁ、ちょっとは我わが身の行いってやつを振ふり返ってみろよ？」

　一段階、悲鳴の大きさが上がったのを耳にしながら、蓮弥は足元の魔族に語りかける。

　その声こわ音ねは、実に穏やかであるが、その穏やかさが逆に魔族に恐きよう怖ふを与える。

「自分らがやってきた事を省かえりみて、助けてもらえると毛の先程でも思えるのか？　もし思えるならば随分とめでたい頭の出来だと感心するんだが」

　そう言う蓮弥であったが、足元の魔族を逃にがす気がない理由は別にもある。

　この魔族は蓮弥の武器等を眼めにした後、国に戻ると言い出した。

　それは、この魔族が蓮弥を脅威、あるいは危険因子として認にん識しきしたからだろうと蓮弥は思っている。

　つまりはこの魔族を生きて国に帰してしまえば、魔族の間に「人族にはレンヤ＝クヌギと言う危険な人物がいる」と言う情報が知られてしまう。

　自分がそんなに危険な存在だとは露つゆほどにも思わない蓮弥であったが、問題は相手がどう思っているかと言う一点のみであり、一度そんなレッテルを貼はられてしまったら、魔族達は事あるごとに蓮弥をなんとかしようとする手を打つことだろう。

　大した問題ではない気もしている蓮弥であったが、やはりできるならば問題は少ないに越こしたことは無い。

　寿じゆ命みようが来るその日まで、適当に美味おいしいものを食べて、快適な家に住み、なんとなくそこらへんに潤うるおいのある人物を侍はべらせて暮らせれば、それで万ばん々ばん歳ざいなのだ。

　降りかかる、もしくは降りかかりそうな火の粉は払はらいのけるが、進んで火の粉を増やそうとは思わない。

　もっとも、進んで降り注ぐ火の粉の中に飛び込んでるんじゃないか、とたまに思う蓮弥ではある。

　その辺りの矛む盾じゆんは仕方がないものだと諦あきらめる以外ない。

　いつでもブレない、統一された生き方など望んでもできるものではないからだ。

「それはさておき……」

　蓮弥は戦闘中に聞こえた声の正体を確かめるべく、意識を凝こらす。

　念話とか言う技術は、フラウがたまに使うのでなんとなくではあったが蓮弥も使えないこともなかった。

〈クロワール？　絶ぜつ壁ぺきのクロワールさん？〉

〈誰が絶壁ですか!?　妙な二つ名を付けるのやめてもらえます？　控ひかえめですがちゃんと膨ふくらんでて柔やわらかい場所はあるんですよ、私にだって！〉

　返事は即座に返ってきた。

　一応とは言え、膨らんでたり柔らかかったりする場所があるのかと言う軽い驚おどろきは脇わきにどけておいて、蓮弥は会話を続ける。

〈そちらの状況は？　こっちは魔族を片付けたぞ〉

〈防御主体で、敵戦力を削けずり落としてる所です。ぎりぎり維い持じしてますが、負傷者が出始めてます。魔物が結界を抜け始めて……って、魔族倒しちゃったんですか!?〉

〈倒したよ。まだ生きてるけど。見てたんじゃないのか？〉

　魔族が攻撃を飛ばして来た時に、クロワールの警告が無ければ一いち撃げきもらっていたかもしれない。

　魔術ならともかく、自じ称しよう普ふ通つうの剣けん士しでしかない蓮弥からすれば、剣撃が飛んでくる等と言うのは想像の範はん囲いを超えているのだ。

〈最初は見てましたけど、途中からそれどころじゃなくなりました〉

〈まぁそうだろね〉

〈そんな事より、こっちを手伝って下さい！　本当にぎりぎりなんとかって感じなんですよ！〉

　声、と言うか念に焦りが混じっている。

　そんなに不味まずい状じよう況きようなのだろうかと思いつつ、蓮弥は返事をした。

〈えー、俺もうお仕事終わったし〉

　蓮弥の見立てでは、魔族さえいなければ、そしてエルフの結界が維持され、攻撃に使う魔ま力りよくが足りなくさえならなければ、なんとかエルフ達だけで防衛は成功する見立てだった。

　それでなくとも魔族との戦闘に入る前に、蓮弥が相当数減らしているし、自じ滅めつしていった魔物の数も多い。

　犠ぎ牲せい者しやは確かに出るだろうが、総そう崩くずれになる事はないと思っていた。

〈報ほう酬しゆうは出しますから！　お願いしますから！〉

〈報酬ねぇ……何くれるかによるねぇ〉

〈何がいいんですか!?　なんならナニでもいいですよ!?　エルフの底力を思う存分味合わせて差し上げますよ！〉

〈……肉食系金きん髪ぱつは間に合ってます〉

　答えながら、蓮弥はちょっと自分の見立てが甘かっただろうかと首を傾げている。

　クロワールの念話は、報酬にシモネタを挟はさんでくる辺りまだまだ余よ裕ゆうなのかと思わせて、その実、なりふりかまっていられないと言う切せつ羽ぱ詰つまったものらしいと気づいたからだ。

　念話と言うものは、精神同士が直結するようなものなのか、話し相手の感情の揺ゆれ等が結構ダイレクトに伝わってくる。

〈人使いの荒いエルフだなぁ……〉

〈愚ぐ痴ちとかボヤキとか文句全ぜん般ぱんにつきましては、私が責任を持って、後ほど全てお伺うかがいしますから、早くお願いしますーっ！〉

　ついに、泣きが入ったクロワールの念を聞きながら、蓮弥はほんの少しだけ歩みを速めてエルフの陣じん地ちへと戻っていく。

　結論を言えば、蓮弥が参入することで、エルフの陣地における防衛線は実にあっさりと天てん秤びんが傾かたむいてエルフ達優勢になった。

　多数の魔物達は、軍の長であった魔族が倒された時点で逃げに移っていたし、蓮弥の目を盗ぬすんでエルフだけでも食べて帰ろう等と言うなかなかに根こん性じようの座すわった考え方をする魔物達も、エルフ達の徹てつ底てい抗こう戦せんに攻せめあぐねている所に、おっとり刀で蓮弥が駆けつければ、それ以上の交戦は死者が増えるだけだと嫌いやでも理解する。

　ただ、理解した時には既に遅おそく、最後までエルフ達に固こ執しつしていた魔物達は斬きられ、穿うがたれ、大地にその屍しかばねを晒す羽目となった。

「し、死ぬかと思いました……」

　うっすらと空が明ける頃ころ、ほとんどのエルフが疲ひ労ろう困こん憊ぱいで地面に座り込んでしまっている中で、やはり同じく座り込んでしまったクロワールが荒い息の下からそう言った。

　服のあちこちは破れたり、さらにあちこちに血の染しみがついてしまって酷い有様を呈ていしている。

　戦闘の終わり際ぎわには、結界を越こえてきた魔物達と接近戦にもちこまれることが何度かあり、その度にクロワールと学校の生徒達が、近づいてきた魔物以上の数を投入して、随ずい時じ撃げき退たいしていたのだ。

　数の上では絶対に優位であったにせよ、学校の生徒達にとって魔物と直接武器を交えると言う経験はほとんど初めてのものであり、肉体的な疲ひ労ろうに加えて精神的な疲労が大きい。

「そんな大おお袈げ裟さな。大した事はなかっただろう？　魔族も俺が対処したんだし」

　誰も動こうとしない中で、元気なのは蓮弥一人だ。

　戦場となったエルフの結界が張られていた範囲に転がっている、まだ原形をとどめている魔物の死体をまとめて五つ六つと引きずってきては、手早く解体してから山と積む作業を延々と繰り返しているのだ。

　ゴブリンやオークからは、質は悪いものの一応魔石が採れる。

　オーガクラスになると、魔石の質もやや良いものとなるし、さらにオーガの角は素材として売ることができるらしいことをクロワールに教わった蓮弥は、ここぞとばかりに死体集めに走ったのだ。

　ちなみに、オーガの角は天日でよく干した後、すりつぶして粉にすると滋じ養よう強きよう壮そうの薬の原料になるのだと言う。

「２万対７００ですよ!?　魔族抜ぬきにしても、十分死ぬような戦だったと思うんですが」

「十分な陣地に結界までつけて、しかも魔力切れの心配なしに魔術打ちまくれるような戦で死ぬような目と形容できるかなぁ？」

　随ずい分ぶんと楽をさせてやったつもりなんだけど、と蓮弥が言えば、反論する気力も無くクロワールは黙だまり込む。

　確かに、蓮弥からの魔力供給が無ければ、もっと酷い戦になっていたことは間ま違ちがいない。

　そもそも、あんな巨きよ大だいな結界を形成することはできなかっただろうから、数の暴力に押しつぶされて、今いま頃ごろオークの腹の下でひぃひぃ言っていたかもしれないことはクロワールも理解できる。

　それに比べれば、随分と楽をさせてもらった、と言っても過言ではないのだろう。

「できれば二度とやりたくないです」

「それはなんとも言えないな」

　そう言って笑う蓮弥のすぐ近くでは、フラウが一いつ生しよう懸けん命めいに穴を掘ほっている。

　エルフの兵士が、塹ざん壕ごうでも掘るつもりで持ってきたらしいものを借りてきて、一生懸命に地面に穴を掘っているのだが、一体何に使うつもりなのか、クロワールにはさっぱり分からない。

　戦闘中、フラウもかなり兵士達に混じって働いていたのだが、全く疲労の色が見えない。

　そればかりか、黙もく々もくと掘り進すすむ穴はかなりの広さになっており、いかにフラウが休まずに一心不乱に穴を掘り進めているのかが見てとれる。

「取り合えずクロワールは一旦街に戻って薪まきと油を持ってきてくれ」

「いいですけど。何に使うんです？」

「結構原形の残ってる魔物の死体があるからなぁ」

　日の光が差し込み始めた戦場を見回しながら蓮弥が言う。

「後処理をしなくてはなるまい？」

「なるほどですね。すぐ手配します。それと兵士の中から軽傷の人を選んで手伝ってもらいましょう」

「そりゃ助かるな、この後イベントもあるし」

　イベントと言う単語に、何かひっかかりを覚えたクロワールであったが、問いただすようなこともせずに蓮弥の手助けをする為ための兵士の選定と、街から薪と油を運んでくる手はずを整えに行く。

「フラウ、なんかこう火に強くて丈じよう夫ぶな紐ひもみたいなのあるか？」

「マスター、これを使うの。燃えないし、オーガが10匹ぴきで引っ張り合いしても切れないの」

　フラウが差し出したロープの束を蓮弥が受け取る。

「そりゃすごいな」

　一連の作業を終え、街に一いつ旦たん戻もどったクロワールは蓮弥から頼たのまれた薪と油の手配をする間に、転送門の所で待機していたシオンとローナに事の顛てん末まつを話しに行った。

　蓮弥が無事だと聞いた二人に、クロワールは人族の大陸に、ここで起こったことと同じことが起こりうると言う情報を持ち帰ってほしいと頼みこんでククリカの街に戻ってもらっている。

　二人は確かにその通りだと、クロワールに蓮弥へ先に帰る旨むねの伝言を頼んで転送門を潜くぐっていった。

　二人の背中をにこにこと見送ったクロワールは、荷物を荷車で引きながら蓮弥の所へと戻る。

　そこで蓮弥とフラウは妙な作業を行っていた。

　手伝いをしていた兵士達が、なんだか微び妙みような表情で見守る中、蓮弥が組んでいるのは太い木材を十字に組み合わせたものだった。

　クロワールが見る限り、どうやらかなりの太さの生木で組んでいるようだが、それで一体何をするつもりなのかが、全く見えてこない。

「あの、レンヤ。薪と油を持ってきました」

　おそるおそる声をかければ、蓮弥がクロワールの存在に気がついたように顔を上げる。

「ああ、お疲つかれ」

「それと、シオンさんから伝言が。御ご無ぶ事じなのが分かったので先に人族の大陸に戻られるとのことです」

「そっか。そうだな。今回のことを報告しに行かなきゃいけないだろうしな」

　頷きつつも蓮弥は作業の手を止めない。

　十字の台を組み終えると、蓮弥は少し離れた所に転がしてあった黒い物体をずるずると引きずって来る。

　その物体に目をやったクロワールは息を飲んだ。

　土と血で汚よごれた薄うす紫むらさき色の髪かみ。

　全身を黒鉄の鎧よろいに包つつんでいるが、左腕の肘ひじから先と、左足の膝ひざから先が無い。

　その身体には背中の方から、大剣が根元まで突き刺さっており、クロワールはすぐに死体なのかと思ったのだが、しばらく見ていると虫の息ではあるがまだ生きていることが分かる。

「そ、それってもしかして」

「あ、うん。今回の首しゆ謀ぼう者しやっぽい魔族」

　引きずってきた魔族を十字の台の上に腹ばいになるように放ほうり投なげる。

　背中側から大剣が突き刺さっているので仰あお向むけにできないのだ。

　そこから、背中の剣の柄つかを叩たたいて腹から突き出ている刃を十字の台に打ち込む。

　弱弱しい声が上がるが、蓮弥はそれを無視すると、十字の横の棒に両手を伸のばしてフラウから受け取ったロープで肘の辺りを縛しばりつけ、両足は縦の棒に揃えて膝の辺りをロープで結ぶ。

　これをフラウが一いつ生しよう懸けん命めい掘ほった穴の中心部に立ててやれば、変則的な磔はりつけ台の完成となる。

「よし、あとはこいつの足元に魔物の死体と薪と油を敷しき詰つめたら作業終しゆう了りようだ」

　にこやかに宣言する蓮弥に、多少引き気味のエルフの兵士達であったが、魔物の死体を処理しなければならないのは事実であるので、蓮弥が魔石を抜き取とって積み上げていた山と、まだその辺に転がっている魔物の死体とを穴の中へ移動させる作業に取り掛かる。

　この頃ころになれば、体力を幾いく分ぶん回復した、戦せん闘とうに参加した大半の者が作業に参加するようになり、人海戦術にて、魔物の死体は急ピッチでフラウが掘りあげた穴に積み重ねられていく。

　足元、と蓮弥は言ったが、出来上がった山はしっかりと魔族の胸の辺りまでを埋めるような高さになってしまっている。

「貴様ら……こんなことをして……ただで済むと……」

「クロワール、面倒だからさっさと着火しちゃってくれるか？」

「え、私がですか？」

　切れ切れに聞こえる魔族の声を無視して、蓮弥がクロワールにそう言うと、クロワールは意外そうな表情で尋ね返してきた。

「まぁエルフなら、誰だれでもいいんだが。砦のエルフ達の仇あだ討うちって意味合いもあるし……それに中々魔族を焼き討ちにするって経験はできないと思うんだよな」

「それもそうですね……では」

　他ほかのエルフの兵士達が見守る中、一歩進み出たクロワールは声を張り上げて魔族に言う。

「魔族よ！　これは貴方あなたが無残に殺した砦の者達の報復の炎ほのおです！　存分に味わってから地獄へ落ちなさい！」

「や……やめ……ろっ！」

　魔族の制止の声には聞く耳も持たず、クロワールは〈着火〉の魔術を行使する。
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　たっぷりと油が振りかけられたその山は、すぐに赤い炎を上げて轟ごう々ごうと燃え上がり始める。

　積み上げられた山の中で、唯ゆい一いつ息のあった魔族が生きたまま焼かれると言う苦痛に悲鳴を上げる。

　なまじ生物として強きよう靭じんであるが故ゆえに、魔族が絶命するまでは相当な時間焼かれ続けることだろう。

　その光景を、エルフ達が様々な思いを胸に見守る中、蓮弥とフラウだけが通常運行状態だった。

「あー、終わった終わった。報酬に何もらおうかね？」

「お金になるものとか、美味しそうなものとかが良いとフラウは思うの！」

　ちょっと黙っててくれないかなぁと、燃え上がる炎に立ち込める黒こく煙えんを眺め、そこに混じる魔族の絶叫を耳にしながら、思うクロワールであった。







幕間　その１らしい







　その日、私はまた頭を抱かかえていた。

　いつもの通り、平行に層を成す世界のあちこちを眺めていた時の事だ。

　ちなみにこの平行世界、数えてみたら全部で六兆五千三百十二万四千七百十一層あった。

　よくぞこれだけ作ったものだと、我ながら感心する。

　と言うか、これだけのバリエーションを考え付いた私の頭、偉えらい。

　だれかとっても偉いで賞とかくれたりしないもんだろうか？

　木こっ端ぱな世界は消えたり出来たりを繰り返かえしていたりするので、多少の数字の上下は常に発生するのであるが、大体はこの数字で落ち着いている。

　それはともかく。

　今回、私の頭を痛めているのは、またあの星の出身者が異世界に渡ったと言うことだ。

　まったくファンタジーな世界の偉い地位にいる人間の思考と言うのは理解し難がたい。

　なんか困ったらすぐ別世界から人を呼ぼうとする。

　自分の世界でなんとかできない事案なんだから、別世界の人間を呼んで解決しようとする姿勢は理解できなくもないのだが、なんでまたよりにもよってあの星の住民ばかり呼ばれるのか理解できない。

　あの星の、特に何な故ぜだか知らないが極東の島国の人間は、呼んだらヤバいのばかりなのだ。

　元の世界にいる時には、その他大勢の域を出ない、もしくはその他大勢の域にすら入れないようなレベルの生き物が、何故か異世界に渡わたった途と端たんにイキイキとし始める。

　元の世界では虫を殺すのも敬遠するような性格だったのが、嬉き々きとして魔物やら同じ人間の頭を吹ふき飛ばすような行為が平気でできたりするのも特とく徴ちようだ。

　元々一円も稼かせげないような性格、もしくは才能の持ち主が、急に大金持ちになったりする傾けい向こうもある。

　全く不可解な存在である。

　今回見つけたのは、元々は大人しく保守的な性格の餓が鬼き……もとい少年だったのだが、見つけた時には何回か死ぬような目にあった挙句に、なんだか妙な方向に突っ走って限界を振り切ってしまったらしく、敵と見たら殺す、敵っぽいのも殺す、敵じゃなくても殺す、と言う危険物に成り果てた後だった。

　それはまだいい。

　その程てい度どであれば、精神的に問題のある人その１と言う扱あつかいで済む。

　問題は、その振り切っちゃった後に開花した才能の方だ。

　元の世界で持っていた知識に錬れん金きん術じゆつと言う異世界の技能が合わさり、最強に見え……ではなく、花開いてしまったその才能は「複合錬金術」と言う技能名になっていたのだが、これが大問題なのである。

　早い話がこの技能、術者が知っている物質は、そのほとんどを練成できるという技能なのだ。

　ついでに、あの星のあの島国のあれくらいの年とし頃ごろの人間と言うのは、絶対お前のこれからの人生で使うことがないだろうと断言できる類たぐいの知識に、妙みように詳くわしかったりする。

　つまり何が起きているのかと言うと……

「あ、主様。また街が一つ吹っ飛びましたよ」

「そりゃ80㎝列車砲ほう１００門が一いつ斉せい射しや撃げきすりゃーね」

「ドラゴンとかばたばた落っこちてますね」

「パトリオットミサイルは優ゆう秀しゆうだからね」

「数万の騎き兵へいの一いつ斉せい突とつ撃げきって壮そう観かんですよね」

「相手が１００両の思考戦車じゃなきゃね。ちなみに弾だん頭とうは劣れつ化かウラン弾だんだからね」

「フルプレートメイルって小火器くらいならなんとか防ぼう御ぎよできるんじゃないですか？」

「だからＭ２重機き関かん銃じゆう使ってるんじゃないかな？　あんなので掃そう射しやされたら人もゴミも区別が付かなくなるけどね」

「あ、今度はどこかの城が吹き飛びましたけど、あれって魔ま王おう城でしたっけ？」

「そうだね。打ち込まれたのはＭＧＭ－21Ａ　パーシングⅠだけどね」

「むちゃくちゃですねー。人と魔が共きよう闘とうして勇者に立ち向かうシチュエーションって珍めずらしくないですか？」

「珍しいのは分かったから、その口閉じろ……」

　うんざりした口調で私が言えば、その世界を映し出していたウィンドウを、なぜかきらきらと輝かがやく瞳ひとみで見つめていたギリエルが不満そうな表情で黙る。

　黙らなければ何をされるか分からない、と言う現実を学習したらしい。

　それにしてもこれは酷ひどい、とウィンドウへ目を戻もどす。

　そこでは榴りゆう弾だんの爆ばく風ふうで吹き飛ばされつつばらばらにされる騎き士しの姿が映し出されている。

　別な所では、戦車の主しゆ砲ほうの一撃をまともに受けて、馬も人も一いつ緒しよに粉々にされているし、重機関銃の掃射を食くらった人体など、蜂はちの巣と言う形容もできないような有様にされていた。

　ファンタジーの世界に兵器を持ち込んだら駄だ目めなのだ。

　そもそもが、そちらの住民には理解できない武器なので、防ぐとか避さけると言った考えをまず持たないし、さらに防ごうにも防ぎきれない威い力りよくを誇ほこるものがほとんどなのだから。

「この世界はもうだめだね。今日滅ほろぶか明日滅ぶかってレベルだわ」

「抹まつ消しよう処理ですか、もったいないですね」

　ギリエルが酷く残念そうに言うが、どうしようもない。

　私はその世界の様子を映し出していたウィンドウ上にメニューを呼び出すと、抹消の処理を行ってからウィンドを閉じる。

　開いたままであればこれから起こる天変地異の数々の後に、世界が跡あと形かたも無く滅び行ゆく様子をつぶさに観察できただろうが、見ていてあまり気持ちのいいものではない。

　抹消が決まってしまえば、その世界に与あたえる影えい響きよう等はもう無視して構わなくなる。

　私はその世界の管理者から、権限を全すべて取り上げると、管理者自身を格下げしてから別の世界へと飛ばす。

　世界を一つ滅ぼすような失態を犯おかしたのだから、しばらくは天使その１として下積みに励はげんでもらう。

　それらの処理を淡たん々たんとこなした私が、処理が終わるのを見計らったようにギリエルが声をかけてくる。

「主様、ちょっとご報告なのですが」

「何？　一応断っておくけど、今すっごい不ふ機き嫌げんだからね、私」

　潰つぶれてしまった世界が一つ発生すれば、当然だがその代わりに一つの世界を作成しなくてはならない。

　作成自体は雛ひな形がたがいくつかあるので、それらの一つを選せん択たくして内包する要素をちょっといじくってやれば出来上がるのだが、仕事が増えると言う事実は覆くつがえしようがない。

　不機嫌、と言う単語を聞いてギリエルは、報告するかしないかやや迷ったようだったが、報告がありますと切り出してしまった以上、今いま更さら知らぬ振りをして私から離はなれるという選せん択たく肢しも取れなかったのか、重い口を開いた。

「あの、私が担当してます蓮れん弥やさんが飛ばされてる世界のお話なのですが」

「ああ、あそこね」

「やっぱり陣じん取とりゲームが再開されたみたいなんです。今回は魔族担当の管理者の主導で」

　ある程度は予想していた事態だったので、私の反応は小さな舌打ちに留とどまった。

　思ったよりも私の反応が小さかったのが意外なのか、ギリエルがきょとんとした表情でこちらを見ている。

「やる、とは思ってたからね。でもちょっと早すぎない？　不ふ穏おんな動きを察知してから実行に移るまでの時間がさ」

「それにはどうやら理由があるようでして……」

　どこか言いづらそうにしているギリエル。

　結局最終的には報告することになるのだから、妙な溜めとかいらないのでさっさと吐はいてくれるとありがたいんだけどなぁと思いつつ、ギリエルが口を開くのを私は待つ。

「あの世界のリソース不足を緩かん和わする為に、蓮弥さんがリソースを背せ負おってあの世界に渡ったわけなんですけれども……」

「そうだね。あれは蓮弥に感謝しないといけないね」

　蓮弥が首を縦に振ってくれなければ、またちまちまと何十億と言う魂たましいから条件に適合する魂を選択する作業を行わなければならなくなる所だった。

　その作業を軽減してくれた、と言う意味合いからも、それなりの感謝はしなくてはいけないと思っている。

「そのリソースのおかげで、ある程度世界が活性化したわけなんですが」

「うんうん、それで？」

「世界が活性化したおかげで……魔族に魔王が生まれたらしくて……」

「あ……」

　あの世界における魔王とは、血筋で生まれてきたりするものではない。

　それなりに力のある魔族が、ある日突とつ然ぜん限界を突とつ破ぱして、魔王として目覚めるのである。

　それを生まれた、と表現するのだが、世界がリソース不足で弱体化している間は、魔族達もその影響を受けてなのか、あまり強力な魔族が発生しない、もしくは発生してもそれなりのレベルで留まっていると言う状態が続いていたのだ。

　それが、蓮弥がリソースを携たずさえて世界を渡ったおかげで、あの世界は少しではあるが活性化の方向に向かうことができた。

　その活性化した分、魔王が生まれる余裕が生じてしまったと言うことらしい。

　そうなるとあの管理人どものことだ。

　有力なコマが出来たから、また遊ぼうぜーと近所の餓鬼……もとい、お子様よろしく陣取りゲームを再開することは想像に難かたくなかった。

「あのクソガキども……」

「主様っ!?　お気を確かに！」

　慌あわてたギリエルの声に、失いかけていた自分を取り戻す。

　危ない危ない、もうちょっとで怒いかりのままにあの世界に対して力を行使するところだった。

　危うく、あのクソガキ……じゃなくて管理者５体をチリすら残さずに消しよう滅めつさせるところだったのだけれども、そんなことをしてしまえばあの世界が滅ぶ。

　そりゃもう簡単に滅ぶ。

　そんなことをしてしまったら、わざわざ人間に頭を下げて異世界に飛んでもらった意味がなくなる。

　もっとも蓮弥の身み柄がらについては私は全く心配していない。

　おそらく、私がやる気になったら、目の前でぷるぷる震ふるえているこのギリエルは、全速力でもってあの世界から蓮弥の身柄をサルベージすることだろう。

　それくらいの能力も権限も渡してある。

　後はこちらに来た蓮弥に平ひら謝あやまりして、別な世界で残りの人生を送ってもらう手はずを整えなくてはならない。

　問題は、蓮弥が持っているあの刀だが。

　破は壊かい不能属性付の10等級を誇る刀、と言葉だけで言えばそれまでなのだが、実際アレは神代の武器と称しようされる代しろ物ものになっている。

　ちなみにだが、あの世界における品質の等級と言うものは粗そ悪あく品ひんである１等級から、この世ならざる物品である10等級までの10段階に分かれている。

　ギリエルが蓮弥の墓からこっそり持ってきたあの刀は、神しん匠しようと呼ばれるレベルの職人がなんとか作れると言うレベルの７等級であったが、破壊不能属性がついた時点で10等級に格上げされていた。

　これは、破壊不能属性を持った物品があの世界に存在しないからであり、この属性がついた物品はあの世界では例外なく10等級に区分されるからだ。

　つまり、本来は人の手にあるべきものではなく、我々のような存在が振るう為に作られた武器なのだ。

　何が言いたいかと言えば、あの刀は世界の管理者やギリエルのような存在のみならず、この私にすらダメージを与えうる武器だ、と言うことである。

　早い話が、異世界に渡って欲しいと言う話をした時に力ちから一いつ杯ぱい頭を蹴けり飛とばされた私が、ごっめーんあの世界滅ぼしちゃったから、別の世界でがんばって生きてね、等と言おうものなら、あの刀で滅めつ多た切りにされることはほぼ間違いないと言うことだ。

　その場合、存在を維持し続けられるかと言う疑問に明確な答えが出ない。

　何度か蓮弥の戦闘シーンは覗のぞき見みしているが、あれは徹てつ底てい的てきに斬ることに特化した技術の賜たま物ものである、としか言えない。

「それと、追加情報なんですが」

「何？　まだ何かあるの？」

「人族とエルフ族の管理者が、蓮弥さんの取り込みにかかるんじゃないかと」

「まぁ……その気持ちは分からなくもない」

　あれだけの戦せん闘とう技術を保持する個体を、放っておく手は普ふ通つう無い。

　しかも人族もエルフ族も、蓮弥に多少なりとも縁えんができつつある。

　魔族の管理者が魔王と言うコマを手に入れたのであれば、是ぜ非ひとも欲ほしいコマになるのは自然な流れと言えた。

　無論、魔王の発生と言う情報は人もエルフもまだ入手はしていないだろうが、魔ま物ものの動きが活発化していることくらいは、既すでに情報として掴つかんでいるはずだし。

　ここまで考えてきた私は、ふと一つの事実に思い当たる。

　思い当たってしまったその事実は、私の仕事を大おお幅はばに増やすような事で、思わず頭を抱えたくなる気持ちをぐっと抑おさえて、こちらを心配そうに見ているギリエルに尋たずねてみた。

「その流れで行くと……私は一つ不安要素があるんだけど」

「主様の不安は的中するかと思われます。……人族側に勇者召しよう喚かんの動きがあります」

　私の懸け念ねんを先読みするようなギリエルの言葉に、私は声が震えるのを抑えることができなかった。

「こ、こ、こここここ……」

「こけこっこ？」

　首を傾げて、おそらく本人的には可愛かわいらしくなのか、ボケた言葉を口から吐き出すギリエルを蹴りつけて、私は絶ぜつ叫きようした。

「違ちがうわ、馬ば鹿か！　これ以上私の仕事を増やすなぁーっ！」

　叫さけんだ所で誰に届くわけもない。

　そんなことは百も承知の上で、それでもなお私は叫ばざるを得なかった。

　古来から、究極の他力本願とも言える勇者召喚。

　あのどうしようもない管理人が管理する世界に、さらにどうしようもない要素が加わるとしたら、間違いなく私の仕事は増える。

「もう嫌だーっ！　誰か代わってーっ！」

「代われる存在なんているわけがないじゃないですか」

　酷く冷静な声で言うギリエルの顔面に、私は容よう赦しやなく拳こぶしをぶち込んでやるのだった。







第三章　どうやら一人増えるらしい







　どうしてこうなった、と蓮れん弥やは手の中のコップをなんとなく撫なで回まわしながら思った。

　コップの中に入っているのは、元の世界で言う所の緑茶に近い味のお茶である。

　こちらの世界にも紅茶、緑茶の類は存在しているのだが、紅茶は間違いなく紅茶の味をしていたのだが、エルフの国で口にした緑茶はなんとなくであるが味が違う気がする蓮弥だった。

　匂においも味も、元の世界の緑茶に似てはいるのだが、ほんのわずかだが緑茶にはない香かおりと、甘あま味みがあるような気がして仕方ないのだ。

　香りの方はなんとなくではあったが、木の香りではないかと蓮弥は思っている。

　おそらくは保存のためなんらかの木製の入れ物に入れて保管しているのだろうが、その入れ物の匂いが移ってしまったのではないか、と言う推測だ。

　嫌な匂いではないが、やはりお茶の清すが々すがしい香こう気きを殺してしまっている感じが否いなめない。

　甘味に関しては、蓮弥としてはあまり信じたくないのだが、砂糖が入っているのではないかと思っている。

　元の世界でも緑茶にミルクと砂糖をぶち込んで緑茶オレ、等と言う飲み物があったと言う知識が蓮弥にはあるが、到とう底てい好みに合うものではない。

　総じて、提供されたこの飲み物は蓮弥の嗜し好こうには合わない代物だった。

　それはまぁ仕方がない、と自分に言い聞かせる。

　提供された食べ物に、ケチを付けると言うのは、エルフと人間の嗜好の差を考えてみても実に失礼な行こう為いに当たるだろうと蓮弥は思う。

　お茶に関する考察はさておいて、蓮弥は自分が置かれている状じよう況きようへと目をやる。

　膝の上で、両手でコップを持ち、ふーふー吹きながらお茶を啜すすっているのはフラウだ。

　肩かた車ぐるまか膝の上で抱だっこするのがほとんど定位置となってきている雰ふん囲い気きがあるが、実害があるわけではないので蓮弥もそこは容よう認にんしている。

　蓮弥の左ひだり隣どなりでは、僧そう服ふく姿のローナが、こちらもカップを両手で保持してお茶に口をつけている。

　済ました顔をしているが、時折ちらちらとフラウの方を見る目がなんとなく羨うらやましそうな表情に見えるのが蓮弥は気になったが、現状の把は握あくには関係ないので見なかったことにする。

　さらにその左には、いつもの黒い上着に赤い袴はかまで、デザイン的には巫み女こ服のような格好をしたシオンが、コップをテーブルに置いたまま、テーブルを挟はさんだ反対側に向けて、威い嚇かくするような視線を送り続けている。

　その視線の先にいるのはクロワールだ。

　こちらもコップには手をつけず、送られているシオンの視線に臆おくすることなく睨にらみ返している。

　二人の間に何があったのか、蓮弥には知る由もなかったが、雰囲気としては険悪であるらしいことは間違いないようであった。

　これにはワケがある。

　転送門と言うものは行って帰って一往復すると、行き先がエルフの国の場合、また様々な手続き等で二日の猶ゆう予よが必要になるのだ。

　いましがた通ったばかりだから、と言うのが通用せず、手続きがまた最初からやりなおしになる為だ。

　クロワールはこれを利用して、シオン達たちがククリカの街に帰った後、その二日の間に蓮弥をエルフの国の首都である皇都へ連れて行こうとしたのである。

　名目上は報ほう酬しゆうの相談と手て渡わたしだ。

　実態はエルフの国の奥おく深ふかくまで蓮弥を誘さそい込んだ後に、できることならば人族の大陸には返さずに永住してもらおうという意図があった。

　これは桁けた外はずれの魔ま力りよくと戦せん闘とう力りよくを持ち合わせる蓮弥をエルフの国に引き止めておくことからくる実益もさることながら、クロワール自身が蓮弥を帰したくないと思った所に起因している。

　35番目だろうが皇こう帝ていの娘むすめ、と言う肩かた書がきはそれなりの権力の行使を可能にするのだ。

　余談だが、エルフの国において、それなりに裕ゆう福ふくで地位のある家いえ柄がらであれば、娘や息子むすこの数の総計が30を超こえることは珍しいことではない。

　作って養えるのであれば、作ることになんの罪悪感があろうか、がエルフの価値観であり、それを可能にする若さと寿じゆ命みようを持ち合わせているのだから、自然な事である、とも言える。

　この世界におけるエルフの繁はん殖しよく力りよくは、それなりに逞たくましい。

　そうでなければ、エルフと言う一つの種族だけで一つの大陸を席せつ巻けんすることなどできなかっただろう。

　話は戻る。

　クロワールの計画は、なんとなくにでも意図を察した蓮弥の抵てい抗こうにあって難航していたのだが、これにとどめを刺さしたのがシオンだった。
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　本来、二日間は戻れないはずのシオンが、翌日あっさりとエルフの国に舞まい戻ってきたせいである。

　流石さすがにクロワールもこれには驚おどろいた。

　慌てて手続きを見直させたのだが、どうやらシオンは通常の手続きをすっ飛ばしてかなり強ごう引いんな手段で転送門の使用の許可をおろさせたらしい。

　できないことではない。

　できないことではなかったが、それをする為にはそれ相応の権力が求められる。

　シオンが蓮弥の所に戻る前に、蓮弥の皇都行きの言げん質ちだけでも取ってしまおうと焦あせったクロワールが蓮弥を説得している最中に、シオンが乱入。

　そのまま、どういう理り屈くつなのか事態をあっさりと把握したシオンがクロワールと口くち喧げん嘩かをし始めて、事態は混乱し始めて、最終的にはにっこり笑う蓮弥の両手を駆く使ししたアイアンクローにシオンとクロワールが一気に撃げき沈ちんされて沈ちん黙もく。

　人族の共通語とエルフ語の間で、通訳なしになんで口喧嘩が成立したのだろうと訝いぶかしがりながら、蓮弥はこれ以上騒さわぐようなら割るからなと警告を送り、割られてはたまらないからと睨み合うだけとなったシオンとクロワール。

　ローナとフラウは我関せずを貫つらぬき、さてどうやって収しゆう拾しゆうをつけたものかと蓮弥が思案し始めた辺りでエルフの衛兵が、来客の到とう着ちやくと客間へご足労願いたいと言う言葉を携えて蓮弥を訪問してきた。

　そして今に至るわけだが、と蓮弥はうんざりした視線をテーブルの上座へ向ける。

　そこに座すわっているのは、一言で言うならば美男子であった。

　所いわ謂ゆるイケメンと言う存在である。

　短くさらさらとした金きん髪ぱつは綺き麗れいに整えられ、細く整った顔立ちは女性ならば十中八九はすれ違えば振ふり返って二度見することは間ま違ちがいないだろう。

　身につけている萌もえ黄ぎ色の衣装には、きらびやかではあるが嫌いや味みにはならないくらいの装そう飾しよくが施ほどこされており、細くしなやかなその手には宝石をあしらった錫しやく杖じようが握にぎられている。

　その背後には完全武装のエルフの兵士が数人、かなり緊きん張ちようした面おも持もちで直立不動の体勢で待機しており、座っている人物が醸かもし出だしている雰囲気とあわせて、相当な地位にあるエルフなのだろうことはたやすく見当がついた。

「なぁ……本物か、あんた？」

　本物なんだろうなぁと思いつつではあったが、一応確かく認にんのために蓮弥は尋ねてみる。

　その人物が誰であるかと言うことは事前にクロワールから説明されていたのだが、今一つ信じられないと言うか実感が湧わかない。

　普通に考えて、クロワールが口にした人物は、おいそれと出歩くことなど出来ないはずだからだ。

　そんな蓮弥の疑いの視線を向けられても、上座の人物は気を悪くした様子も無く、ほんの少しだけ首を傾かしげてみせた。

　動作の一つ一つが妙に優ゆう雅がで、蓮弥はやっぱり本物なのだろうなぁと思う。

「本物なのか、とは？」

　尋ね返してきた声は低く通りの良い美声だ。

　女性ならば、耳元で囁ささやかれただけで腰こしが抜ぬけるかもしれないくらいに艶つやも含ふくんでいる。

「だから、目の前におわしますあんたが、35人も子供作っちゃった、人族の俺おれから見れば信じられない程ほどの種馬たる、ロイシュ＝パス＝ティファレト皇帝陛下ご本人でしょうか、と尋ねてる」

　蓮弥の質問に、部屋の空気が凍こおる、ようなことはなかった。

　相変わらず兵士達は緊張した面持ちのままであったし、種馬呼ばわりされた本人は聞いているのかいないのか分からないようなおっとりとした表情のままだ。

　一応、シオンとローナの表情は固くなったが、クロワールはテーブルの上に突つっ伏ぷしてしまったままぴくりともしなくなっている。

「その質問にならば、否いな、と答えよう」

　てっきり怒り出すかと蓮弥は思っていたのだが、上座の人物はあくまで優雅にゆっくりと首を左右に振って蓮弥の質問を否定した。

　首を振る動作にまで気品が溢あふれてるとか、高貴な人物と言うのは恐おそろしいなと思う蓮弥であったが、すぐにその首を傾げる。

　答えが否定だと言うことは、目の前の人物はクロワールから聞かされていた皇帝陛下本人ではない、と言うことなのではないかと。

「どういうことだ？」

「それは、だな」

　上座の人物は言葉を続けるのに少しためを作ってから。

「私は第十二代皇帝であるロイシュ＝パス＝ティファレトであることは相そう違いない」

「ふむ？」

「だが、人族の貴き殿でんからすれば信じられぬ話ではあろうが、私が成した子の数は、認にん知ちしていない隠かくし子ごも含めれば全部で１００を超える。35と言うのは私の正室との間の子の数であり、私の子全てとなればそれは間違いであるが故に、否と答えた」

「おいこら駄だ目め親おや父じ？　認知してやれよ……」

「父様っ!?」

　流石に聞きとがめて低い声を出した蓮弥の言葉に、どうやら初耳だったらしいクロワールの悲鳴が重なる。

　人数に驚いたのか、皇帝陛下のぶっちゃけ具合に驚いたのか、ローナは椅い子すの上からずり落ち、エルフ語の分からないシオンは何が起こったのか分からず目をぱちくりとさせている。

　一人、フラウだけが蓮弥の膝ひざの上で、いまだお茶の入ったコップをふーふーと冷ましている。

「駄目親父とは心外な。全て私の裁量の内で不自由なく育てていると言うに」

「甲か斐いし性ようはすごいなおい……けど、皇位継けい承しよう権けんとかどうするんだよそれ……」

　椅子からずり落ちたローナが椅子に戻ろうとして、ずり落ちた時に結構際きわどい所まであらわになった太ももや、揺ゆれる胸むな元もとに皇帝陛下の背後の兵士の何人かが、ガン見と言っていい視線を向けているのを、ここまで改革派の波が届いているのかと慄おののきながら蓮弥が尋ねる。

「心配には及およばぬ。私の治世はあと３００年は続くであろうから、その間にどうとでもなる」

「滅びろ、エルフ……」

「レンヤさん……お気持ちは分かりますが、一応私の国でもありますので……」

　初めて聞いた現実から受けたショックから立ち直れていないらしいクロワールが、それでもなんとか声を搾しぼり出す様子に、なんとなく同情が湧いた蓮弥はそれ以上の追及は避けることにした。

「して、レンヤと言ったか。この度、魔物の軍による襲しゆう撃げきからこの街を守ってもらったこと。まずは礼を言わねばなるまい。貴殿のおかげで私の国民や兵士が多数死なずに済んだ。この通り、礼を申す」

　皇帝が蓮弥に頭を下げるのを見て、エルフ達の間にどよめきが起きた。

　それを蓮弥は嫌いやそうに手を振りながら。

「止めてくれ、こっちにはこっちの思おも惑わくがあってやったことだ」

「何を望む、と尋ねてみるが？」

　顔を上げながら尋ねられた蓮弥は、指折り数えながら思いつくままに言ってみる。

「えーとだな。醤しよう油ゆと味み噌その安定供給とか、なんか珍しい食べ物がいいな。人族の大陸じゃ手に入りづらいものなんか最高だ。アロスって作物があるなら、そいつも欲しいし、それと金属、貴金属の類はもらえるものならもらえるだけ欲しいね。なんかあるんだろ？　珍しい金属とか箔はくの付いた材料とか？　あのエルフの固有魔ま術じゆつと言うのもいいな。教えてくれるなら教わりたい。それと家が一軒けん欲しいな、小さいのでいいから。別に住む気はないんだが、拠きよ点てんは沢たく山さんあるに越こしたことはないしな。領地とかくれるならもらわないこともないぞ？　爵しやく位いとかはいらないから、徴ちよう税ぜい権だけくれ。それからー……」

「流石に欲張りすぎでしょー……」

　蓮弥が何を言っているのか、ローナに通訳してもらっていたシオンが呆あきれて呟つぶやく。

「皇帝陛下が何が欲しいってわざわざ尋ねてきたから言ったまでだぞ？　望むだけならタダだろうに」

　当然だろうと蓮弥は悪びれた様子も無い。

　蓮弥の要求を黙だまって聞いていた皇帝は、テーブルの上に身を乗り出し、肘ひじをついて指を組むと、蓮弥をじっと見つめながら口を開いた。

「この身は皇帝の位にあるが故ゆえに、貴殿の望み、今の所全て叶かなえてやれなくはない」

「もったいぶった言い方だな。素す直なおに望みすぎた馬鹿め、と言えばいいものを」

「いや、街一つとそこの住民に兵士の命全ての価値を考えれば、領地はちと行きすぎた気もするが、それ以外はそうでもない。ああ、固有魔術の習得は諦あきらめた方が良い。あれはエルフと言う種族であることが前提条件となるが故に」

「じゃあ領地以外はくれるって言うのか？」

　いくらなんでも気前が良すぎやしないだろうかと思う蓮弥。

　その蓮弥の言葉に皇帝は頭を振った。

「一つ、私の提示する条件を飲んでもらえるのであれば。領地も下か賜ししよう。どうだ？」

　皇帝は蓮弥の目をじっと見つめながら、にやりと口くちの端はを歪ゆがめて見せた。

「じゃあ、要いらない。条件無しでくれるものだけでいい」

　皇帝が口にした条件の中身すら聞かず、興味も無さそうに蓮弥は即そく答とうした。

　答えを返された皇帝がわずかに驚きに目を見開く。

「まだ条件を口にしていないのだが？」

「口にしなくていい。どんな条件だろうが答えは否だ」

　きっぱりと皇帝の言葉を撥はね除のける蓮弥。

　その否定の言葉が耳に入らなかったかのように、皇帝はそのまま続けた。

「私の娘である、クロワールを娶めとって皇族になれば、と言うつもりだったのだが？」

「お断りだ、ふざけんな」

　即そつ行こうで断る蓮弥であったが、ちらとクロワールの表情を見れば、何故だか目の幅はばの涙なみだをだばだばと流して蓮弥の方を見つめている。

　何なに故ゆえに泣く!?　と焦る蓮弥だったが、よくよく考えてみると、この娘と結けつ婚こんしませんかと言う問いかけに対する自分の答えは、聞き様によっては、その娘の魅み力りよくやら何やらを全否定しているように聞こえなくもないかもしれない事に思い当たり、慌ててフォローに走る。

「べ、別段、クロワールに魅力が無いとか、結婚するに値しない、とかそう言う事を言いたいわけではない……のだから、泣くなクロワール、なんだか俺が悪者みたいじゃないか」

「ちょっとは……答えに困ってみるくらいのことはしてくれても……なんだか女性として全否定された気分です」

　ぐすぐすとしゃくりあげながら言うクロワールに、別に悪いことはしていないはずなのに妙な罪悪感を蓮弥は覚えてしまう。

「だからそうは言ってない。胸が無くても女性としてのポイントは高い方だろう？」

「トドメを刺しに来るレンヤさんて酷いです……」

　一応泣くのは止めたクロワールだったが、表情は晴れない。

「女性としてのポイントが高いのであれば、断る理由を尋ねても？」

　そんな様子を楽しげに見守っていた皇帝が口を開く。

　蓮弥は小さく鼻を鳴らして、視線を皇帝の顔へと戻した。

「まず、皇族になれとかありえないだろ？　ついでにクロワールはいま70歳さいだと聞いた。俺がいくら長生きしてもあと１００年は生きないだろうが、そこまで付き合ってもらっても、１７０歳っていうのはエルフじゃ未成年なんだろうが？」

「皇族に関しては、現状私が最高権力者である以上はどうとでもなるが？　異論を口にする者がいても強権を発動することが可能である。それに精神はさておき、身体は大人である故に、年ねん齢れいは問題にならぬ、と思うが？」

　しれっと言ってのけた皇帝の言葉に、クロワールが椅子ごと後ろへひっくり返った。

　かなり派手な音を立てて床ゆかに頭を激げき突とつさせていたので、皇帝の背後に控ひかえていた兵士達が慌てて助け起こしに走る。

　事態を見守っているシオンとローナがエルフの皇帝を見る目は、かなりの冷たさに至っており、蓮弥は膝の上のフラウをそっと床に下ろすと、椅子を引いて立ち上がる。

「なぁクロワール」

「いたたたた……って、はい？」

　唐とう突とつに名前を呼ばれて、クロワールが床にしたたかに打ちつけた頭をさすりつつ立ち上がりながら返事をする。

　そんなクロワールを見ながら、蓮弥は表情を変えずに腰に差している刀をぽんと叩たたいた。

「お前、クーデター起こす気とかある？」

「……はい!?」

　何かしらとてつもなく物ぶつ騒そうな単語を耳にしたクロワールが思わず聞き返す。

　そのクロワールを助け起こそうとしていた兵士達の表情が流石さすがに凍こおった。

「ここでこの、皇帝陛下とやらを斬きって、お前を皇帝の座に据すえ付つけた方がいいような気がしてなぁ」

「はっはっは。その言葉だけで大逆罪に値するが……公式の場でもない故、聞き流すとしよう」

　朗ほがらかに笑ってみせる皇帝陛下であったが、シオンとローナはその頬ほおに、うっすらと汗あせが滲にじみ出ているのを見み逃のがさなかった。

　蓮弥の注意が皇帝の方へ向いているせいか、シオン達にはなんの影響もなかったが、どうやら蓮弥の声と表情は、かなり本気の成分が混じっているらしい。

「それならば、ちと話の向きを変えてだな。報酬は報酬として渡わたそう。領地は申し訳ないが、爵位の無い者に渡すわけには行かぬ故に、諦めてもらう以外ないが」

「それで？」

「その上で、皇帝たる私からの依い頼らいとして、娘のクロワールの面めん倒どうを見てもらうわけには行かぬだろうか？　無論、諸費用はこちらが負担する」

「娶れ、って話とどこが違ってくるんだ？」

　胡う散さん臭くさいものでも見るかのような蓮弥の視線であるが、皇帝は全く気にした様子が無い。

「娶れ、とは言わぬ。娶るなとも言わぬが。手を付けたら責任は取ってもらおう」

「それで？」

「傍そばに置くだけで良い。と言う話であればどうであろうかな？」

　皇帝の言葉に、蓮弥はしばし考える。

　正直なことを言えば、即そく時じに断りたい話ではあった。

　しかしながら、素直に断れない事情も蓮弥にはある。

　それは蓮弥自身がそれを望んでいる、と言うわけではなく話の流れと皇帝自身の雰囲気、表情からして、どうやらこの皇帝が、なにがなんでもクロワールを蓮弥に押おし付けようとしていると言うことを察したからだ。

　つまりは、使える手段はおそらく全て使ってくるだろうという予測が成り立つ。

　譲じよう歩ほ、懐かい柔じゆうくらいならばまだ良いが、恐きよう喝かつや実力行使を使われるとなると色々と面倒が増える。

　自分はまだいいとしても、周囲に与あたえる影えい響きようが大きすぎるのだ。

　それはククリカの街に逃にげ帰かえっても、状況が変わらない。

　エルフの皇帝ともなれば、転送門など使いたい放題だろう。

　ついでに国として動かれてしまうと、トライデン公国とて一いつ介かいの冒ぼう険けん者しやとエルフの皇帝を天てん秤びんにかければ皇帝に重きを置くことは確定事じ項こうだと言ってもいい。

　そう考えると、ここで無む下げに断ってみせるのはあまり上策であるとは言えないのかもしれないと蓮弥は考える。

「レンヤさん、私からもお願いします。どうか、同行を許可してください」

　蓮弥が黙って考え出したのを見てか、クロワールが口を挟む。

「俺の拠点は人族の大陸の人族の街にある。同行するってことは、クロワールを人族の大陸によこすってことでいいのか？」

　相手の方からやっぱりやめたと言う方向に話が向かないものかと思って振ってみた蓮弥であったが、この親子はあっさりとそれを了りよう承しようしてしまう。

「それで構わない。クロワールも構わぬな？」

「はい、父様」

　はっきりと頷うなずいてみせるクロワールを見ながら、蓮弥はそっと息を吐く。

　蓮弥にとって、クロワールが自分についていきたいと言うのはなんとなく理解ができる。

　まず間違いなく、魔物との戦いくさに加勢したことが理由だ。

　どこがクロワールのツボにはまったのかは蓮弥には分からなかったが、とにかくあの戦を経由して、なんとなく懐なつかれてしまったのだろうと言うことは分かる。

　蓮弥にとって分からないのは、皇帝の意図であった。

　最初に蓮弥は皇帝が自分をエルフの国に繋つなぎとめて置こうとしているのだろうと思っていた。

　だからこそ、クロワールを嫁よめにやり、皇族に取り立てて領地もやろうと言う普通に考えたら有り得ないような待たい遇ぐうを提示してきたのだろうと。

　だが、それを断った上で次に提示してきたクロワールの同行と言う依頼の意図が蓮弥には見えない。

　蓮弥の首に縄なわをつけたいのであれば、クロワールでは力不足だった。

　少なくともクロワールでは蓮弥の行動に影響を与えることができない。

　それが人族の大陸に戻もどってしまえば尚なお更さらのことである。

　これまでエルフの国でしか生活をしていないクロワールにとっては人族の大陸で生活することはかなりの困難を伴ともなうはずであり、蓮弥に何かを仕し掛かけているような暇ひまなどなくなるだろうからだ。

　それは皇帝自身も分かっているはずなのだが、それを踏ふまえた上で、蓮弥に同行を願う理由が蓮弥にはさっぱり分からない。

　何も裏がないはずがないのだが、その裏が全く見えてこないのだ。

　何を考えているのか、と蓮弥は皇帝の顔を睨むが、当の皇帝本人はどこ吹ふく風かぜと蓮弥の視線を受け流してしまって、表情一つ変えようとはしない。

　しばらくそうしていた蓮弥であったが、かなり時間を消費してからゆっくりと口を開く。

「人族の大陸で生活するのだから、もちろん、共通語を学んでもらうぞ？」

　エルフは気位が高く、人族の言葉など使わないと聞いていた蓮弥は、最後のあがきとしてそれを持ち出してみた。

　ここで、そんな言葉は使えないと皇帝なりクロワールなりが口にすれば堂々とお断りすることができる。

　しかしながら、クロワールは蓮弥の言葉に即答した。

「頑がん張ばって覚えます！」

　気位が高いという設定はどこへ言ったんだ、と内心蓮弥は頭を抱かかえる。

　むしろ、人族の貴族連中よりもずっと素直なんじゃないかとすら思えてくる。

「……生活費その他ほかはもちろん、そっち持ちだよな？」

「無論だ。娘を預けるのに費用の負担を依頼するような無む恥ちな真ま似ねはしない。身の回りの品から金銭に至るまですべてこちらで用立てることを約束する。ただ、私の娘が生活する部屋は提供して欲しい」

　部屋が無いと断ろうか、と一いつ瞬しゆん蓮弥は考えたが、すぐにその考えを止めた。

　もしそう言えば、クロワールは一人で宿を取ってでもついていきますと言いかねないと思ったからだ。

　そんなことになるくらいならば、身近な所に住んでもらっていた方が、何かと問題にならない気がする。

「フラウ、部屋を用意できるか？」

「元々子供部屋だった場所があるの。そこを空ければ可能なの」

「一人増えることによるフラウの負担は？」

「問題ないの。ただ……」

　フラウはここで初めてじっとクロワールの目を見る。

　値ね踏ぶみするようなその視線を、クロワールは気け圧おされることなく見返す。

「屋や敷しきではフラウの言うことには従ってもらうの。それは構わない？」

「構いません。どうぞ宜よろしくお願いします」

　クロワールがフラウに頭を下げる。

　それを見たフラウはどこか満足げにクロワールから視線を外すと、またお茶の入ったカップに注意を戻しつつ言った。

「マスター、フラウは反対しないの」

「私は反対です、レンヤ」

　それまでシオンにエルフ語を通訳することに徹てつしていたローナが言葉を発した。

「クロワールさんは、皇帝陛下直系の皇女殿でん下かであらせられます。何かあった場合、トライデン公国とエルフの国の国際問題に発展しかねません」

「なるほど、その懸念はもっともであるな」

　ローナの言葉に一つ頷いた皇帝は、蓮弥に向かって。

「なれば、私の娘の身の安全については、これを保証せずとも良い、としよう。これは私自らが約束した条件として、文章に残す。それでどうであろうか？　無論、すぐ傍にあって生活する者として、貴殿がそれなりに気をかけてくれるものと期待した上での話なのだが」

「大おお盤ばん振ぶる舞いにも程があるな。つまり、クロワールが危険な目にあって、俺がそれに対処しきれずに彼かの女じよが死ぬようなことがあっても罪に問わないと言うのか？」

「その通りである。クロワールも異存ないな？」

「ありません、父様」

「なぁ、なんか何もかもがおかしいんだが、何企たくらんでるのか素直に白状してくれないかな皇帝陛下様よ？」

　常識的に考えて、絶対に有り得ない条件の提示に、蓮弥が皇帝を睨みながら尋ねる。

　これで裏なんてありませんと言われても誰だれが信じると言うのか。

「企むとは人聞きの悪い」

　実に心外であると言うように、哀かなしそうな顔をした皇帝が言う。

「貴殿が私の正直な所を聞きたいと言うのであれば、言わぬでもないが。企みと称しようされるようなことは何一つない」

「聞きたいから言うてみ？」

「なれば正直に話そう」

　こほん、と一つ咳せき払ばらいをし、真ま面じ目めな顔で皇帝は話し始める。

「クロワールは私の直系、と言っても35番目の娘であるので、順位が低く、おそらく皇位継けい承しようの話の端はしの方にすら登場する機会はないであろう。つまり、重要な立ち位置に無いが故にその存在が重視されぬ」

「……おい？」

「父様……？」

　クロワールと蓮弥の双そう方ほうからツッコミが入るが、皇帝は聞こえなかったかのように続ける。

「それ故に、なんらかの事情で身み罷まかった所で、影響は小さい」

「「……」」

　蓮弥とクロワールはどちらも言葉がない。

　ただ、じっと半眼で、滔とう々とうと語る皇帝の顔を見ている。

「さらに国内にあれば、無む駄だにコストがかかる。具体的には食べ物から衣類、住居に至るまで一応は皇帝の娘としてそれ相応のものを用意せねばならぬ」

「無駄……ですか、父様……」

「これが、貴殿についていけば、人族の大陸でこちらと同じ生活ができるわけがあるまいと言う建前から、大おお幅はばなコスト削さく減げんが見込まれる」

「事実なんだろうが、酷ひどいな、おい」

「しかもこの一連の話は、皇帝が命じたことではなく、本人の自発的な願いから来ている故に、私としても何の罪悪感も無しに実行に移すことが可能だ」

　どうだ、といわんばかりに満足げな笑えみを浮うかべる皇帝。

　どこか空うつろな表情になったクロワールは、蓮弥の方を向きながら呟くように言う。

「レンヤさん、私……真面目にクーデターについて考えてみようかと思うんですが……」

「そうか……実行する時は呼べな、手伝うから。取り合えず、うちに来い。なんだか哀あわれになってきた」

「すみません、レンヤさん。ご厄やつ介かいになります」

　ぺこりと頭を下げるクロワールの様子が、とても哀れに見えたのか、一度は反対したローナも口を噤つぐみ、シオンは完全に口を挟むタイミングを逃のがして沈黙してしまった。

　それくらいにしょんぼりとしてしまったクロワールであるが、その原因となった皇帝は、にこやかに笑う。

「話はまとまったようであるな。重ちよう畳じよう、重畳」

　奇くしくも、皇帝本人を除く部屋に居合わせた全員が、本当にこの皇帝陛下の治世ってあと３００年も続くんだろうか、と疑問に思うのであった。







　技能って恐ろしい、と蓮弥はしみじみ思っていた。

　その手には今しがた蓮弥が作り上げた品物が、作業場の炉ろの炎ほのおの照り返しを受けて明るく輝かがやいている。

　そもそも、自分はなんでこんなものを作り上げてしまったのだろう、とも思う。

　随ずい分ぶんとお久しぶりすぎて、存在自体を忘れつつある鑑かん定てい技能を立ち上げてみれば、蓮弥の視界の端にメッセージが流れた。

〈報告：鑑定技能　ミスリル製飯ごう　６等級〉

　恐ろしく高価で、恐ろしく頑がん丈じようで、それでいて恐ろしく無駄な代しろ物ものである。

　性能については使ってみないことには分からない。

　まさかエルフ達も自分達が秘蔵している金属が、飯ごうの材料に使われるとは夢にも思っていないだろうし、そんな酔すい狂きような真似をするエルフもいないはずだった。

　と言うか、そもそも飯ごう自体がこの世界に存在していない。

　事の始まりは、蓮弥達たちがエルフの国から帰き還かんしてから始まる。

　街に戻ってきてからと言うもの、シオンとローナはちょくちょく外出をして不在でいる事が多く、エルフの国からついてきたクロワールは、エルフ語も人族の共通語も話せるフラウに師事して、必死に共通語を覚えようとしていた。

　クロワールへの教育については、フラウに一任された。

　シオンはエルフ語を話せないし、ローナはエルフと関かかわることをあまり良しとはしなかったからだ。

　蓮弥に至っては、この件に関しては全くの無力である。

　なにせエルフ語も共通語も流りゆう暢ちように話せるし書けるのだが、使っている本人が何な故ぜ使えるのかがさっぱり分かっていないのだ。

　蓮弥自身は文字も会話も日本語を使っているつもりなのである。

　それが書いたり話したりする時にはこちらの世界の言語に変へん換かんされているようなのだが、蓮弥からしてみれば自分が話す言葉も、書いている文字も全すべて日本語のつもりなのである。

　これでは教えようが無い。

　生まれてそれほど時間の経たっていない妖よう精せいであるフラウが、70歳のクロワールに物を教えると言うことをクロワールが嫌がるかと蓮弥は思ったりもしたのだが、とても素直にクロワールは生徒役を受け入れ、フラウの事を先生と呼ぶようになっている。

　そのあまりの素直さに、本当にエルフと言うのは気位が高くて高こう慢まんなのかとローナに問いただしてみた蓮弥であるが、答えはそういうエルフもいたんです、と言う酷く曖あい昧まいなものだった。

　そんな十数日間、蓮弥はそこそこ暇を持て余していた。

　家を買った時の借金は、フラウの魔石販はん売ばいが軌き道どうに乗り、あっさりと返へん済さいが終しゆう了りようした。

　だらだらと借金返済を延ばされることを覚かく悟ごしていた不動産屋は、予想外に早い返済にホクホク顔だったと言う。

　さらに、相場が崩ほう壊かいしないように気をつけながら流していた魔石を、屋敷の店てん舗ぽスペースを使用してちまちまと売りに出しているものだから非常に安定した資金供給源が確保されている。

　こうなってくると、無理にギルドに顔を出して依頼をこなす必要が無くなってくる。

　それでも全く顔を出さないと、仕事をしないものと判断されて登録が消されることもあるとローナから言われているので、たまには顔を出しにいく必要はあるのだが、それでも頻ひん度どは下がる。

　つまり、する事が無くなった蓮弥は、なんとなく店舗で店番をしたり、近場ですぐ終わりそうなギルドからの依頼を一人でこなしたりしながら、日々を送っていたのだが、そんな蓮弥の元に、ある日エルフの国からの荷物が届いた。

　数人のエルフが荷車を引いて持ち込んだそれは、クロワールの身の回りの物から家具に始まり、エルフの皇帝が蓮弥に約束した金属、貴金属の数々から宝石や現金、さらに大量の味噌と醤油に、人族の市場ではお目にかかれない野菜の数々と木の箱に収められたこれも大量の米。

　ついでに数冊の本とクロワールの人族の大陸における身分を保証する書類とカード。

　消しよう耗もう品ひんについては無くなり次し第だい連れん絡らくをもらえれば、追加で補ほ充じゆうをするが、いつまでも無料と言うわけにはいかないので、そのうちある程てい度どの金額を請せい求きゆうすることになるだろうと言うことを言い残してエルフ達たちは立ち去っていった。

　人族の大陸ではほとんど出会うことのないエルフの大量訪問に、周囲がかなり騒がしいことになったのは仕方が無いことと目を瞑つぶることにして、一人暇な蓮弥は早さつ速そく荷物の品改めを開始した。

　味噌や醤油は長期保存が可能な代物なのでまとめて倉庫に放ほうり込む。

　野菜等についてはそのうち、炒いためたり煮に込んだりして食べようとキッチンの保存庫に保管することとして問題は米であった。

　アロスと呼ばれている、どこからどうみても米なこの作物。

　早速調理して味見、と思った蓮弥であったが一つ問題が発生した。

　調理場に米を炊たく為ための調理器具が無かったのである。

　家事を一手に担当しているフラウに蓮弥が尋たずねてみると、この世界において米というものは、元の世界でのパエリアのように底の浅い鍋なべにスープや具材と一いつ緒しよに入れて煮るのが一いつ般ぱん的てきな調理方法であり、ふっくら炊き上げるようなことはしないのだと言う。

　そう言われてしまうと、この世界の米はジャポニカ米ではなくインディカ米なのか、とも思ったのだが、箱の中に入っていた米は、蓮弥が見る限りはジャポニカ米に見える。

　これはもう、食べてみる以外あるまい、と蓮弥は調理器具の作成を決めた。

　最初は釜かまを作ることを考えたのだが、どうにも試験的に食べてみる為の調理器具としては大きすぎるような気がする。

　そこで蓮弥は飯ごうを作ることとした。

　飯ごうの材料は当初鉄を予定していたのだが、なんとなく鉄の匂においが移りそうな気がした蓮弥は別な素材を考える。

　腐ふ食しよくに強く、匂い移りもない金を使うことを真っ先に考えたが、報ほう酬しゆうでもらった物の中に金そのものは無く、金貨を鋳い潰つぶすのは犯罪の匂いがするのですぐに却きやつ下か。

　そうなると今度は適当な素材がない。

　こちらの世界にアルミニウムなんてあるわけがないよな、等と考えていた蓮弥の目に留とまったのは、報酬の中に入っていたミスリルのインゴットだった。

　軽くて丈じよう夫ぶでしかも耐たい食しよく性せいがある、と言うのが蓮弥の聞いたミスリルの特性だ。

　それはそのままアルミ合金に通じるものがあるのではないか、と思ってしまったのだ。

　思い立ってしまえば行動に移すのは早い。

　すぐに作業場の炉に火を入れて、ミスリルのインゴットを鋳潰すと、あっと言う間に作り上げてしまったのが冒ぼう頭とうに出てきた代物と言うわけだ。

「クロワールに見られたら、ものすっごい怒おこられる気がする」

　作ってしまったものは仕方がない。

　そう自分に言い聞かせてみても、バレた時の事を考えると冷ひや汗が止まらない蓮弥だ。

　これはもう、こっそりと使うだけ使ったらインベントリにしまいこんで知しらん振ぷりを決め込む以外ないか、と蓮弥が思い始めた辺りで、作業場の入り口に人の気配を感じる。

　作ってしまったもののくだらなさに気を取られてすぎていて、蓮弥はその気配に気づくのが遅おくれた。

　慌あわててその入り口へと目をやれば、入り口の扉とびらを少しだけ開けて、碧あお色の瞳ひとみが中を窺うかがっているのが見えた。

「クロワールか。何をこそこそと？」

「レンヤ、さん。お仕事、いそがしそう、でした、ので」

　少し決まり悪そうに扉を開けて中へ入ってきたクロワールの答えは非常にぎこちない。

　つっかえつっかえ、考えながらしゃべっているその理由は、蓮弥が共通語を使えと言ったせいだ。

　フラウから必至になって学ぶクロワールであったが、ぎりぎりなんとか会話になるくらいのレベルでしか共通語を使いこなせずにいる。

　学び始めた期間を考えれば、驚きよう異い的てきな速度とは言えたが。

「何を、作って、おられるの、ですか？」

「あーー……いやな。エルフの国からもらった穀物を調理する器材を作ってたんだが……」

　隠せば妙みような勘かん繰ぐりをされかねないと思った蓮弥は正直に話すことにする。

「これなんだけどな。あのアロスとか言う穀物を調理する道具なんだ」

「レンヤ、さん。これは、もしかして？」

「たぶん、そのもしかしてだな。ミスリルを使った」

　さてどんな反応が返ってくるやらと内心ひやひやしつつ言った蓮弥だったが、クロワールの反応は予想外に冷静なものであった。

　おそらくは初めて見るのであろう飯ごうを手に取り、ひっくり返してみたりしてあちこち調べてから。

「調理、道具、ですか？」

「そう。これに水で洗ったアロスと、同量くらいの水を入れて蓋ふたをしめて火にかけて、炊き上げるんだ」

「早速、使って、みる、のでしょうか？」

「そうだな。取とり敢あえずは使ってみないことには……って怒ったりしないんだな？」

　不思議そうに言う蓮弥の顔を、それに輪をかけて不思議そうにクロワールが見る。

「何に、対して、怒る、のですか？」

「いやほら、ミスリルってエルフが秘蔵してる貴重な金属なんだろう？　本来はもっと別な用よう途とに使うのが正しい使い道なんじゃないのか？」

「………」

　何か言おうとして、なんと言ったらいいか分からず、頭の中で整理しようにも共通語の文章として出てこないのか、もどかしげにするクロワール。

　しばらく蓮弥は待ってみたが、言葉になる気配がない。

「エルフ語でいい」

「あ、はい。レンヤさん、ミスリルの正しい使い道とは一体何なのでしょうか？」

　逆に尋ねられた蓮弥は少し考えてから答えを返す。

「そりゃ、やっぱり定番の武器とか鎧よろいの材料に使うのが筋なんじゃないか？」

「エルフがミスリルを秘ひ匿とくした理由はそれです。まぁ産地の大部分がエルフの大陸にあったからこそ出来たことではあるんですが」

　蓮弥が作った飯ごうを、しげしげと眺ながめながらクロワールは言った。

「確かに、ミスリルを材料とした武具は、一般的な金属を用いた物よりも高い性能を誇ほこります。ですが、ミスリルは元々、軽くて丈夫で長持ちする美しい金属です。それを武具にしか使わないと言うことは正しい事だとは思えません」

　一通り調べ終わった飯ごうを蓮弥に返しながらクロワールは続けた。

「調理器具、良いじゃないですか。もし世界の人々がミスリルをそんな用途に使ってくださるのであれば、エルフはミスリルを秘匿なんてしなかったと思いますよ？」

　返してもらった飯ごうを手にしながら、蓮弥は複雑そうな表情で頷く。

「まぁなんとなく理解はできるが……なんだかもらったミスリル、武器にしづらい話だなそれ」

「遠えん慮りよしなくても良いと思いますよ？　レンヤさんに譲ゆずられた分は、どう使ってもいいとエルフの皇こう帝ていである父様が認めた上で譲られてるわけですし、ミスリル製の武器が優すぐれているのも事実ですし」

「そっか、なら気にせず使うか」

「試ためしに、使う、ならば、お相しよう伴ばん、させてください」

　言いたいことを言い切ったのか、クロワールはまた共通語に言葉を戻したらしい。

　エルフ語だろうが共通語だろうが同じように聞こえる蓮弥に取っては、単に聞き取りづらくなるだけなので、良いことは何一つ無かったのだが、人族の大陸なのだから人族の言葉を使え、と言ってしまった以上はいまさら覆くつがえしようもない。

　いずれ、クロワールならば共通語を使いこなせるようになるだろうと考えて、しばらくは我が慢まんしようと蓮弥は思った。

「そうだな。俺おれの調理方法で調理したものが、どんな具合か見てもらいたいしな」

「マスター」

　クロワールをつれて、さて調理場へ行こうとした蓮弥を何い時つの間まにやら作業場の入り口に立っていたフラウが引き止める。

「どうもお客様みたいなの」

「誰だ？」

「たぶん、リアリス先生だと思うの」

　名前を聞いても、一いつ瞬しゆん誰だれのことか分からずに蓮弥は記き憶おくを手た繰ぐり、しばらくしてから冒険者学校の先生でアズの同どう僚りようだった女性の顔を思い出した。

　教え子に模も擬ぎ戦せん闘とうで負け、学級崩壊を起こしていた彼女のクラスをなんとかするべくアズから依頼を受けたのはそこそこ前の話であったが、蓮弥はそのリアリスから訪問を受けるような覚えが無い。

　一体、何の用であろうかと言う疑問があるが、本人からそれを聞く以外に疑問の解消方法がないことはすぐに分かったので、蓮弥はフラウに言う。

「調理場で米炊だきの実験をするから、食堂にでも通してくれ」

「分かったの」

　一つこっくり頷いて、フラウは正門に出で迎むかえに行く。

　それを見送ってから蓮弥はクロワールをつれて調理場を目指した。

「お客様、ですが、良い、のですか？」

「アポイント無しの訪問なんだから、別にいいんじゃないかな。俺の友人の関係者だから、そんなうるさいことも言わないと思うし」

　何かあったらアズにとりなしてもらうし、と言う言葉は飲み込んで、蓮弥はとりあえず調理場の扉を潜くぐるのであった。







第四章　リアリス大活躍らしい







　飯ごうの試験運用場所に、蓮れん弥やが庭を選ばなかったのには訳がある。

　これはフラウが常つね日ひ頃ごろから蓮弥やシオン達に対して、口が酸すっぱくなるほどに、庭では火気厳禁なの、と言い続けてきたせいである。

　理由については、家事に関することなので秘密だと教えようとしないフラウであったが、かなり真面目に、そこそこ必死に訴うつたえるので、蓮弥達の間では遵じゆん守しゆすべき規則として認にん識しきされていた。

　自分の知らない所で、爆ばく発はつ物ぶつでも埋うまってるんじゃなかろうかと蓮弥は思ってたりするが、あながちその予想が的外れでもないと言う現実を知る者はフラウ以外いない。

　それで試験運用場所を調理場としてみた蓮弥であったが、普ふ通つうの調理台では飯ごうを使うのにあまり適しているとは言えない。

　しかし、蓮弥の家の調理場には丁度いいものが一つ備え付けてあった。

　それは一見するとただの石の筒つつに見える。

　最初蓮弥はそれが一体何であり、何なに故ゆえに調理場に備え付けられているのか分からなかったのだが、色々と調べているうちに、それが元の世界で言う所のタンドールと言う壺つぼ釜かまであるらしいことを理解した。

　フラウに尋ねてみると、こちらでは普通に肉などを吊つるして焼き上げるのに使うのだと言う。

　これの上に棒を渡して、そこへ飯ごうを吊るしてやれば、いい具合に炊けるのではないか、と蓮弥は考えたわけだった。

「あの……」

　米を炊く前に、まずはその炊く米を調べなくてはいけない。

　割れた米や粒つぶの小さな米が混じっていると、炊き上がりにムラが生じてしまう。

　全部を調べ上げるのはいくらなんでも時間がかかりすぎるので、ざっとではあるが、これをするのとしないのとでは炊き上がった米の味に微び細さいな差が確実に発生するのだ。

「レンヤ……さん？」

　米を炊くのに非常に重要なのは、水加減と水質である。

　炊き上げた米のおよそ６割から７割は水分が占しめている。

　つまりは、炊き上げた米の味を水が左右する、と言っても過言ではない。

　米を洗う時は、あまり力を入れてはいけない。

　折せつ角かくの米に傷が付いてしまうからだ。

　さっと表面の汚よごれを取る感じで、何度か水を替かえてやる。

　飯ごうに入れて上下に振ふればいいじゃないかと言う話も確かにあるのだが、蓮弥は手洗いに拘こだわった。

　それが終われば後は、米にしっかりと水分を吸収させる必要がある。

　そのまま炊いてしまうと、芯しんが残って美味おいしく炊たき上がらない。

「あのー？　レンヤさんやーい？」

「しばらくそっとしておくの。今たぶん、すっごく重要な事をしているの」

　蓮弥の家では、水関係は全て魔ま術じゆつによって造られた水を使っている。

　原理は蓮弥にはさっぱりであったが、魔術で造られているだけに、この水には不純物がない。

　元の世界で言う所のピュアウォーターと言う代物に近いと思われるのだが、これは米を炊くのには適している水であると言えた。

　風味やクセがないので、米の風味を邪じや魔ましないのだ。

　米に水分を吸わせる作業が終われば、その米を飯ごうに入れて炊く作業に移る。

「私、レンヤさんにご相談があって来たのですが……」

「今、レンヤ、さんの、邪魔、すると、聞いて、もらえる、話、も、聞いて、もらえなく、なり、ます」

「うわっ!?　エルフが人の言葉しゃべってる!?」

「その前にエルフがいる事に驚おどろくべきなの」

「え？　あ、そう言えば……なんでエルフ!?　どうしてエルフがここにっ!?」

　しっかりと水分を吸わせた米を飯ごうに入れて、さらに水を入れる。

　一般的には米１に対して水１．２くらいが適量とされているが、蓮弥はどちらかと言うとやや固い米が好みだったので、少しだけ水の量を減らす。

　蓋を閉めたら火にかける。

　本来ならば、直接火にかけてしまうと飯ごうの外側に煤すすがついて取れにくくなるので、火にかける前に泥どろ等で薄うすくコーティングしておくと後始末が楽なのだが、蓮弥の家では火も魔術によるものなので、煤が出ない。

　だからそのまま直接火にかけて調整する。

「色々とあったの。はい、お茶なの」

「あ、すみません。……紅茶ですか、いいのを飲んでますね」

「後で緑茶を持ってくるの。マスターが炊き上げたアロスには絶対緑茶だって言うの」

「あれ？　いつの間にか私、試食要員に……？」

「流れ、には、乗るべき、ですよ。下手に、断る、と、レンヤ、さん、気を、悪く、するかもです。あ、私は、クロワールと、言い、ます。よろしく」

「これは御ご丁てい寧ねいに。リアリスと言います。ククリカの冒険者学校の教師をしております」

　火加減は、元の世界では始めちょろちょろ中ぱっぱ、等と言う歌があったが、数字にするのであれば、弱火で５分、中火で５分、強火で５分、とろ火で10分、最後に蒸むらし10分の計35分で炊き上がる。

　この辺りは、きっちり計るべきと言う人と、様子を見ながら体感で、と言う人がいるが、蓮弥はどちらかと言うと後者側の考えだった。

　こう言った物は、周囲の環かん境きよう等によって大分条件が変わってくるものなのだ。

　数字は目安として、後は状態を見ながら臨機応変に調整するべきだと蓮弥は考える。

「リアリス。今日はマスターにどんなご用事なの？」

「ちょっと……アズ君のことでご相談がありまして」

「アズ、さん？」

「マスターのお友達で、学校の先生で、リアリスの恋こい人びとなの」

「え!?　いや、まぁその……そうですけど」

「レンヤ、さんに、恋れん愛あい相談、です、か？　適任、とは、言えない、と思う、のですが？」

「地味に酷いこと言ってるけど、フラウも同感なの」

　火から下ろしたら蒸らし作業に入る。

　飯ごうを逆さにして蒸らせ、と教える人がいるが、実際は逆さにすると水蒸気の逃にげ場ばがなくなるので、水っぽいご飯が炊きあがるので、引っくり返すのはお勧すすめしない。

　火の傍そばにそのままにしておいておくのが正しい蒸らし方なのだ。

　飯ごうを引っくり返すと言う作業は、本来は飯ごうが熱い内に底にこびりついた煤などを草や木の葉で落とす作業をする為であり、それがいつの間にか蒸らし作業とくっついてしまった、と言うのが蓮弥の頭の中にある知識だ。

　つまり、煤の出ない魔術の火を使っている蓮弥には必要の無い作業であり、ただ単に炊いた米の味が落ちるだけの無駄な作業であると言える。

「ちなみにだが、失敗が怖こわい奴やつは最初から強火でがんがん炊いて、吹き零こぼれたら弱火にして15分程ほど待てばそれなりの出来で炊き上がる」

「誰に説明してるの、マスター？」

「さて、誰だろうな？」
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　蒸らしが終わったら蓋を開けて、ふっくらと米を起こすように混ぜ合わせておく。

　これで余分な水分が飛び、美味おいしいご飯が炊き上がると言う寸法なのだ。

「今回は試験的だから、とりあえずある程度はこのまま食べてみるか」

　フラウが用意した四つの小さな器に、炊き上がった米をよそう。

　箸はしは無いのでスプーンですくって食べるように指示してから、蓮弥は自分でも一口食べてみる。

　食べてみた感想は、口当たりはまずまず、甘あま味みがやや弱く、香かおりも薄い。

　それでも十分、米のご飯と呼んで差さし支つかえない品質と出で来き栄ばえで、思わず蓮弥の口元が緩ゆるんだ。

「ほっかほかなの」

「見たことの無い調理方法ですが、美味しいものですね、これ」

「柔やわらかくて、芯が、無いのが、良い、ですね。レンヤ、さん、お上手なの、ですね」

　三者三様の感想を聞きながら、一度手を水で濡ぬらしてから、まだ残っている米を掬すくい取ると、やや熱いのを我慢しつつ握にぎる。

　本来、おにぎりは空気を含ふくんでふんわりと握るのが正しいのだが、蓮弥は少しだけ力を入れてしっかりとしたおにぎりを握った。

　ここで、タンドリーの上へ鉄網を敷しき、握ったばかりのおにぎりを載せて、エルフからもらった醤しよう油ゆを刷は毛けで塗ぬりながらじっくりと焼いてゆく蓮弥。

　調理場に、醤油のこげる香こうばしい匂いが立ち込め始めると、流石さすがに三人の視線も蓮弥の手元へと集まる。

「レンヤさん、試食要員としては誠まことに厚かましいお話なのですが、それ人数分ありますか？」

「当然四つ握るから心配するな。今回は試作だが、好評なら次は多く作る。と言っても飯ごうで炊くのは限界があるから、ちゃんとした釜を用意する必要があるかもな。作る時には連れん絡らくするから、アズと一緒に食いに来い」

「え、あ……はい」

　ほんのわずかにではあったが、リアリスの顔に影かげが落ちた。

　それをおにぎりの上へ醤油を塗り、焦こげ過ぎないように引っくり返したりしながら、蓮弥が尋ねる。

「俺に用って言ったな？　アズ絡がらみだって聞こえたが、どんな話だ？」

「はい。……こんなお話を持ち込むのは、失礼だとも思ったのですが……」

　話しづらそうなリアリスであったが、蓮弥はぱたぱたと空いている方の手を振った。

「気にするな。全く話にならないような話でも、まずは聞くだけ聞くから」

　アズが蓮弥との関係を良好なものであるようにしたいと思うのと同様に、蓮弥自身もアズとの関係は良好なままでいたいと考えていた。

　そのアズの想おもい人が、話がある、と訪ねて来たのだ。

　どんな馬ば鹿かな話だろうと、耳を貸すくらいはしなくてはと思う蓮弥である。

「レンヤさんは、アズ君のフルネームを御ご存ぞん知じですか？」

　なんだっけ？　と一いつ瞬しゆん迷う。

　大分前に一度聞いた覚えがある蓮弥だったが、すぐには思い出せない。

　しばらく、醤油と米が焼ける音を聞きながら考えていた蓮弥はどうにかこうにか記憶の奥おく底そこから、引っ張り出してきた名前を口にする。

「アズ＝ハウンドだっけ？　苗みよう字じ持ちだったよな？」

「はい。そのハウンドと言う家名なのですが、これはトライデン公国の伯はく爵しやく家けの家名なんです」

　トライデン公国は、公国であるが故ゆえに王が存在しない。

　代わりに大公と言う存在が国を治めているが、この下に貴族の階級としては、公こう爵しやく、侯こう爵しやく、伯はく爵しやく、子し爵しやく、男だん爵しやくと続き、下級貴族として騎き士し爵しやく、準騎士爵と続く。

　つまり、トライデン公国にはハウンド伯爵家と言うものがあり、アズはそこの出身だ、と言うことになる。

　上から数えた方が早い階級なので、身分としては高い方の家いえ柄がらと言えるだろう。

「あいつ、良いトコの坊ぼつちゃんだったのか」

「一応、次男だそうでして。家を継つぐ必要は無いそうなんですけど」

　微び妙みようなトコだな、と蓮弥は思う。

　長男であれば嫡ちやく子しとして家を継ぐことを義務とされるが、次男は長男の補ほ佐さに回るか、他ほかの家の娘むすめと結けつ婚こんしてつながりを深める役目を負わされる。

　アズのように、冒ぼう険けん者しやとして気ままな生活を送れると言うのは、立場上稀まれなケースのはずだった。

「半分、家出状態だそうです」

　蓮弥の表情から、何を読み取ったのか、リアリスが追加で説明する。

「顔に出てたか。それで、それがどういう話と結びつくんだ？」

「実は、最近。アズ君から正式に交際を申し込まれたのですが……」

　どんな顔して告白したのやら、見物だったろうになぁと本人が聞いたら真っ赤になって怒いかりそうなことを蓮弥は考える。

　事前に察知していれば、万ばん難なんを排はいして覗のぞきに行ったのに、と少し悔くやしい気持ちもあったが。

「それは、おめでとう。いい話じゃないか？」

　蓮弥の祝福の言葉に、リアリスの表情は晴れない。

「どうも……ですが、私は苗字の無い、ただのリアリスです……家は平民の出ですし」

「ふむ？」

「アズ君は気にしないって言ってくれてるんです。家出同然で出てきた家なのだから、今いま更さら何を言われようが気にしないって。ですが、平民の私がアズ君と交際することに関して……アズ君の実家の方からいろいろと横よこ槍やりが入っているみたいなんです」

「それはつまりあれか？　アズと君が付き合うのに邪魔なアズの実家を、こっそりと排はい除じよしろと？　難しい事じゃないが、後始末が大変そうだな。何らかの事故に見せかけて、一箇か所しよに集めてどっかーんとやるのが手っ取り早いか……？」

「え、レンヤさん、どうして伯爵家を潰つぶす方向で考えが進んでるんですか……？」

　違ちがうのか？　と蓮弥が首を傾かしげてみせれば、慌てたリアリスが首が千切れ飛ぶような勢いで左右に振った。

「じゃあ俺に話ってどんな話なんだ？　自じ慢まんじゃないが実力行使以外では、あまり頼たよりにならないぞ、俺」

　おにぎりを引っくり返してまた醤油を塗る。

　あまり塗りすぎると醤油の味が強くなりすぎるが、そこそこしっかりと塗った方が蓮弥は好みだった。

　醤油との相あい性しようがよければ、次はみそ焼きおにぎりに挑ちよう戦せんせねば、とも思っている。

「アズ君の御ご実じつ家かに何を言われても、大だい丈じよう夫ぶなくらいの実績が欲ほしいんです」

「学校の先生を続けていては、それは無理だ、と？」

「何年かかるか……その間、ずっとアズ君に返事を保留し続けるのも悪い気がしますし」

　あ、返事してないんだ、と蓮弥はアズの心情を慮おもんぱかり、少しばかり哀れに思う。

　かなり勇気を出して告白しただろうに、返事を先延ばしにされたのでは、きちんとした返事をもらうまで、アズは生きた心ここ地ちがしないだろう。

　是ぜにせよ否いなにせよ、はっきりとした返事を貰もらえなくては、日常生活に支障が出るレベルで問題が発生することもある。

　雰ふん囲い気きと話の流れ的に、実家の横槍さえなければ是と答えることは予想に難かたくなかったが。

「そこで、レンヤさんにご相談にあがった、と言う訳なんです」

　なるほど確かに、普通に相談されたら自分には関係のないこととすぐに断っていただろう話ではあった。

　しかしながら、相手はアズであり、その想い人である。

　早い話がギルドで何か大きめの依い頼らいをこなして、リアリスに実績と名声を与あたえてやれば、アズの実家が横槍を入れてこようが、それを無視できるようになるだろう、と言うくらいの話だ。

「リアリスの冒険者登録ってまだ有効なのか？」

「はい、学校の先生になっても、登録自体は有効のままです」

　さてどうしたものか、と思いつつ、蓮弥は焼きあがった醤油おにぎりを網の上から取り上げると、リアリスへ一つ放り投げる。

　思わず、と言った感じで、まともにリアリスは受け取ってしまう。

「あ……って、熱っ!?　熱ーーっ!?　熱いですよ、レンヤさん!?」

「皿に置いて、冷まして食べろ」

「レンヤ、さん。良い、におい、です。私にも、ください」

「マスター、フラウにも！」

　欠食児童かお前らはと言う勢いで、お皿を突き出すクロワールとフラウ。

　その皿の上に焼きたてのおにぎりを載せてやりながら、まずはシオン達が帰ってきたら相談してみるか、と思う蓮弥であった。

　ギルドの掲示板には、いつも依頼を書いた紙がこれでもかと言うくらい貼はり付けてある。

　ただ、そこに貼られている依頼は、酷ひどく簡単であるか、もしくは依頼の成功失敗を問わない、適当な代しろ物ものが多いことを知る者は少ない。

　本当に重要な依頼や、難しい依頼を不特定多数の冒険者の目に晒さらしても、良いことは無いからだ。

　そう言った物は、ギルドが目をつけた、それなりに実力の有る冒ぼう険けん者しや達たちにこっそりと回されるものなのだ。

　当然、そう言った依頼は完遂すれば、得られる名声やら報酬は、掲示板に貼られているような依頼とは比べ物にならない。

　とは言っても、そう言った依頼が常に存在しているわけでもないのだが。

　結局、蓮弥はリアリスからの依頼を受けることにした。

　シオン達に相談もしてみたのだが、シオンもローナも詳細は言えないが、色々と忙しく同行はできない、と言う返事だった。

　先日のエルフの国からもたらされた情報により、蓮弥がほぼ壊滅させた森に有る樹林迷めい宮きゆうの出入り口には常時監かん視しの目が付き、近くには急ピッチでそこそこの規模の砦とりでの建設が始まっている。

　兵士も常駐することとなっており、守備隊の編成が急ぎ、行われていると言う噂だ。

　流石に、エルフの国を襲おそったような規模の魔ま物ものの集団を撃げき退たいできるような守備隊など置けるわけもなく、砦は守備力を重視し、非常時には即そく時じ逃にげ出せるような脱出口がいくつか備え付けられるらしい。

　その関係で、ローナが忙しいのは蓮弥にもなんとなく理解ができる。

　僧侶を名乗っているローナであるが、実態は騎き士しだ。

　最前線に近いククリカの街において、一応は軍事の専門家とも言える。

　そちら方面で引っ張られているのだとしても、別段おかしいことはない。

　反対におかしいのはシオンが忙しいと言うことだった。

　忙しい理由に関して見当がつかないのだ。

　戦力として考えても、一いつ介かいの剣けん士しであり、なおかつ蓮弥と比べた場合に格段に落ちる実力しか持ち合わせてはいない。

　守備隊関係で呼び出されているとは考えにくい。

　考えにくいが、であればなんだと問われると答える術が無い。

　何か問題があれば、そのうち話をしてくる可能性もあるかもしれない、くらいの所で蓮弥はそれについて考えることを止めている。

「良い、依頼、無いです、ね？」

　掲示板を眺めていたクロワールが言う。

　蓮弥はクロワールを自分が出かける時には可能な限り同行させるようにしていた。

　リアリスがクロワールを見た時の反応からも分かるように、人族はとにかくエルフを見ると驚く。

　これは物珍しさからくる反応なわけだったが、それならば、珍めずらしくない程度に姿を見られるようにしてやれば、一々驚かれることもなくなるだろうと言うのが蓮弥の考えだ。

　しかし、クロワール一人をあちこちにふらつかせるわけにもいかない。

　珍しいと言うのは、希少価値があると言い換えることも出来る。

　ククリカの街の治安状じよう況きようがどの程度良好なものなのか蓮弥は知らないが、人ひと攫さらいの類たぐいがいないとは言い切れない。

　そしてもしそんな犯罪者達たちがクロワールの存在を知った場合、一山当てようとクロワールを危険な目にあわせるようなことがあるかもしれない。

　であれば、蓮弥自身がクロワールのガードに当たれるように、自分と一緒に行動させる以外ない。

「そりゃ、手頃な依頼が適当にごろごろしてるわけもないからなぁ」

　蓮弥がリアリスの依頼を受けることにした理由が一つある。

　それはリアリスが蓮弥に提示した報酬にあった。

　学校の教師になる前は、普通に冒険者として依頼をこなしたりしていたリアリスは、その頃に集めたものと自分の持つ現金ならば、どれでも蓮弥に譲り渡わたすことを提示したのだ。

　その集めたものに関しては、リアリスは几帳面な性格をしているのか、全すべてリストアップされていた。

　こんなものがありますよ、とリアリスは持参してきたそのリストを蓮弥に渡したのだが、そのリストを目にした蓮弥は一つ気になる記述を見つけていたのだ。

　それはこう書かれていた。




〈金属製の小箱、色は黒、形は歪いびつで奇妙な装そう飾しよくが施ほどこされている。中身は球状に見える多面体で不揃いな大きさの面を数多く備えている。色は漆黒で赤い線が所々にあり。多面体は金属製らしい帯と七本の支柱によってはこの中に吊り下げられている。用途不明〉




　いやまさかね、と言うのが正直な蓮弥の感想だった。

　その記述に該当するものは、何な故ぜか知らないが蓮弥の知識の中に一つだけあった。

　見つめることで、異界の光景が心に浮かび上がり、呼んではいけないものを召しよう喚かんしてしまう、アレである。

　しかしこれは元の世界の知識であり、異世界に同じものがあるとは考えにくい。

　それでも、あまりにも似すぎている。

　仮に、違うものならば何の問題も無い。

　だがもし、蓮弥の知識の中にあるものと同じものなのだとしたら。

　一介の冒険者の手にあるには、非常に危険な代物である。

　だからといって、自分の手の中にあれば安全だとも言えないが、少なくともそれがなんであるのか分かっている分、取り扱あつかいに関しては間ま違ちがいが起きづらいはずだ。

　蓮弥はあまり不自然にならないように、多少の金品と、どうやら魔術工芸品らしいいくつかの品、それとその金属製の小箱を報ほう酬しゆうとして貰い受けることを条件に、リアリスに依頼を引き受けると告げたのだ。

　もちろん、首尾よく小箱を手に入れた場合、フラウと相談して絶対に人の手が触れないように封印するつもりだ。

「それにしても、どれくらいの仕事をこなしたらリアリスのご期待に沿えるんだか、そこが良く分からないんだなぁ」

「冒険者、として、成功した、と、言える、くらいの、お仕事？」

「まさか、オークの巣辺りに放ほうり込んで、オーク１００匹ぴき斬ぎりしてきましたーと言った所で笑い話にしかなりそうにないしなぁ……」

　オーク１００匹斬りの単語だけ見ると、別な意味に取られるかもしれないしな、とも蓮弥は思う。

　その場合、名声とか実績云々以前の話になってしまう。

「基本的に、リアリス、さんに、やらせるの、ですか？」

「いや、それは無理だろうけど、ある程てい度どは自分で戦ってもらわないと実績ですって言い切れないだろ」

　蓮弥が探して、蓮弥が斬きって、リアリスがやりました、と言う話に持っていても、蓮弥自身は全く構わないのだが、何もしていない本人は、おそらくいとも簡単にボロを出すことだろう。

　それならば、多少は自分で戦っていれば、大部分蓮弥が担当しても、私の実績ですと言いやすいだろうと蓮弥は思ったのだ。

「俺が半殺しにして、トドメだけ刺ささせてもいいんだけど……それにしたって手頃な魔物って一体なんなんだろうなぁ？」

「エルフの、話なら、できますが……人の、お話、だと、分からない、です」

「エルフだと、何を倒たおすと、凄すごいなぁって話になるんだ？」

「マンティコア、ですね」

　マンティコアと言うのは森に住む魔物で、食欲が旺盛な存在だ。

　こうもりの皮膜のような翼に、サソリの毒針の付いた尻尾。

　人面にライオンの身体を持つと言われており、低級ながら魔術も扱う厄やつ介かいさまで持っている。

　とにかく良く食べる魔物で、獣なりエルフなり、口に入る物なら適当に際限なく食べるので、害獣扱いで見つけ次し第だい駆逐するようにエルフの間では決められていた。

　これがまた凶暴で手に負えない性格なので、エルフの間ではこのマンティコアを単独撃破すると言うことは非常に誉れ高い行こう為いとして称えられるのだとクロワールは説明した。

　エルフ語で。

　共通語での説明は無理だと、あっさり諦あきらめたクロワールだったが、説明が終わった後で蓮弥に弱くではあるがアイアンクローを施されて涙なみだ目になる。

「いきなりエルフ語でまくし立てるな、馬鹿者め」

「酷い、です。レンヤ、さん……目に、星が、飛んでます」

「時間経過で治るから心配するな。……しかし、リアリスにマンティコア倒させて、すごいなぁってなるかな……」

　そもそも見つかるんだろうか、と言う心配もある。

　エルフの国には大きな森がいくつもあるので、マンティコア自体はそこそこの頻ひん度どで遭遇する魔物らしいが、人族の大陸が同じ状況にあるとは言えない。

　エルフの国に比べればずっと森は少ないし、そういった危険な魔物は、見つけ次し第だい冒ぼう険けん者しやが派は遣けんされるか、国が討伐隊を送るのが普通なので、見つかりにくい森の奥おくの方等に潜ひそんでいるからだ。

「おや、にーちゃん、久しぶりだな。随ずい分ぶんと美人さんつれてどーしたい？」

　不意にかけられた声に蓮弥は物思いから醒めて、視線を声の主に向ける。

　そこにいたのは、いかにも叩たたき上げと言った装備と風貌をした、中年のおっさん、ではなく冒険者であった。

　どこかで見た顔だな、と思った蓮弥はそれが以前、フォレストオクトパスの情報をくれた冒険者であることを思い出して軽く会釈する。

　蓮弥が会釈するより先に、クロワールがにっこり笑って頭を下げた。

　どうやら美人と言う単語に反応したらしい。

「久しぶり。おっさんはあの森の討伐依頼に参加してなかったのか？」

「しようとは思ったんだがよ。別件で仕事が入っちまってなぁ、仲間がそっち行くっていうもんだから、参加できなかったのさ。まぁ今にして思えば幸運だったな。あの依頼じゃ参加した奴らがほぼ全ぜん滅めつしたって言うしよ」

「そうか。そう言えばこの間の情報は助かった。確かにあのフォレストオクトパスは美味うまかったな」

　蓮弥の言葉に、中年の冒険者は少し驚いたような顔をする。

「生き残ったのってお前だったのか。そりゃすげぇな」

「幸運だったんだろうさ」

「全くだなぁ。あの森ほとんど壊滅したって言うしよ。しかもそれが魔族の仕業なんじゃねーかって今、あの辺りに守備隊置いて砦建築してって大騒さわぎみてーだしなぁ」

　魔族の仕業と言うことになってるのか、と蓮弥は初めて聞いた情報にちょっとだけ驚く。

　確かに、天災でしたでは説得力に欠けるようだし、蓮弥がやったことにされても、誰だれも信じないだろう。

　それならば、全部魔族のせい、としておいた方が、楽であるし、信じられやすいと言うことらしい。

「それでにーちゃん、掲示板の前で難しい顔して一体……って隣となりの美人さんはエルフかよっ!?」

　ようやくクロワールの耳に気が付いたらしい冒険者が驚きで大きな声を上げた。

　クロワールの笑え顔がおがちょっと困ったようなものへと変化し、蓮弥は一つ溜ため息いきをついて冒険者に言う。

「あんまり大声出さないでやってくれ。怯えられたらかわいそうだろうが」

「あ、ああ。すまねぇ。俺おれも長いことこの稼業やってるが、エルフなんて数えるくらいしか見たことがねぇもんでな。お嬢ちゃんも悪かった」

「いえ、お気に、なさらず」

「おい、にーちゃん。エルフが共通語しゃべったぞ……？」

「目下、勉強中だ。心配するな、そのうち珍しさも薄れる」

「信じられねぇ……明日、街の上から血の雨でも降るんじゃねぇだろうな……」

　どこか呆ぼう然ぜんと言い放つ冒険者に、蓮弥はダメ元で訪ねてみることにした。

「ちょっとワケありで、短期間で、それなりの貴族を納なつ得とくさせられるような実績を上げたいって奴がいるんだが」

「貴族ねぇ。あいつら、何かと難癖つけてきやがるから、納得させるったって難しいんじゃねぇの？」

「そうだろう事は重々承知の上で。これを討伐すれば、貴族だって文句がつけられないだろうって魔物とかに心当たりはないか？」

「そうさなぁ……」

　冒険者は自分のアゴに手を当てて暫く考えていたが、やがて考えがまとまったのか口を開く。

「それだけの実績を作ろうってんなら。雑ざ魚こは話にすらならねぇな。間違いねぇのは魔族を１匹ぴきシメちまえばこれ以上はねぇだろうが、あんなもんとヤりあってたら命がいくつあっても足りねぇしよ」

「ふむ」

「あとは〈隠者の墳墓〉がある岩山群の奥の方に生息してるらしいドラゴンくらいじゃねぇかな」

「え？　隠者の墳墓近くって、そんな近くにドラゴンの住処があるのか？」

　隠者の墳墓がある岩山群は、一度蓮弥も行った事がある。

　距きよ離りにして20㎞ちょっとくらいしか街から離はなれていない場所だ。

　そんな近くにドラゴンの住処があって良いものなのだろうかと疑問に思う蓮弥だったが冒険者は首を左右に振って蓮弥の言葉を否定した。

「にーちゃん、自分のいる街の周辺の地理くらいは覚えておくもんだぜ？　ドラゴンの住処は岩山群の奥の方って言ったろ？　岩山群までは歩いて数時間ってトコだが、そこから岩山の間をさらに１日北に向かって進まねぇと到とう着ちやくしねぇよ。しかも途と中ちゆうにゃ魔物が出るから生半可なことじゃ到着しねぇし。あの辺は亜龍も出るしな」

「亜龍？」

「ワイバーンとか岩龍とかさ。ドラゴンよりは弱いが、それでも強敵であることには変わりねぇ」

「そいつらでもそこそこの実績にはなるのか？」

「そりゃ、１匹２匹じゃダメだが……数倒せばそれなりの箔はくは付くだろうぜ」

「そっか。行けば大体ドラゴンに会える？」

「まぁほぼ確実だが……にーちゃん、マジで行く気かよ？」

　呆あきれた顔をする冒険者に、蓮弥は笑顔で答えた。

「あまり探さずに済む相手みたいだし、討伐無理そうなら、その亜龍辺りを数倒してお茶を濁すって手も使えそうだしな」

「討伐、依頼は、無さそうです、が、素材で、一儲け、できそうですね」

　能天気なことを語る蓮弥に、あまり驚いていない様子のエルフ。

　普ふ通つう、ドラゴンと言えば、それこそＡランク以上の冒険者が徒党を組んでどうにかこうにか倒すような魔物なんだが、こいつら本当に分かっているんだろうか、と心配になる中年冒険者であった。




　隣を歩くクロワールの服装に、蓮弥はちょっと失敗したかなぁと言う感想を抱いだく。

　場所は隠者の墳墓があると言う岩山群の、かなり奥おく深ふかくまで分け入った、周囲は岩ばかりと言った光景の岩山の間を縫ぬうようにしている道とも言えないような道の途中だ。

　元々は、ミスリルのインゴットをとにかく薄く広く叩けるだけ叩いたらどうなるんだろうかと言う疑問から、徹てつ底てい的てきに叩いてみた所、まるで金箔のように薄く広がり、それでいて適度な丈じよう夫ぶさを残していることに気がついた所から始まっている。

　これならば、元の世界で言う金糸に似たものが作れるんじゃないかと、繊維のことなら専門家にお願いするべきだろうとフラウに渡してみたのだ。

　蓮弥から紙よりも薄いぺらっぺらのミスリル箔を受け取ったフラウは、シオンとローナとクロワールに何事か尋たずねた後、難しい顔をして蓮弥の所に戻もどってきた。

「どうした？」

「シオン姉様はミスリル装備なんてもったいなくて使えないって言うの。ローナ姉様は僧そう服ふくは黒に決まってますから白は駄だ目めみたいなの。クロワールちゃんだけもらえるならなんでもおっけーですって」

「なんで女性陣じんの服を作ることになっているのか分からないんだが……それなら取りあえずクロワールの分だけ一式作ればいいんじゃないか？」

「そうするの。フラウの分も作っていい？」

「構わないが……試作品を作って欲しいと渡したつもりなんだがなぁ」

　いきなり正式な装備を作る話になっているらしいが、やる気まんまんな状態のフラウを見ると、それ以上突っ込む気にはなれず、やりたいようにやらせようかと蓮弥は放置することにした。

　蓮弥にもやらなくてはならないことがあったのだ。

　リアリスには行き先を告げず、ただ準備ができたら迎えにいくから、いつでも学校を休めるようにしておけとだけ伝えてある。

　街で必要な材料を買い揃えると、蓮弥は作業場に籠こもってある物を作り始めた。

　それはリアリスをドラゴン討伐等と言う、普通低ランクの冒険者ならばやらないような仕事に同行させる為ために必要な装備である。

　一昼夜かけて作り上げたのは非常に無骨な作りの全身鎧よろい一式だ。

　全てを分厚い鋼の装甲で覆っているそれは、重量から考えると人間が装着して使うことを想定していないだろうとすぐ分かるような代物である。

　これに蓮弥はフラウに渡したのと同じミスリル箔を裏表問わずに満遍なく貼り付けて一応の完成とした。

　扱っているうちに蓮弥は気がついたのだが、ミスリルと言う金属は、素材そのものとしては鉄よりもやや丈夫と言った程度の強度しかなかった。

　加工するにしても、普通の設備で極普通に加工することができた。

　とてもではないが、希少価値以外ではあまり意味のあるような素材とは蓮弥には思えなかったのだ。

　その認にん識しきが間違っていると気がついたのは、試ためしに作ってみた小さなナイフで鉄の塊かたまりを突いている時のことだった。

　もちろん、ミスリルのナイフは鉄に突き刺さることもなく、ただカンカンと甲かん高だかい音を立てるだけで、拍子抜ぬけした蓮弥は刃はをだめにしてから鋳い潰つぶそうと、本気で斬きりつけてみたのだ。

　結果、ミスリルの刃は潰れることもなく、斬りつけられた鉄の塊はぱっくりと斬られた所から二つに割れた。

　そのあまりの手ごたえの無さに驚おどろく蓮弥は、どうやらミスリルと言う金属は使用者の意思に反応して性質を変える金属なのではないかと推察したのだ。

　これは後で、クロワールからの説明で裏付けが取れた。

　ミスリルとは、使用者の意思を汲取り、その魔ま力りよくを吸収消費することで性質を変える精神感応物質であるらしい。

　つまり、加工する時は加工したいと言う意思に反応してそれなりに加工しやすくなり、盾たてや鎧に加工した後は防ぐと言う意思に反応して固くなったり熱や寒気に強くなったりすると言うことだった。

　蓮弥が作った飯ごうが普通に飯ごうとして使えたのは、火にくべている間に誰の手にも触れていなかったせいであり、もしこれがフライパンのように常時人の手に触れている器具だった場合、熱くなるなと念じている限りは中のものはさっぱり熱が通らないと言う欠陥器具に成り果てる。

　それを理解した上で蓮弥が作り上げたのが、とてもじゃないが人の力で着て歩くには重過ぎるであろうミスリルコーティングの全身鎧である。

「鎧、です、か？」

「うんまぁ……クロワールとしては不本意かもしれないが、必要なものなんでね」

　リアリスを普通にドラゴン討伐に連れて行けば、ほぼ確実に死ぬ。

　適当なブレス攻こう撃げきなんかの余波を食くらっただけでも、おそらくは瀕死になることは間違いなかった。

　そこで蓮弥が作ったのが、防ぼう御ぎよ力りよく一辺倒に偏ったその鎧である。

　リアリスの魔力だけでは強度が心配だからと、フラウからもらった魔石をふんだんにあしらったそれは、蓮弥から見れば豪華な棺桶にしか見えない。

　何せ、装着した状態では一歩も動けないような代物なのだ。

　実用性は皆かい無むと言っていい。

　最初は蓮弥が武具にミスリルを使ったのをあまりよく思っていなかったらしいクロワールも、現物の実用性の無さに、一体どうやって使うのだろうと不思議そうな顔になる。

　説明すると色々と面めん倒どうなことになりそうだから、と蓮弥はそれをインベントリに収納したままにしてある。

「それは、良いと、して。どうでしょう、この、衣装は？」

　そう言ってクロワールが着て見せたのが、現在、蓮弥の隣を歩くクロワールの服装だった。

　純白の長なが袖そでのシャツの上から、同じく純白のガウン、フレアスカートも同じく純白で、その下に漆黒のニーハイのソックスを穿はいている。

　手は黒の指先が出るタイプの手袋をしており、足は膝ひざ下までの編み上げブーツと言う出で立ちだ。

　上着とスカートはミスリル箔を銀糸にしたものを贅沢に使って作られており、日の光を浴びてきらびやかに輝き、エルフの美貌と相まって、幻想的な美しさとなっていたが、ある意味目立ち過ぎるとも言える。

　少なくとも、殺風景な岩山の道中においては、非常に場違いで目立ちまくっていた。

　その背後から、息を切らしてついてくるのがリアリスだ。

　こちらは討伐に来たと言うのに、防具も剣けんも持っておらず、普通の街服状態だ。

　本人の判断であれば、気が狂くるっていると言わざるを得ないが、これは蓮弥の指示である。

「似合ってる。とても可愛いな。けど……ちょっと山歩きには向かない服装じゃないかそれ？」

「そうかも、ですね。でも、この、靴下、とか、とても丈夫で、フラウ、さん、が、足を、傷つけたら、いけないって、作って、くれた、ですよ」

「レ、レンヤさん？　一体どこまで歩く……と言いますか、私こんな軽装で……」

「ん？」

「あ、いえ、決して文句を言いたいわけではないのですが」

　蓮弥の反応が、気を悪くしたものだと思ったのか、慌あわてて首と手を振ふるリアリスだったが、蓮弥は全く別なものに反応して声を上げていた。

「クロワール、前方に何か飛んでるように見えるんだが？」

「レンヤ、さん。目が、良い、ですね。ワイバーン、だと、思います。距離は、６００ｍ、くらい、だと」

「そうか。本命の前に試射しておくのにはもってこいだな。リアリス、こっちへ」

「は、はい？」

　何事がこれから起きるのか、全く分からないリアリスは蓮弥に手招きされるままに蓮弥に近づく。

　その目の前で、蓮弥はインベントリからミスリルコーティングの全身鎧を引っ張り出した。

　地面の上に仰あお向むけになるように寝かせてやり、急いで留め金を外していけば、全てのパーツが二つに割れるようになっており、蓮弥は地面側に残った半割りの鎧の中に寝転ぶようにリアリスに指示する。

「あの、一体何が……」

「時間がない。いいから早く寝転がれ」

「レンヤ、さん。あちら、が、こちらに、気がついた、ようです」

　クロワールの警告に視線を道の先へと向ければ、ワイバーンがこちらに向けてゆっくりと飛んで来るのが見えた。

　ワイバーンは、見た目は大きなトカゲの前足がこうもりの皮膜の翼になっている亜龍だ。

　全長３ｍ程度であり、ブレスの類を使うことはないが尻尾の先に毒針を持ち、強力な麻痺毒を持っているというのが、蓮弥がギルドで聞いてきた情報だ。

　強さとしては、絶望的に強いわけでもないが、強力な魔物に分類されることは確かで、頭上からの攻撃に慣れていない冒険者達等は簡単に餌食にされる。

「こっち来たぞ、ほら早く入れ！」

「わ、わかりました！」

　急かされて鎧の中に寝転がるリアリス。

　それを確かく認にんした蓮弥は大急ぎで蓋ふたを閉めるようにして留め金を止めていく。

「レンヤさん、来ますっ！」

「一いち撃げき、防いでくれ！」

「結構無む茶ちやを言いますね！」

　上空から急降下して、後ろ足で掴つかみかかろうとするワイバーンに、相対したクロワールがエルフ語で毒づきながら高らかに叫さけんだ。

「〈風壁〉！」

　巻き上がる風が襲いかかろうとしていたワイバーンの飛行を乱す。

　無理に攻撃をしかければ、地面に墜落しかねないとでも思ったのか、ワイバーンは攻撃を一いつ旦たん諦あきらめると旋回して距離を取る。

　そのぎざぎざの歯を並べた口が、酷く耳障りな吼え声を上げた。

「レンヤさん！　あいつ仲間を呼んでます！」

「……なぁクロワール」

「なんですか!?　二度目は結構キツいと思うんですけど！」

「そのスカート……鉄壁なんだなぁ……」

　しみじみと言う蓮弥に、少し頬ほおを赤らめたクロワールが、スカートの裾を押おさえつつ。

「見たいなら、後でたくし上げでもなんでもしてあげますから！　って何を言わせてるんですかっ!?」

「それはまた、燃えるねぇ」

　へらへらと笑いながら、最後の留め金を締め終えた蓮弥は鎧の中に居るリアリスに声をかける。

「いいかリアリス。死にたくなければ必死で固くなれって念じてろ。いいな？　死にたくないとか痛いのは嫌いやだとかでもいい。とにかく能動的に守れ、いいな？」

「は、はいっ！」

「よし、色々と覚かく悟ごしろ」

「え!?」

　蓮弥の言葉に疑念が湧わいたリアリスだったが、既すでに自力での脱出は不可能な状態だった。

　自重のせいで、起き上がることもできなければ本人の手で除装もできない代物なのだ。

　そんなリアリスから目を離し、上空へと視線を向ければ旋回しつつこちらの様子を窺うワイバーンの数は４匹に増えていた。

「増えてます！　増えてますからね、レンヤさんっ！」

　喚わめいているクロワールは流りゆう暢ちようにしゃべりだした辺りからおそらくずっとエルフ語を使用している。

「よし、行くぞリアリス。大丈夫、一応は自分で実験済みだから！」

「は、はい？」

「無詠唱、拡大起動で〈操作〉」

「ひゃっ」

　短い悲鳴を残して、地面に横たわっていた鎧がすさまじい勢いで空へと飛び上がった。

　おそらく悲鳴自体は長いものだったのだろうが、あっさりと聞こえない高さへ到達してしまったのだろうと蓮弥は思った。

　操作の魔ま術じゆつは、物品に手を振れずにそれを動かす無属性の魔術だ。

　通常は術者が片手で持てる程度の物品をそれなりの勢いで動かす魔術で、間違っても自重だけで地面にめり込むような重さの鎧を軽々と、悲鳴が聞こえなくなるくらいの距離まで持ち上げるような魔術ではない。

　これは魔力を大量に消費して効果を拡大させているのと合わせて、常時操作の魔術の効果を鎧に及ぼしているわけではなく、最初の勢いをつける所だけ魔術でやっていると言う微び妙みような手抜きが為せる技わざだ。

　つまり蓮弥の感覚としては見えない大きな手で、リアリスが中に入った重い鎧をお手玉しているような感じである。

　これには蓮弥達たちの頭上を旋回していたワイバーン達も驚いたらしく、注意がいきなり飛んできた鎧に向く。

　その瞬しゆん間かんに、蓮弥は再度操作の魔術を起動させ、勢い良くリアリスの身体をワイバーンの内の１匹ぴき目め掛がけて投げつけた。

　慌てて回かい避ひ行動に入るワイバーンであったが、気づいた時にはもう遅おそい。

　くぐもった悲鳴を上げる金属の塊が、避け損ねたワイバーンのわき腹に激げき突とつする。

　その瞬間、ワイバーンが苦痛の悲鳴をあげ、わき腹の肉が弾はじけ飛んだ。

　血と肉の破は片へんを撒まき散ちらし、墜落していくワイバーン。

　その時には既にリアリスの身体は再度操作の魔術により飛んでいく方向を急転換し、別のワイバーンの頭を吹ふき飛ばしている。

　あっけに取られて呆然と空を眺ながめているクロワールの視線の先で、上空を縦横無尽に飛ばされ続けたリアリスの入った鎧は、さらに２匹のワイバーンの胴体を貫かん通つうすると、そのまま落下。

　蓮弥達が見上げている場所へと落ちてきて、地面に激突する寸前で見えない手に抱きとめられたように一いつ旦たん停止してから、地面にそっと着陸する。

「……レンヤ……さん？」
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　目でも回したのか、うーんうーんと言う唸うなり声ごえだけを上げて、ぴくりとも動かない鎧ごしにクロワールがどこか咎める様な視線を蓮弥へと向ける。

「これでリアリスが４匹のワイバーンを倒したことになるな」

　悪びれた様子もなく、しれっと言ってのけた蓮弥の周囲で、絶命して墜落したワイバーンの身体が地面を叩く音が４回、立て続けに鳴り響くのであった。

　何か言いたげなクロワールを放置して、蓮弥は取り出したミスリル製の短剣の刃をワイバーンの身体の上へ走らせていく。

　普通の刃ならばなかなか通らない強きよう靭じんな鱗や皮も、使い手の意思と魔力を吸い上げたミスリルの刃はほとんど抵てい抗こうらしい抵抗を感じさせることなくすぱすぱと切きり裂さいていく。

　鱗は強度自体、そこそこでしかないので素材としてはあまり価値がないが、それでも廉れん価かな鎧の材料として需要があるし、色々と処置を施すと薬の材料となったりする。

　皮は丈夫な上に用よう途とが広いので、こちらは素材としては結構重宝される。

　皮と鱗を取り払ってしまうと、その下からは白っぽい肉が顔を出す。

　頭が無くなっていたり、わき腹に大穴が開いていたりするので、血抜きの必要がないのはいいなと思いつつ、蓮弥はてきぱきとその肉を切り分ける。

　こちらはあまり流通していない、と言うよりも供給源がないのが難点であるが、しっとりとした肉質に、上品な脂のうまみが乗った中々美味な食材であると蓮弥は聞いていたので、しっかりと捌さばいてインベントリへと収納した。

　ただ、全てを食べると言うわけでもないらしく、食材として使えるのは胸肉と背肉、それにもも肉と首の周りの肉に尻尾が主であるらしい。

　さらに内臓へと突き進めば、心臓の真上には飴玉くらいの大きさの魔石がある。

　これはもちろん確保する。

　フラウに量産されて、蓮弥にとっては既にビー玉並みの価値にしか見えない代しろ物ものだが、お金になるものを回収しないままにしておく程ほど、財布に余よ裕ゆうがあるわけでもない。

　さらにモツを食材として確保しにかかる蓮弥であったが、流石さすがに肉食の魔物の胃い袋ぶくろや腸を食材にするのはためらわれるので、興味はあったのだが放棄する。

　心臓と肝臓くらいは大丈夫だろうと思ったのだが、心臓は動いているからそれがそうなのだろうと見当をつけることができたが、肝臓はどれだかさっぱりわからない。

　なんとなくこれかなと思っても、その判断に自信が持てないのだ。

　なにせ、元の世界にはいなかった類の生き物である。

　肝臓かと思ったら、名称すら分からない全くの別物である可能性がどうしても残る。

　かなり迷った挙句に、蓮弥は肝臓の確保は泣く泣く諦めることにした。

　助言を求めようにも、クロワールはワイバーンの解体なんてしたことが無いと言うし、もう一人は。

　そこまで考えた蓮弥は空を見上げる。

　そこにはなんだか色々諦めた感じが漂う、鋼の人ひと型がたが両手両足を振り回されるがままにだらりと垂らした状態で空を飛んでいる。

　その身体がまた勢い良く飛ばされていくと、空に真っ赤な血の華が咲いた。

「15匹、撃墜……」

　どこか空ろなクロワールの声が聞こえる。

　最初のうちは蓮弥の近くで大騒ぎしていたクロワールであったが、時間が経つにつれて騒ぐことを止めて、今ではこちらも色々と諦めた表情で蓮弥の解体作業や、空を飛び続けているリアリスの行方を、なんだか遠い目で見つめるだけになっていた。

「ワイバーンはありがたいんだが、岩龍は駄目だな。使い道が無い」

　絶命したワイバーンが流す血の匂においが引き付けるのか、蓮弥達がいる場所には次々と亜龍が現れた。

　そのほとんどはワイバーンだったのだが、たまに岩龍が混じっていることもある。

　岩龍は名前のごとく全身が岩のような硬くごつごつとした厚い皮膚に覆われており、まず打だ撃げきによるダメージの通りが良くなかった。

　仕方なくリアリスで滅めつ多た打ちにして、なんとか倒してみたのだが、倒したら倒したで今度はその分厚い皮膚が解体の邪じや魔まになる。

　さらにその皮は硬過ぎて加工に向いていない。

　とどめにその重い体を動かす為なのか、肉も硬くて歯がたたないような代物だったのだ。

　もしかして、硬い皮膚の下には美味おいしい肉が潜んでいるのかと期待していた蓮弥は酷ひどくがっかりさせられる結果となった。

　地味に強くて頑がん丈じようで、素材が取れずに食べることもできないとくれば、嫌がらせのような魔ま物ものであり、蓮弥は数すう匹ひき倒たおした後は、見つけ次第、風の魔術で刻んで放置している。

　しっかり刻んでばらばらにしているので、アンデッド化する心配もない。

「しかし、前哨戦でこれだけ派手にやってしまうと……別にドラゴン倒さなくてもいい気がしてくるな」

「ドラゴン、も、あれ、で、倒す、つもり、ですか？」

「そうだなぁ……一発は当てないと戦せん闘とうに参加しましたとも言いづらいよな？」

「現状、も、言いづらい、と、思い、ます」

　そうかなぁ、と蓮弥は頭上を飛び回っている鎧を見上げる。

　確かに操作しているのは自分であるが、結果だけを見れば鎧に入ったリアリスが体当たりでもってワイバーンを倒しているのは紛れも無く事実だ。

　ただ、本人に行動の自由が全くないだけで。

　法術で真偽を調べられても、嘘うそだと判定されることはほぼないだろうという確信が蓮弥にはある。

「血の匂いとかに誘われて、ドラゴンもこっち来てくれないかなぁ」

　そうすれば探す手間が省けるのにと言う蓮弥。

　できれば会いたくないんだけどなと言う思いを曖あい昧まいな笑顔の裏側に隠して、クロワールが言う。

「探して、みましょうか？」

「探せるのか？」

　少し驚いた様子で尋ねる蓮弥に、クロワールは頷うなずいてみせる。

「〈探査〉の法術でも使えるとか？」

「エルフは、法術を、使えません。神を、信仰、して、いないので」

「じゃあ、どうやって？」

「とりあえず、任せて、ください」

　ぽんと一つ胸を叩いて請け負うと、クロワールは意識を集中する。

　それは魔術と言うほどのものでもない。

　技能と呼ばれることもない。

　ただ、エルフ達たちが生まれた時から持っている「知覚の拡大」と言うものだった。

　本来は、森の中で周囲の様子を探るのに使われるのだが、森の中ではなくとも、風の音や匂い、わずかな物音や振しん動どうなどを感じ取り、なんとなくではあるが脳裏にかなりの範はん囲いの光景を思い描くことができるのである。

　もちろんこれは常時展開されているようなものではない。

　使おうと思わない限りは発揮されない才能のようなものである。

　そうでなければ、エルフ達は常時小さな物音やらわずかな気配等にびくびくしながら日常生活を送る羽目になっていただろう。

　この才能を、エルフ達は普通エルフ以外の種族がいる所では使おうとはしない。

　それは手の内を一つ、さらけ出すことになるからだ。

　それ故ゆえに、エルフがそんな才能を持っていると言うことを知る者も少ない。

　今、クロワールが蓮弥の目の前でその才能を使おうと思ったのは、一つは蓮弥に見せるなら別にいいかと言う思いの表れであり、もう一つはさっさとドラゴンを見つけないと、いつまでもリアリスは空の上を振り回された挙句にワイバーンやら岩龍との激突を繰くり返かえさなくてはならないだろうと思ったからだ。

　知覚の範囲を広げはじめたクロワールはすぐに二つの異変に気がついた。

　一つ目は自分の知覚の範囲だ。

　普通のエルフならば、その範囲は数百ｍの円内に留まる。

　かなり熟練したものでも１㎞から２㎞の間がぎりぎりと言った所だ。

　しかし、最初から全開にしたクロワールの知覚は、あっさりと２㎞の円内を突とつ破ぱし、３㎞に届こうかと言う所まで広がったのである。

　こう言った変化は知覚に留まらず、魔術の腕うでや剣の扱あつかいや身のこなしにも及んでいるのにクロワールは気がついていた。

　それは蓮弥と一いつ緒しよに魔物の軍と戦った後から起きた変化だ。

　自分の身体に何が起こったのか、クロワールには分からなかったが不調ではないのだし、悪いことがあるわけでもないのだからとあまり気にしていない。

　もしかしたら、蓮弥に勧められて魔族に引導を渡わたしたのが影えい響きようしているのかもしれない、くらいに思っている。

　二つ目はその広がった知覚内での出来事だ。

　クロワールはその知覚圏内にいくつかの大きな反応を捉えていた。

　ワイバーンとは比べ物にならないくらい強力な反応で、クロワールはそれがおそらくはドラゴンの反応なのではないかと思った。

　思ったのだが、ワケのわからないことに、それらの反応は一いつ斉せいに自分達のいる地点から離れる方向にかなりの速度で移動していたのである。

　さらにワケの分からないことに、自分達から幾いく分ぶん離はなれた、やや開けた平地のある場所に、一つだけ大きめの反応が残されているのだが、これは全くその位置から動こうとしていない。

　これらが一体何を示しているのか、理解することができずにクロワールは首を傾かしげる。

　そんな様子を傍かたわらで見ていた蓮弥だったが、クロワールが首を傾げたのを見て声をかける。

「何か分かったのか？」

「こちらの、方向に……」

　クロワールは動こうとしない反応のある方向を指差した。

「大きな、反応が、一つ、あります。それと、理由が、わからないの、ですが」

「うん」

「大き目の、反応が、いくつも、離れて、行って、いますね」

　反応の行き先だけ考えれば、逃にげ出していると取れなくもなかったが、ドラゴンと言えば、最強の魔物の呼び声も高い存在である。

　一口でドラゴンと言ってもピンからキリまであるので、全すべてが何もかも超越した存在であるわけでもなかったが、それでも最下級のドラゴンですら、Ａランクの冒ぼう険けん者しやのパーティをいくつか揃えた上で、さらにそこそこの被ひ害がいを覚悟しなくてはならない難敵であることは間ま違ちがいない。

　上位のドラゴンともなれば、それこそ国を挙げて討伐に乗り出しても、失敗する可能性の方が高いくらいの戦闘能力を持った個体すら存在するのだ。

　この岩山群に生息するドラゴンは、比ひ較かく的下位のドラゴンらしいことは事前に調べていたクロワールであるが、それでも三人しかいないパーティ相手に逃げ出すような相手ではない。

「逃げ出してる？」

「そんな、反応、ですが。彼かれらが、そんな、簡単に、逃とう亡ぼうを、選せん択たく、する、わけが……」

　あるかもしれない、とクロワールは自分の言葉の最中に考えを変える。

　ドラゴンと言う魔物は知能もあり、かなり賢い生き物でもあるらしい。

　通常、ドラゴンが自分に匹敵する存在に出会うことなどほとんどないので、ドラゴンが逃げ出す、と言った状じよう況きようになることが無いわけだが、今彼らを狩りに向かっているメンバーのうち、クロワール本人と空を飛んでいるリアリスは一応一いつ般ぱん的てきな存在だとして、問題は蓮弥だ。

　一人で一軍が使用する魔力のほぼ全てを肩かた代がわりすることができるだけの魔力の保有量を誇ほこり、あの魔族すら一騎打ちで屠る技量の持ち主である。

　危険度、と言う点において既にこの人はドラゴンに匹敵しているんじゃないだろうか。

　そんな考えがクロワールの中で頭をもたげる。

　それはそんなに馬ば鹿かげた考えでは無いように、クロワールには思えたのだ。

「どうした？」

「いえ、別に。それで、ですね。一つだけ、反応が、この先に、残って、いるんです」

「逃げ遅おくれた？」

「どうで、しょう？　逃げる、つもりなら、さっさと、逃げる、と思う、のですが。反応は、その場所、から、動こうと、しないんです」

「ドラゴンかな？」

　尋ねられてもそこまでは分からない。

　クロワールは肩かたをすくめてみせた。

「大きさ、からして、その、可能性は、高いと、思います」

「じゃあ、そいつを調べてみるか」

　そう言って蓮弥は空を飛んでいるリアリスへと視線を向ける。

　上空を飛び回っていたリアリスの入っている鎧は、その視線に導かれるようにしてすっと蓮弥達の所まで下りてきて、地面近くでぴたりと止まった。

「リアリス、起きてるか？　意識を失うと死ぬかもしれないぞ？」

「レ、レンヤさん……この扱いは……あまりに酷い……」

　切れ切れに聞こえてきたリアリスの声。

　あれだけ振り回されて、叩たたきつけられても意識だけは失わずに済んだらしい。

　ミスリルが装着者の意識に反応する金属である以上、気絶して意識を失えばその効果は著しく減る。

　意識がある内は、相当激しい扱いをしても中の装着者が怪我をするようなダメージを受けることはほぼ無いことは蓮弥が確認済みだ。

「ドラゴンっぽいものを見つけたから、そこへ行く。気をしっかりと持てよ？」

「が……がんばります」

　くぐもってはいるが、意外とはっきりした答えに、まだ当分は大丈夫だろうと蓮弥は思う。

　重量が重量なので、鎧を運ぶのに消費する魔力を心配していた蓮弥だったのだが、いざ使ってみれば確かに大量の魔力を消費したものの、維い持じしきれない量でも無い。

　一度除装してしまうと、また装備させる手間がかかるので、蓮弥は鎧をそのまま〈操作〉の魔術で運ぶことにする。

「じゃあ、いこうか」

　クロワールを促して、クロワールが感じたと言う反応のある場所へと向かう蓮弥。

　しばらく歩いた蓮弥とクロワールは、やがて少し開けた場所へと出て、そこですぐには信じられないような光景に出くわした。

「なぁ……あれはなんだと思う？」

「私に、聞かれ、ましても……」

　蓮弥達の目の前に現れた光景は、なんとも言えない光景であった。

　そこはクロワールが感じた通りに少し開けた場所となっていたが、その場所の中央には体長10ｍ程の赤い鱗のドラゴンが、片方が地面に打ち付けられた太い鎖に首輪でつながれてじたばたと暴れていたのだ。







第五章　どうもそう言うことらしい







　酷く弛し緩かんした、あるいは酷く間の抜けた空気が流れる中、蓮れん弥やはなんとなく申し訳程てい度どに近くの岩の陰かげに隠れ、その陰からそっと顔を出して様子を窺うかがう。

　その頭上ではふよふよとリアリスの入った鎧が浮いた状態になっているので、隠れる意味等何も無かったのだが、何な故ぜか蓮弥はそうしないといけないような気がしたのだ。

　クロワールも、なんとなくと言った様子で蓮弥の背中に貼り付く。

　二人の視線の先では、赤い鱗のドラゴンが自分を縛り付けている鎖をどうにかこうにか引ひき抜くか千切ろうとひたすらもがいている。

　鎖の片方は地面に打ち込まれているが、よほどしっかり深々と打ち込まれているのか、抜ける気配がまるでない。

　鎖本体も、蓮弥の所からでは詳細な太さまでは分からなかったが、相当丈じよう夫ぶな代物らしく、ドラゴンが吼え声を上げながら引っ張るが、いくら引っ張ろうともびくともしない。

　素材が特殊なのか、魔術で強化されているのか。

　いずれにしても10ｍクラスの魔物の行動を完全に封じ込めるだけの強度のある鎖ならば、普ふ通つうの品物ではないだろうと蓮弥は思うが、出所が分からない。

　取りあえず、その疑問は脇わきにどけておくとして、早さつ急きゆうに考えなくてはいけない問題が一つある。

　その問題とは、その普通じゃない品物がこんな場所で、何故ドラゴンの首に巻きついており、ドラゴンがここに拘こう束そくされているのか、と言う事だ。

　まず間違いなく自然にそうなったわけがない。

　だとすれば何者かが意図的に行った行こう為いである、となるわけだが、その場合今度はどう言った意図でもってこんなことをしたのかと言う疑問が発生する。

　ドラゴンの首に首輪をつけて、その行動を束縛するような真ま似ねができると言うことは相当な実力を持った存在がそこにいたのだろうと推測できる。

　しかし、それだけの実力のある存在ならば、例えばドラゴンを狩りに来たのであれば、さっさと狩り殺して持ち帰ればいいだけの話であるし、捕獲目的なのであれば、鎖の片方を地面に打ち込んでいる意味が分からない。

　なんらかの運搬手段を持ってくる間の拘束なのだろうか、と蓮弥が思い始めた時、クロワールが蓮弥の背中をちょんちょんと突つついて注意を促した。

「どうした？」

「あの、どらごんの、首の、辺りに、何か、ぶら下がって、ます」

　言われて目を凝らした蓮弥は、確かにクロワールが言う通りに、ドラゴンの首輪にまるで犬や猫の名札のようなものが、ぷらぷらと揺ゆれているのに気がついた。

　金属の光沢を持ったその札の表面には、何事か書かれているようであったが、蓮弥の視力ではそこになんと書いてあるのかまでは判別できない。

「何か書いてあるが……見えないな。まさか名札？　ドラゴンをペットにするような奴やつっているのか？」

「無茶、すぎます。人族の、国の、中では、龍に騎乗する兵士、を持つ、国もありますが。所持して、いるのは、ワイバーンが、精々です」

　ちなみに、亜龍と竜は全く別物です、とクロワールは薀うん蓄ちくを語ってみせた。

　亜龍とは、ワイバーンであったり、岩龍であったり、ドレイクであったり、シーサーペントであったりと、とにかくドラゴン以外でそれっぽい魔物を指す言葉であり、竜とはドラゴンだけを指すのだそうだ。

「古代には、竜に騎乗する騎き士し、もいた、そうですが。今は、一人も、いません」

「なるほどね。だとすれば、一体誰だれがこんなことを？」

「わかりません。わかりません、が、あの札に、書いて、ある、文字。なんとなく……」

「なんとなく？」

「贈答品と、書いて、ある、気が、するんです」

　思わず蓮弥は背後を振り返り、クロワールと顔を見合わせてしまう。

　何を馬鹿な事をと言いかけた蓮弥であったが、振り返った先のクロワールが自分で言った言葉に自分で全く納なつ得とくしていない表情を見て口を噤つぐむ。

「誰から誰への？」

「さぁ？」

　分かるわけないじゃないですかと言わんばかりに投げやりなクロワールの返事に、さもありなんと思う蓮弥。

「取りあえずリアリス。一発かましてみようか」

「私……ついにドラゴンに撃うち込まれるんですね」

　たっぷりと諦あきらめの感情の籠こもった声で、小さく呟つぶやくようにリアリスが言う。

「最期に……アズ君にちゃんと返事してあげるんだったな……」

「おいこら、何死んじゃう雰ふん囲い気き出だしてるんだ？　お前に死なれたらアズに合わせる顔がなくなるじゃないか」

　ぴくりとも動かない、実際は鎧よろいの自重のせいで内部からはぴくりとも動かせないのだが、その鎧の中から、ぽつぽつと呟くリアリスの声に、蓮弥が心外だと言わんばかりの表情でその表面をぺしっと手のひらで叩く。

　血で汚よごれている表面を叩いてしまったせいで、手のひらについてしまった血を、蓮弥は隠れている岩の肌はだへなすりつけながら。

「ちゃんと実験済みだと言っただろうに。最高速度で岩に叩きつけても、ちゃんと意識があれば痛いなぁ位のダメージで済むから心配するな。意識だけしっかりと保て」

「アズ君……私、汚されちゃったよぉ……」

「人聞きの悪い台詞せりふをぬかすな。汚されたって主に血だろうに」

　蓮弥はこの攻こう撃げき方法を思いついた時に、最初は鎧を完全密閉型にしようと考えていた。

　そうしないと、魔物にぶつけた時に血やら何やらが隙すき間まから内部に入り込み、中にいる装着者が酷い状態になることが簡単に予想できたからだ。

　だがすぐにその件については諦めた。

　密閉してしまえば、当然装着者が窒息するからだ。

　むしろ、窒息の可能性を無くすために、あちこちに隙間をつくるべきだと考えたのである。

　中ちゆう途と半はん端ぱな隙間では、血のりや肉にく片へんが詰つまってしまう可能性がある。

　それ故に蓮弥は鎧のあちこちにスリットや小さな穴を開けて通気性を良くしたのだ。

　そのおかげで窒息する可能性は全くなくなったが、代わりに血やら何やらは鎧の内部へ入りたい放題状態である。

「身体を洗いたい……べとべとして生なま臭ぐさい……」

「後でお湯とか用意してやるから、我が慢まんしろ」

「はい……」

　ようやく覚悟が決まったらしいリアリスを、勢い良く発進させようとしてドラゴンの方を向いた蓮弥は、そこにあった光景にリアリスの投とう擲てきを思いとどまって、ぽかんとした表情になる。

　既にそちらを向いていたクロワールは、遠くて空うつろな目のままだ。

　そこには、鎖を引きちぎることを諦めたドラゴンが、伏ふせた姿勢から前足で自分の頭を抱かかえて丸く蹲うずくまっていると言う蓮弥の想像の範囲を超えた光景があった。

　どうやら、蓮弥が攻撃態勢に移ったことを悟さとったらしいが、ぎゅっと目を瞑り、ぷるぷると震ふるえている姿はいかに巨体のドラゴンとは言え、どこか滑稽で哀あわれに見える。

　流石さすがに蓮弥もその光景を前にして、無慈悲に一撃を加えることができないくらいであった。

「おい、そこのドラゴン」

　自分の持つ異世界言語の技能が、どこまで通用するものなのか分からなかったが、蓮弥はドラゴンに通じるようにと念じながら、声をかけてみた。

　蓮弥に声をかけられたドラゴンが、ぎゅっと瞑っていた目を片方だけ開けて、様子を窺うように蓮弥のいる方向を見る。

　どうやら通じたらしいことは、そのドラゴンの様子からなんとなく蓮弥は察する。

「そちらに攻撃の意思がないなら、一度尻尾で地面を軽く叩くか、返事をしろ」

　ぺたん、と弱弱しくドラゴンが尻尾で地面を叩いた。

　それを見た蓮弥は、いつでも防ぼう御ぎよの魔術を展開できるように準備しつつ、隠れていた岩陰から出る。

　その背後でゆっくりとリアリスの入っていた鎧が地面へと下ろされた。

「ドラゴン、に、共通語、って、通じるの、ですね」

　驚おどろいたようなクロワールの言葉に、どうやら竜に通じる専用の言葉と言うものは無いらしいことを蓮弥は悟る。

　もしあるのであれば、蓮弥の言語技能がそれを選択して、変へん換かんしてくれるはずだったからだ。

「クロワール、俺おれはあのドラゴンとちょっと話をするから、君はリアリスの鎧を外してくれるか？」

「了りよう解かい、です。……外す、前に、外側を、拭いて、差し上げないと、どこを、触ったら、いいかも、分からない、ですね、これ……」

　血のりと肉片でぎとぎとになっている鎧を前に、触ることをためらうクロワールへ、インベントリの中から雑巾と水の入った樽を取り出してクロワールへ渡し、蓮弥は一人でドラゴンへと近づいていく。

　いつドラゴンが急に動き出してもいいように、緊きん張ちようしつつ歩く蓮弥だったが、ドラゴンは伏せの状態から動こうとはせず、開いている片方の目だけで蓮弥の動きを追っている。

　やがて蓮弥はドラゴンの身体に触れられる距きよ離りまで近づき、そっと手のひらをドラゴンの身体に触れさせた。

　蓮弥の手のひらが身体に触れた瞬間、びくっと震えたドラゴンであったが、蓮弥がそれ以上は何もしてこないことが分かると、小刻みにぷるぷると震える状態に戻もどる。

　相当怯えているらしいことは蓮弥にも分かるが、何にそんなに怯えているのかが分からない。

　取りあえず触れさせた手のひらでドラゴンの身体を撫でてみる。

「やはり鱗が硬いな。良い素材だ。弾力性も申し分ないし、軽く押して、押し返してくる感じからすると肉質も相当いいんじゃないかこれ」

　身体が相当大きいから、肉はきっと真っ赤だよな、等と呟く蓮弥。

　その呟きを聞いているドラゴンは、震えを大きくし、あろうことかその瞳ひとみからぽろぽろと涙なみだを零し始めた。

　まるで肉牛の肉質を見る業者さんのように、両手の親指などでドラゴンの肉質を確かめていた蓮弥は、ドラゴンが泣き出したのに気がついてぎょっとするが、すぐにこのドラゴンが人の言葉を理解していることを思い出して、慌あわててフォローする。

「いや、別に食うと決まったわけでは……」

〈その選せん択たく肢しもあると言うことじゃないかーっ！〉

　突とつ然ぜん聞こえてきた声に、リアリスの鎧の留め金と格闘していたクロワールが驚いた表情で蓮弥の方を見る。

「念話？」

〈あ、はい。すみませんっ。急に話しかけてしまいまして〉

「意思疎通ができるならなによりだが……なんでこんな所で鎖に繋がれてたんだ？　それに贈答品の札まで下げて……食べられたい願望の持ち主？」

〈違いますっ！　実はですね……〉

　即そく座ざに否定したドラゴンは、自分の置かれた状況に関する説明を始める。

〈この付近には10頭くらいのドラゴンが生息していたんですが、貴方あなた達たちが近づいてくることは大分前から察知しておりまして、また馬鹿な人間が性懲りも無くドラゴン討伐だーとか抜かして血迷ったんだろうくらいにしか思ってなかったんですが〉

「ふむ？」

〈あの常識も理性も無いハエが何匹びきか襲しゆう撃げきに行った時、何かとんでもないことしましたよね？〉

　問われて蓮弥は首を捻る。

　ハエと言うのはたぶん、ドラゴン達から見たワイバーンのことなのだろうが、とんでもないことと言うのには心当たりが無い。

〈何か常識はずれなことをされたはずです。その時に私達が感じた魔ま力りよくはとんでもない量でした〉

「あー？　もしかしてあそこに転がってる鎧を〈操作〉の魔術で投げつけたことか？」

　クロワールが悪戦苦闘しながらなんとか留め金を外し始めた金属の塊かたまりを指差すと、ドラゴンが抱えていた頭から足を離はなして、少しだけ首をもたげ、蓮弥をまじまじと見つめた。

〈何してんですか、貴方あなたは〉

「ワイバーン退治」

　即そく答とうされて、処置無しといった風にドラゴンはまた顎あごを地面に付けると両前足で頭を抱え込んだ。

〈と、とにかく。その時に感じた魔力の量から、私達は絶対的にヤバいものが近づいていると悟り……〉

「逃げることにしたが、ただ逃げたのでは追いかけて来られると思ったから、トカゲの尻尾切りとして１匹残していこう、と言うことになったのか？　もしかしてお前って、この辺のドラゴンで一番弱い個体？」

　後を続けるように蓮弥が言えば、ドラゴンはどこか情けなさそうな表情を浮うかべる。

〈おっしゃる通りで……他ほかのドラゴン達に袋叩きにされて、こんな有様です〉

「それでご丁てい寧ねいに鎖つけて首輪に贈答品の札まで付けたのか……一応お前らって強い方の魔物なんじゃないのか？」

　どうりで引きちぎれないはずだと、蓮弥はドラゴンの首輪に繋つながっている鎖を見る。

　ドラゴンがドラゴンを拘束するために使った鎖なのだから、ドラゴンの力で切れるわけがない。

〈そうでもないですよ……人族が勝手にそう言ってるだけで〉

　上位種や古代種と言ったドラゴンであれば、確かに最強と言う呼称がつけられるくらいの強さを誇っているのだが、このドラゴンは自分をノーマルなドラゴンだと言い、人から見れば確かに強力な魔物ではあるのだが、例えばそこそこの地位の魔族なんかと戦えば、あっさり殺される程度だと言う。

〈どうか命ばかりはお助けを……それ以外ならかなりな所まで我慢しますから……まだ３００年くらいしか生きてないんです……可愛い雌といちゃいちゃとかしたい年とし頃ごろなんです〉

　雄なのかお前、と言う驚きと、そういうぶっちゃけ方ってどうなんだろうかと言う疑問の両方を感じつつ、蓮弥はさてどうしたものかと、ドラゴンの鱗がついた肌をぺちぺちと叩くのであった。

　蓮弥は考えをまとめる。

　現在の戦果は岩龍は討伐証明すら取ってこなかったので数に数えないものとして、ワイバーンが15匹討伐と言う結果が残っていた。

　こちらは魔石を回収しているので、容易に討伐が証明できる。

　全てリアリスの戦果として報告してみても、全ては信じてもらえないだろうから、話半分としておよそ７匹前後の討伐くらいは、リアリスのものにできると蓮弥は踏ふんでいるが、ワイバーン７匹討伐と言う戦果がどの程度の実績になるのか、と言う点が不明瞭だ。

　蓮弥からしてみれば、分厚い鎧をぶつけたら落ちた、程度の認にん識しきなのでワイバーンの討伐に大した難易度を感じていない。

　こんなに簡単に倒せるものを、数かず倒たおしてみた所でいくらの実績にもならないのではないか、とすら思っている。

　実際は、ワイバーンも岩龍もＣランク程度の冒険者のパーティがどうにかこうにか倒せるだろうくらいの強さの魔物であり、数を稼かせぐような魔物ではない。

　しかし、その事をこの場で指し摘てきできる唯ゆい一いつの人物であるリアリスはいまだにその分厚い鎧の中におり、それを一いつ生しよう懸けん命めい救出しようとしているクロワールはそこまで冒険者の実力等について知識があるわけでもなく、蓮弥の考えの間違いを指摘できる人物がいないと言う状況だった。

　蓮弥は傍らで蹲っている竜を見下ろす。

　やはり間違いないのはドラゴンを討伐することだろう。

　どんな御お伽とぎ噺ばなしでも、ドラゴンを討伐した者には最高の名誉が与あたえられるものだ。

　それはこの世界においてもおそらく違いはないだろうと蓮弥は思う。

　だが、この巨体を可能な限り縮ませて、必死に命いのち乞ごいをするドラゴンを、慈悲をかけずに討伐できるかと問われれば、蓮弥は否としか答えようがない。

　向かってくる相手であれば、それがどれだけ脆弱な存在でも笑いながら踏み潰せる自信はあったが、助けてくれと懇願する相手へ拳こぶしを向けることは出来るならば避けたい蓮弥だ。

　まして、このドラゴンは取りあえず、蓮弥達たちにはなんの危害も加えてきていない。

　無害とは言えないが、敵意の無いドラゴンを、いくら友人の想おもい人の為ためとは言え、手にかけるのはどうしても躊躇ためらわれてしまう。

　たとえそれが、雌といちゃいちゃしたいとぶっちゃけるようなドラゴンであっても。

　たとえそれが、雌といちゃいちゃしたいとぶっちゃけるようなドラゴンであっても。

　たとえそれが……。

「なんか、適当に狩ってもいい気がしてきたな」

　ちゃらちゃらとしたドラゴンなど、存在する意味もないだろうと思い始めた蓮弥が、平坦な声でそんなことを言うと、伏せの姿勢のまま、ドラゴンが尻尾でぺたんぺたんと抗こう議ぎするように地面を叩く。

〈嫌いやだーっ！　なんでもしますから助けてくださいっ！〉

「ふむ。なんでもね……」

　一応言げん質ちは取れたわけだが、と蓮弥は考える。

　ドラゴンの討伐証明にはどうしても魔石が必要になる。

　魔石はドラゴンの心臓の上か、頭の中にあるのでそれを取り出す為には、胸か頭を開いてみる以外に手がない。

　そして蓮弥は、開く方法はあってもそれを戻す術が無い。

　大概の生物は頭を開かれたり、胸を開かれたりしたまま放置すれば、死んでしまう。

　さて困ったな、と蓮弥は腕うで組ぐみをした。

　どうしたものかと空を見上げ、再び視線をドラゴンへと向けた時、蓮弥はそれを見つけた。

　蓮弥から、ドラゴンをはさんで対面する場所に。

　唐とう突とつに何の脈絡も無くそれは立っていた。

「やぁ、こんにちは」

　ひょいと右手を上げて挨拶してきたそれは、形容するならば包帯でできたぬいぐるみの出来損ないのような格好をしていた。

　相当分厚く包帯が巻かれているのか、それとも中にそういう物が入っているのか、とにかく包帯の塊は一応人の形をしてはいたが、性別や種族と言ったものを表すような情報を全て塗ぬりつぶしてしまったようなのっぺりとした身体を晒さらしている。

　頭にあたる部分すら、目や口の露出がなく、これで見えているのだろうかとか、何故声がくぐもったりしないのだろうか、と言う疑問が次から次へと湧わいてくる。

　一応、声は高めの女性のような声だった。

「あれ？　挨拶したのに返事が無いねぇ？」

「お前一体……どこから現れた？」

　気配を感じなかった、と言うことに関しては前例があるので驚くほどのことでもない。

　しかし、かなり鋭い聴覚を持つクロワールにすら気づかせずに唐突に現れたと言う事実は蓮弥に驚きを与えるのには十分すぎた。

　その驚きから立ち直れずに、どこか呆ぼう然ぜんと尋たずねる蓮弥だが、その手は自然に腰こしの刀へと添えられている。

　蓮弥にとっては半ば条件反射と化している行動に、包帯の塊は慌てて両手を前へ突き出した。

「待って待って。別に怪あやしいモノじゃないよ。通りすがりの包帯さんだよ」

　包帯が通り過ぎるわけがないだろうと思いながら、蓮弥はそれを睨にらみつける。

「その自己紹介で怪しくない部分があるのか？」

　必要とあれば、間にいるドラゴンごと斬きり捨てるつもりで身構えつつ、蓮弥はちらりと視線をクロワールの方向へと向ける。

　包帯が現れるまでは必死にリアリスが入っている鎧の除装を行っていたクロワールではあるが、機敏に蓮弥の反応を察知したのか、岩陰に隠れてそっとこちらを窺っているのが見えた。

　無論、鎧は放置状態である。

　クロワールの腕わん力りよくでは、ひきずることすらできないのだから当然と言えたし、リアリスに関しては状況はともかくとして、鎧の中にいるのが一番安全だとも言える。

「お困りのようだよねぇ。ここは一つ親切な通りすがりの包帯さんに相談してみる気はないかなぁ？」

　腰から上の身体を傾けて、尋ねる包帯の塊の言葉を、蓮弥は鼻で笑った。

「その誘さそい方で相談する奴は馬鹿だな」

「そうかなぁ？　降って湧いた幸運に飛びつく人は多いと思うけどなぁ」

　包帯は、突き出していた手でドラゴンの身体をぽんぽんと叩く。

　ドラゴンは、蓮弥に向けたのと同じような視線で包帯の塊を見ており、動く気配がない。
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「お困り事を当ててみようか？　このドラゴンをなんとかして利用したいんじゃないかなぁ？」

　蓮弥は答えない。

　その沈ちん黙もくを包帯はどうとったのか、変わらぬ口調で続ける。

「殺してバラすだけなら簡単だろうから、殺したくない理由でもあるのかなぁ？」

「お前……」

「私ならなんとかできるけど、どうする？」

　警けい戒かいを強める蓮弥の様子に、全く頓着しない包帯は、両手を広げてくるくる回りだす。

　隙すきだらけのその行動は全く何も考えていないのか、それともいつでも斬りかかれる蓮弥の事など気にする必要も無いと思っているのか。

「何をどうするつもりだ？」

　油断なく、包帯の行動に目を配りながら蓮弥は尋ねた。

　包帯は回るのを止めて、またドラゴンの身体をぽんぽんと叩きだす。

「どうしたいのかによるよねぇ。例えば、魔石を取り出したいだけなら……」

　包帯の塊が両手を掲げる。

　その包帯の隙間から、金属音と共に様々な形の刃やいばが姿を現したのを見て、蓮弥がわずかに身体を後ずらせた。

　そんな蓮弥の様子は目に入らないのか、包帯は高らかに宣言する。

「私ならば、このドラゴンを死なせることなく、解体することが可能だよ」

　やたらと物ぶつ騒そうな宣言に、ドラゴンが一度大きく身体を震ふるわせた。

　蓮弥はその様子に小さく溜ため息いきをつき、一つ尋ねてみる。

「麻酔とか用意してるのか？」

「え？」

　出したばかりの刃物をすぐに引っ込める包帯に、蓮弥が問いかけると、包帯はどこか間の抜ぬけた声で返事をする。

「麻酔だよ、麻酔。麻酔無しで解体なんてできないだろう？」

「ああ、大丈夫だよ。死ぬほど痛いだろうけど死なないから」

　あっけらかんと言い放った包帯の言葉に、ドラゴンの顔が引き攣る。

　多分今、自分はものすごく珍めずらしいものを見ているのだろうと思いつつ、蓮弥は首を横に振った。

「それはいくらなんでも惨むごすぎる」

　意識のある状態で、麻酔無しで開胸手術を施ほどこされるなど、される側からすればたまったものではないだろうと言う蓮弥に、包帯は腕組みっぽい行動をして唸る。

　腕も分厚い包帯の塊なので、組みたいのだろうなと言うことは分かるが、全く組めていない。

「じゃあ……そうだなぁ。ドラゴンが了りよう承しようするなら、使役できるようにもしてあげられるんだけどなぁ」

　使役、と言う言葉に蓮弥の表情がぴくりと動く。

　討伐しました、と言う証しよう拠こを見せる為にはその魔ま物ものから抉えぐり出した魔石が必要となるわけだったが、それだとどうしても目の前のドラゴンを殺す必要が出てくる。

　もしくは麻酔なしで魔石を抉られるドラゴンのもだえる様子を延々と見物する必要がある。

　だが、こんなん捕まえましたけど、と現物を見せるならば、面めん倒どうな処理も必要なく、説得力についてはこれ以上のものはないはずだ。

　ただ、どうしても蓮弥は目の前のぬいぐるみのできそこのないの怪しさが気になる。

　少しでも敵意等があればまだ良かったのだが、妙みようにフレンドリーすぎるのだ。

　蓮弥としてはぬいぐるみにも包帯にも知り合いはいない。

　つまりはフレンドリーな対応をされる覚えが無いのに、この包帯の塊は蓮弥が武器に手をかけていることなど気にせずに、親しげに話しかけてくる。

「お前、一体誰なんだよ？」

「それはまぁ色々と終わってからでいいんじゃないかなぁ？」

　問題を棚上げしようとする包帯ではあるが、蓮弥はそれに乗る気はない。

　すらりとよどみない動作で刀を抜き放つと、その切っ先を包帯の顔であろう場所に突きつける。

「誰かも分からない相手に頼みごとなどするかよ」

　軽く威圧したつもりの蓮弥であったが、包帯にはまるで通じなかったらしい。

「え？　あ、それは私の顔が見たいと言うことなのかなぁ？　ちょ、ちょっと待ってねぇ。計算しないとさぁ……施術から定着までがこれくらいだから……無理しなければ大丈夫かなぁ？　あんまり激しくされると歪みが……補正は可能だと思うけど」

「何をぶつぶつと……」

　突きつけられた切っ先にはまるで興味を示さずに、包帯の塊は両腕をぱたぱたさせながら、ぶつぶつと何事か呟き始めた。

　呆気に取られる蓮弥の前で、しばらくそうしていた包帯の塊は、やがてひとつ、よしっと頷うなずくと。

「おっけー。包帯外すねぇ」

　そう言ってただの包帯を巻いた筒つつと化している両腕で自分の身体をまさぐり始めた。

　外れるんだろうかと、うろんげな視線で見つめている蓮弥の視線の先で、しばらくじたばたとしていた包帯の塊は、やがて動くのを止めしばらく考え込んだ後に蓮弥との間にあるドラゴンの身体をぐるりと迂う回かいして蓮弥の目の前まで歩いてきた。

　そのあまりに無防備な行動に、思わず蓮弥は突きつけていた刀を鞘さやへと納めてしまう。

「何？」

「どうやら自分で外せないみたいでねぇ。外してくれないかなぁ？」

　お願いしますとばかりに両手を差し出す包帯の塊。

　だったらどうやってその包帯巻いたんだよ、と言いたい蓮弥であったが、言ったら言ったではぐらかされるか、妙な答えが返って来そうな気がする。

　どこか釈然としない思いを抱えつつ、促うながされるままに蓮弥は差し出された手の包帯を解きにかかった。

　しかしこれが予想外、ではなく蓮弥が予想したとおりに非常に面倒な作業となった。

　なにせかなりな太さになるまでぐるぐる巻きにされている包帯である。

　中に何が入っていてどれくらいの太さなのかもさっぱり分からない状態であるが、生半可な量の包帯ではない。

　つまりは解いても解いても、後から後から包帯が現れるのだ。

　解いた包帯が足元に山を作り始めても、中に入っているものが見えてくるような気配が無い。

　実は中に誰かなど入ってはおらず、芯しんまで包帯なのではないか、とすら思えてくる量の包帯が、蓮弥の足元へ溜まっていく。

「やぁ、お手数をかけるねぇ。でも、これくらい巻いておく必要があったんだよ」

　蓮弥に包帯を解かれるがままに、じっとしている包帯が苦にが笑わらいのような声を上げた。

　そういえば、先ほど包帯の隙間から顔を出した刃の山は一体どこへ言ったのだろう。

　そんな疑問を蓮弥が抱き始めた時、ようやく解いていた包帯の中から、ほっそりとした白い腕が姿を現したのだった。

　足元に、くるぶしくらいまで埋まるような量の包帯が落ちている。

　その真ん中に立っているような状態で、蓮弥は包帯の中から出てきた白い腕をしげしげと見つめた。

　見た感じはほぼ間ま違ちがいなく女性の腕だった。

　それも力仕事やら荒事等は全くしたことのないような、筋肉のほとんど付いていないしなやかな腕。

　シオンやローナは長剣やらメイスやらを振り回す訓練をしているので、女性らしさは残しつつもしっかりと筋肉が腕についている。

　クロワールは流石はエルフと言うべきなのか、外見上ほとんど分からないくらいの筋肉しかついていないが、それでもちゃんと見れば、それなりの鍛え方はしていた。

　しかし、蓮弥が包帯の中から掘ほり出したその腕は、そう言った事を生まれてこの方一度もしたことがないような感じの、いわば良いトコのお嬢様のような肉付きの腕である。

　と言うことは、包帯の中身はどこか良いトコのお嬢様なのだろうか、と一いつ瞬しゆん蓮弥は考えたが、すぐにその考えを無いなと打ち消す。

　ドラゴンの住処であり、近くにはワイバーンなんかがぶんぶんと飛んでいる現在位置は、完全に危険地帯であり、良いトコのお嬢様が大量の包帯を身体にまきつけて、のこのこと散歩をするような場所ではない。

　しかも相手は一人だ。

　共をつれている様子も無いのだから、お嬢様なわけがない。

「腕が出たなら、後は自分で外せるだろう？」

　そもそも、蓮弥くらいの実力の持ち主でなければ、この場所まで来ることすら難しいはず。

　そんな場所に、こんな腕の持ち主が一体どうやって来れたのか、と言う疑問を感じつつ、蓮弥がそう言うと、包帯はもう片方の手も蓮弥に差し出した。

「なんだ？」

「途と中ちゆうで止めないで欲ほしいねぇ。手をつけたのだから、最後まで外してくれないかなぁ？」

　何をふざけたことをと言いかけて蓮弥は止める。

　自分を落ち着かせるように一つ深呼吸をしてから、差し出された方の手を取った。

「わかった、じっとしていろ」

　そう答えてもう片方の腕に巻かれている包帯を外しながら、蓮弥はこっそりと〈操作〉の魔ま術じゆつで放置されているリアリスの鎧をそっと浮かせて、クロワールが隠れている岩陰へと運ぶ。

　もし、逃にげなくてはならない状じよう況きようになった場合、鎧は捨てていけばいいが、中身のリアリスは捨てていくわけにはいかない。

　そうすると、何かあった時のために、リアリスにはさっさと鎧の中から出てもらわなければならない。

〈操作〉の魔術で運ぶ方法もあることにはあるが、緊急の場合はそれが可能な状態にあるとは言い切れない。

　包帯を外すのに、少し手間取っているような振りをして、蓮弥は時間を稼ぐ。

「お手数をかけるねぇ」

「全くだ。なんのつもりでこんなに大量の包帯を……」

「ちょっと大き目の術を施術したんだけど。安定まで維い持じする為に必要な処置だったんだよねぇ」

「なんのことやら……ほら取れたぞ」

　蓮弥がそう言うと、包帯の両腕が包帯から解放された。

　身体と両足と頭はまだ分厚く包帯が巻かれた状態であり、包帯でできた太い棒の両側から、ほっそりとした女性の腕が伸のびている光景は、不気味と言えばいいのか、滑稽だと言えばいいのか、蓮弥には分からない。

「次、頭お願いするねぇ」

「自分でやれよ……」

「お願いだよぉレンヤ君」

　笑えみを含ふくんだ声に、蓮弥の表情に緊張が走る。

「お前……俺の名前を？」

「ふふ……そんなことより頭の包帯も外しておくれよねぇ。後ろのエルフのお嬢さんが、あの鎧の中の人族を救出する時間が必要だろ？」

　小さく含み笑いする包帯に、蓮弥は隠そうともせず舌打ちをする。

　クロワールの動きがバレているのは仕方が無いとしても、まさかこの不審人物が自分の名前まで知っているとは思っていなかった蓮弥だ。

「そんなに警戒しなくても大丈夫だよ？　心配ならこうやって後ろ手に組んでおくからさぁ」

　自由になった両腕を、自分の背後へと回して指を組む包帯の塊。

　蓮弥はここで少しだけ迷った。

　言われるままに包帯を外しにかかるか、それともこの至近距離から抜刀で斬りつけるか、の二択でだ。

　ほんのわずかな逡巡の後、蓮弥は包帯の頭の部分を取り外しにかかった。

　斬きって斬れないことはない、とは思ったのだが、今の所まだ斬り捨てるだけの理由が無い。

　怪しいから、不審だからと斬っていたのでは、斬らずに済むものまで斬る結果しか待っていない。

　力を使わずに取っておくのは馬ば鹿かの所業であるが、使う場所を考えずに使うのは愚おろかな所業だ。

　頭に巻いてある包帯も、信じられないような量であり、よくこれだけの包帯を頭から顔へと巻きつけて窒息しなかったものだと、蓮弥は密かに感心した。

　するすると包帯が解かれていくと、隠されていた顔が露になる。

　その露になった顔を、至近距離でまじまじと見つめた蓮弥は内心首を傾げた。

　それは、こちらの世界に来てから、見たことの無い少女の顔だったのだ。

　髪かみは薄うす紫むらさき色でサイドテールにまとめられており、肌は抜けるようと言うよりは病的に白い。

　耳は極普ふ通つうに人と同じ形だが、いたずらっぽい光をたたえた真紅の瞳は、間近で見るとほんの少しだけ人と形が違ちがうような気もする。

　顔だけで年ねん齢れいを推測するのは中々に難しいことだったが、感じからするとシオンよりもやや年下と言った感じだろうと蓮弥はアタリをつけた。

　それにしても、と蓮弥はその顔をしげしげと眺ながめる。

　相手は蓮弥の名前を知っているようなのだが、何度記き憶おくをさらってみても、やはり蓮弥は目の前にある顔に見覚えがなかった。

　そうすると、相手は一方的に蓮弥の事を知っている、と言うことになるのだが、一体どこから伝わった情報を知っている者なのかの予想が立たない。

　訝しげな蓮弥の顔を、何が面白いのかニコニコと笑え顔がおで見つめる少女。

「なぁ？　どこかで会ったか？」

「そうだねぇ。私は一度会ってるけどねぇ」

　蓮弥の質問に対して返って来た答えは、さらに蓮弥を混乱させる。

　一度会っているならば、蓮弥にも分かりそうなものなのだが、声も顔も全く覚えが無い。

　身体は若いはずなのに、脳みそは前の世界のままなのだろうかと、自分の記憶力に疑問を持ち始めた蓮弥の背後で、クロワールが短く小さな悲鳴を上げるのが聞こえた。

　何事かトラブルか、と振り返る蓮弥の視線の先で、岩陰からほんの少しだけ顔を出してこちらを窺っていたクロワールが叫さけんだ。

「レンヤさん！　そいつから離れて下さい！　そいつは魔族です！」

　かなり焦あせっているのか、使っている言葉はエルフ語のようだった。

　一いつ瞬しゆん、蓮弥はクロワールが何を言っているのか分からず、次の瞬間に勢い良く少女の方を振り返りながら腰の刀を抜きかけて、その動きが止まる。

　蓮弥が攻こう撃げき態勢に入ったのを理解しながら、防御しようともしない少女は、そのいたずらっぽい瞳を細めてクスクスと笑って見せた。

「良い判断だねぇ。抜いてたら、足の一本くらいはもらわないといけない所だったよ？」

　地面に放置していた包帯が、蓮弥の足に絡からみ付いている。

　締しめ上あげる程ほどの力はなくとも、しっかりとその動きを封じるような包帯に、蓮弥は背後を振り返らずに叫んだ。

「クロワール！　リアリスを連れて逃げろ！」

「いやいや、エルフのお嬢さん。クロワールさんって言うのかなぁ。逃げなくても大丈夫だよ？」

　笑みを含んだ声がクロワールへと向けられる。

　岩陰から姿を現したクロワールは、身構えながら少女を睨みつけて言った。

「レンヤさんを置いて、逃げれるわけがありません！」

「エルフ語かぁ……ちょっと苦手だねぇ。通じてるかな？　私の言葉」

「レンヤさんを放しなさい！」

「それは無理だよねぇ。だって解放したら私が斬られてしまうはずだしねぇ」

　少女は自分の頭を手でぽんぽんと軽く叩たたいた。

「やはり髪の色は変えないとダメだねぇ」

「どういうことだ？」

　刀の柄つかに手をかけたまま、蓮弥が尋ねる。

　少女は蓮弥の問いかけに、ちょっと驚いたような表情を浮かべた。

「それはねぇ。薄紫色の髪が魔族の特とく徴ちようだからなんだよねぇ」

「正確には、薄紫色の髪と褐かつ色しよくの肌はだ、それに瞳の形です」

　少女の動作から目を離さず、身構えているクロワールが補足した。

「ですが、貴方は髪の色以外は魔族の特徴と適合していません……何者なのですか、貴方は？」

「魔族っぽいものかなぁ？　まぁ取り合えず」

　頭を叩いていた手を、少女はさっと滑らせる。

　それだけの行動で、薄紫色の髪の色が真紅に染まる。

　それを見ていたクロワールの目が見開かれた。

「そ、そんな……魔族が髪の色を変えるなんて……」

　クロワールの声が震ふるえる。

　蓮弥の目の前の少女が行ったことは、なにやら相当衝しよう撃げきを受ける出来事であったらしい。

「どう言うことだ？」

「魔族にとって薄紫色の髪は魔族たる誇ほこりの証、なんてカビくさい価値観を信じてたんだろうねぇ。そんなことよりもさぁ……」

　魔族の少女は、蓮弥が刀にかけている手をちらりと見る。

　抜けば、斬れる距離とタイミングではあるが、蓮弥は動けない。

　まるで蓮弥を牽けん制せいするかのように、足に絡からまった包帯はその圧力を変化させているからだ。

「その刀にも興味は尽きないのだけれども、取とり敢あえずは手を放して残りの包帯を取ってくれないかなぁ？」

　少女の背丈は蓮弥よりも目線一つか二つほど低かった。

　自然と少女の目線は蓮弥を見上げるような上目遣いになる。

　しかし、その少女の上目遣いは計算した上での行動のような気しかさせない。

「何だと？」

　聞き返した蓮弥に、魔族の少女は身体の部分を覆っている包帯をいじくりながら、笑顔を崩すことなく言った。

「始めた事を途中で投げ出しちゃダメだと思うんだけどねぇ」

「お前……一体誰だれなんだ？」

　鞘に添えた手に、思わず力が籠る。

　一つきっかけさえあれば、一瞬で抜ける状態のままで蓮弥が尋ねると、少女は一度答えようとしてから口を閉ざし、しばし考えた後で、さも楽しそうに笑いながら答えた。

「身体の包帯を外してくれたら、答えてあげるよ？」

　襟の辺りの包帯をつまんで、少女が笑顔で言えば、蓮弥は渋い顔になる。

　攻撃を仕し掛かけるのか、少女の言葉に従うのか。

　しばらくしてから、蓮弥は少女から目を離さないようにしつつ、ゆっくりと刀から手を放した。

　蓮弥が思うに、自分の抜刀速度よりも、既すでに足に絡み付いている包帯が攻撃を行う速度の方が速いはずだ。

　包帯の強度がどれほどのものかは分からないが、わざわざ足に絡みつかせるくらいなのだから、もしかすると即座に蓮弥の足くらいならば切断できる代しろ物ものなのかもしれない。

　両足切断と引ひき換かえに、魔族を倒せるのであれば、この世界の住人にとっては十分見合った結果なのかもしれないが、蓮弥からしてみれば、別に魔族は天敵と言うわけでもなく、目の前の少女は、真偽は別としても攻撃を仕掛けてくる気配は今の所はないようだった。

　で、あれば取り敢えずは相手の要求に応えた方がいいだろうと蓮弥は考えたのだ。

　少女の身体に巻きつけられている包帯の量も、想像される少女の身体つきから考えると、相当な量が巻きつけられているようだった。

　これはまた、手間のかかる作業になりそうだ、と蓮弥が包帯に手をかけた時。

　魔族の少女はそっと爪先立つと、蓮弥の耳元へ唇くちびるを寄せた。

　唐突な動きに、反応できない蓮弥の耳元で、魔族の少女はこう囁いた。

「私はねぇレンヤ。エミル＝ラージャ、研究者だよ」

「……はぁ!?」

　驚おどろく蓮弥の手に思わず力が入る。

　それだけのことで、手と頭の包帯は、外すのにかなりの時間と労力を要したと言うのに、少女の身体に巻きつけられていた包帯は、あっさりと腰の辺りまでするりと外れて地面へと落ちた。

　呆然と立ち尽くす蓮弥の目の前で、首筋からなだらかな曲線を描く白い肌が露となり、くっきりと浮き出た鎖骨のラインと、控ひかえめながら若さゆえの張りと形を保った柔らかな双丘が、少女のわずかな身じろぎに応じて、ふるりと揺ゆれるのだった。

　相手が魔族である、と言うクロワールの警告も忘れて。

　足に包帯が絡みつき、いつでも攻撃される状態にあることも忘れて。

　すぐ近くでドラゴンが、丸まったまま状況の推移を見守っていることなどすっかり忘れて。

　ついでに、背後で警戒中のクロワールと、まだ鎧よろいの中に入ったままでいるリアリスの存在もド忘れして。

　蓮弥は自分が剥いてしまった少女の上半身を凝視してしまった。

　ついでに、手に掴つかんでいた包帯を取り落とした後、隠そうともされずに露になっている双丘を、無造作に両手で鷲づかみにする。

「レンヤさん!?」

「あ、これ。本物だ？」

　むにむに、と揉んだ感かん触しよくを確かめる蓮弥。

　クロワールが背後で、悲鳴にも似た非難の声を上げるのを聞きながら、思う存分に感触を確かめ、引っ張ったりした挙句に、何度か抓つねって少女の表情を確かめた後、ようやく蓮弥は手を離して少女の胸を解放する。

「レンヤ君、君ねぇ……」

　顔が赤くなったり、青くなったり、抓られた痛みに顔を顰めたりしていたエミルは、ようやく解放された胸を、やはり隠すようなことはせず、腰に右手を当て、左手で額を押おさえて怒いかりを抑えたような声を出す。

　蓮弥は平然と。

「前、男だったモノが、女の格好で現れたら、そりゃ確かめるだろ？」

「そ、それはそうかもしれないけれども。いきなり揉んで抓って引っ張ってって、君はオンナノコの胸をなんだと思ってるのかねぇ？」

　抗議っぽいものをするエミルであったが、蓮弥の返答は即そく時じにして簡潔だった。

「主に、脂肪」

「正論すぎて、反論が見つからないねぇ……」

　だめだこりゃ、と溜息をつくエミル。

　何な故ぜか、蓮弥の背後でクロワールも額を押さえてがっかりしたような顔をしている。

「それで、ご感想はどうなのかねぇ」

「脂肪の感触だったぞ？　別に夢やロマンは詰つまっちゃいないだろ、魔族なんだし」

「ああ、そう……まぁいいけどねぇ……それで引き続き、下も外してくれないかねぇ？」

「ああ、わかっ……」

「させませんからね！」

　頷きかけた蓮弥は、背後から飛びついてきたクロワールに首を絞められて、言葉が途中で途切れる。
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「何をしれっと、下まで脱がせる気でいるんですか、レンヤさん!?」

「いや……その、途中で止めると言うのは……どうなのかなぁって」

「相手は魔族ですよ、魔族！　分かってるんですか!?」

「魔族相手にする前に……お前に絞め殺されそうなんだが……」

　クロワールの腕は、的確に蓮弥の気道を塞いでいた。

　腕力の方も魔族を焼いて以来、妙に強くなった気がしているクロワールである。

　喉のどを絞め付ける細い腕は、蓮弥からしてみれば骨を折る気で無理に引き剥がそうとすれば、できないこともない程てい度どではあったが、クロワール相手にそこまでするつもりもない。

　どうにかこうにか、左手でそれ以上絞められるのを防ぐくらいの力でクロワールの腕を押さえながら、右手でクロワールの腕をタップして降参の意を伝える蓮弥だが、こちらの世界にタップは降参と言う意味があるわけがない。

「クロワール……今、あいつが攻撃してくるつもりになったら……二人ともヤバいと思うんだが……」

「……あ」

　言われてようやく気がついたのか、クロワールは蓮弥の首を絞めている力を緩めて、魔族の方を見る。

　エミルは、やはり上半身を隠そうともしない状態のまま、蓮弥とクロワールの様子を見て、笑いをかみ殺している所であった。

「ん？　あぁ、こちらには攻撃の意思はないからねぇ。レンヤ君も斬りかかってこないって、約束してくれるのならば、足のそれ、外してあげるけどねぇ？」

「わかったわかった。刀を抜かないから、これを外してくれ。あと上隠かくせ」

「別に良くないかねぇ？　レンヤ君とて、眼福だろう？」

「オカマの胸を見て喜ぶ趣味はないぞ」

　きっぱりと言い切った蓮弥に、唖然とするエミル。

　蓮弥の背後で、クロワールが思い切り吹ふき出す音が聞こえた。

「だ、誰がオカマだって言うのかねぇ？」

「お前だ、このオカマ魔族。前に会った時は男だったじゃないか」

「あれはあれ！　これはこれ！　この身体は間違いなくオンナノコなんだがねぇ!?」

「嘘うそをつけ。そうホイホイ性別変えられてたまるか。どうせ工事済みとかそういうオチなんだろうが」

　この世界でもシリコンってあるんだな、と言ってのけた蓮弥に、エミルの額に青筋が浮いた。

　顔は笑顔のままであるが、相当怒おこっているらしいことは、蓮弥の背後にいるクロワールからも分かるくらいだった。

「ちょっと、気が変わったよ、レンヤ君。これはこのままじゃ済ませないよねぇ」

「やる気か、オカマめ」

「だ、誰が……」

　蓮弥の足を束縛している包帯の圧力が高まった。

　背後にいるクロワールを突き飛ばして、蓮弥は足に致命的なダメージを受ける前にと、刀を抜き放とうとして、その動作の姿勢のまま固まる。

　その目の前で、エミルの腰から下を覆っていた包帯が、すとんと全すべて落ちた。

「誰がオカマだこらぁ！　ちゃんと確かく認にんしてもらおうじゃないか！」

「は!?」

　まるで当たり前のように、エミルは下半身も裸であった。

　一糸纏わぬ裸身のあまりに唐とう突とつな晒し方に、動きの止まった蓮弥の腕にも、包帯が巻きつく。

　しまった、と思ったときには両腕両足を拘こう束そくされた状態で、蓮弥の身体はエミルの方向へと引っ張られていく。

「何をするつもりだ！」

「そりゃ確認作業に決まっているじゃないかねぇ？」

「確認作業って……」

　ある程度近くまで引っ張られた蓮弥と、エミルの足元から大量の包帯が巻き上がる。

　それは二人を覆い隠すような繭まゆのようなものを作り始めた。

「そりゃ、純情なエルフのお嬢さんにはお見せできない作業に決まっているじゃないかねぇ？」

「わ、馬鹿！　近寄るな気持ち悪ぃ！　俺おれにそっちの趣味は無ねぇ！」

「まだ言うか……レンヤ君、ちゃんと確かめてもらうじゃないか！　その身体でねぇ……」

「寄るな阿あ呆ほう！　しがみつくな！　腰をすりよせるな！　耳に息を吹きかけるな！」

「そんなことを言う口はこれかねぇ……ほら、ちゃんと指で確認しないと……これでもオカマだと言うのかねぇ？」

「な、なんかぬるっとしてぷにっとして生暖かくて柔やわらかい!?」

〈あ、あのー……私そろそろ逃がしてもらえると有難いなーなんて思ったりするんですが〉

　包帯が作った繭の中から、エミルと蓮弥の声がする。

　突き飛ばされたせいで、その包帯に飲まれることはなかったクロワールだが、中から聞こえてくる声はダダ漏れ状態であり、中で何が起こっているのかは、いかにエルフとは言え70年も生きていれば、なんとなくは察することができるくらいの知識の持ち合わせはあった。

　完全に、放置された状態にあるドラゴンが、おそるおそるクロワールに念話で話しかけたが、傲然と見下ろしたクロワールの瞳ひとみに宿った殺気に、即そく座ざに黙だまり込む。

「何、馬鹿な事を言ってるんですか？　逃がすわけがないでしょう？」

〈で、ですよねー……〉

「所でトカゲさん、この繭、貴方あなたのブレスで焼き尽くせたりしません？」

〈え、あの……私はドラゴン……〉

「トカゲさん。質問には即時答えてくれませんと……」

　抗こう議ぎしかけたドラゴンの頭にそっと手を置くクロワール。

　その笑顔の背後に、ドラゴンは何か黒々とした名状し難い存在を感じ、慌あわてて答える。

〈は、はい！　トカゲと致しましては！　魔族の力の籠こもった物品を貫かん通つうする程のブレスは持っていないです！〉

「……ちっ……使えないトカゲですね」

　クロワールの指が、ドラゴンの鱗をつまむと、ぶちっと無造作に引きちぎった。

　皮から鱗が引きちぎられる痛みに、ドラゴンはなんとか耐たえながら、目の前のエルフは本人が自覚していないだけで、通常のエルフよりもずっと高い能力を持っていることを悟る。

　そうでなければエルフが素手で、ドラゴンの鱗を引きちぎれるわけがない。

　ああ、こいつも化物なんだ、とドラゴンは涙なみだに霞む視界にクロワールを捉えながら、諦あきらめたように思った。

「このままだとレンヤさんが魔族に……それだけは絶対にさせません……」

　自分の知る、幾つかの致命的な魔術を思い起こしながら、呟つぶやくクロワールであったが、その危き惧ぐは杞憂に終わる。

　蓮弥とエミルを飲み込んだ包帯の繭から、蓮弥の刀の刃が突つき出でてきたのだ。

　その刃はゆっくり、ぶちぶちと音を立てながら包帯の繭を切り裂き、ある程度の隙すき間まができた所で中から蓮弥が酷ひどく疲つかれた表情で這い出てきた。

　服にあまり乱れはないが、シャツのボタンが外されて、胸むな元もとが大きく開いている。

「レンヤさん!?　御ご無ぶ事じですか？」

「あぁ……なんとか、一線は守りきった」

　なんの一線だろうかと思うクロワールの視線の先で、包帯の繭がぱらりと形を失って地面へわだかまる。

　その中から現れたエミルは、全裸状態ではなく、青のチューブトップブラに同色のホットパンツ。

　襟の高い、くるぶし辺りまで届く長い皮のレザーコートの前を開け放った状態、と言う服装に変わっている。

「私がオンナノコである、と言うことは理解してもらえたかねぇ？　こないだ見せたあれはデコイ、囮おとり、義体！　この包帯は、義体に入っていた精神を、こっちの身体に戻もどして定着させるための呪符帯！　ＯＫ？」

「……分かった。オカマとか言わないから、こっちに来るな……」

　息も絶え絶えと言った感じで言う蓮弥に、不満そうな顔を向けるエミル。

　しかしその顔はどことなくつやつやしているような気がして、クロワールはエミルを睨にらみつけた。

「魔族がこんな所で何をしている？　また何かの悪巧みか？」

　抜ぬき放った刀を鞘へ納めつつ蓮弥が尋たずねると、エミルは少し困ったような表情へと変化する。

「いや、実はねぇ。ちょっと魔族の国の方がいろいろと騒がしくてねぇ。今とても居辛づらい状況なんだよねぇ」

「何を企たくらんでやがるんだ？」

「それは私の口からは言えないよ。一応、魔族なんだしねぇ」

「それで？」

「ちょっとほとぼりが冷めるまで、国を離はなれようとか思ったんだけどねぇ。行くアテもないわけでさぁ。困った所で君の事を思い出したわけだよ、レンヤ君」

　言われた蓮弥は非常に迷惑である、と言う意思を表情としてエミルに伝えるが、エミルは気にした様子も無い。

「どうやってここに来た？　と言うか、なんで俺の位置が分かるんだ？」

「来た方法は転移だよ？　魔族もそれなりに技術を習得すると、個人だけなら転移くらいはできるんだよねぇ。もちろん飛ぶ先の正確な座標が必要になるけど、場所に関してはほら、前にお別れする時にあげたものがあるじゃない？」

「……ペンか」

　エミルに手を出されなくなる印が書けるあのペンが、自分の居場所をエミルに報せているのか、と思った蓮弥であったが、エミルは胸の前で両手を交差させてバツを作った。

「ハズレだねぇ。正解は手の平に書いたマーク」

　どうやら文字通りマーキングされていたらしいことを悟さとった蓮弥。

　魔族に居場所が知られるマーク等、あっても迷惑なだけなのだが、消し方が分からない。

　これはエミルを締め上げて聞き出す以外ないのだろうかと思う蓮弥の思いを察したのか、エミルが言う。

「それで位置が分かるのは私だけだからねぇ？」

「十分迷惑だ」

「そんなつれない事言わないでさぁ。ちょっと面めん倒どう見て欲しいんだよねぇ、私。もちろん、魔族だって言うことは可能な限り隠すし、いろいろとお手伝いもするから、お願いできないかねぇ？」

「できるわけないじゃないですか！」

　蓮弥が答える前に、指を突きつけて拒否したのはクロワールだ。

　相手が魔族と言うことが、すっかり頭から抜け落ちているのか、蓮弥の背後から蓮弥の前へと出てきて、エミルに言い放つ。

「図々しいにも程があります！」

「正論っぽいが……お前も似たような状態だからな、クロワールよ……」

　背後から蓮弥に突っ込まれて、冷ひや汗あせを流すクロワール。

　そんなクロワールをじっと見ていたエミルは、ふーっと長く息を吐はき出すと。

「そっか、ダメかねぇ。仕方ない、またその辺に巣作りでもして……」

「ちょっと待て、そこの魔族……じゃないエミル」

　クロワールをそっと脇わきへどかし、エミルの目の前まで来た蓮弥は、自分の両手をエミルの両肩にぽんと乗せて正面からじっとエミルを見つめた。

「いいだろう、面倒を見よう。条件は正体を隠す事と言わない事、それと家主である俺の言う事には可能な限り従う事、それと仕事の手伝いはすすんでやる、問題を起こさないくらいでいい。それでいいか？」

「レンヤさん!?」

　あっさりと面倒を見ることを了りよう承しようした蓮弥に、クロワールが驚きの声を上げる。

　クロワールからしてみれば、エミルの面倒を見ると言うことは、蓮弥に取ってマイナスばかりで利益があるようには思えなかったからだ。

　しかし、蓮弥からしてみれば、エミルの面倒を見なくてはならない明確な理由があった。

「クロワール、こいつを野放しにするくらいなら、多少の面倒には目を瞑っても目の届く範はん囲いにいてもらった方が間違いなく安全なんだ……野放しにした場合、比喩表現ではなく現実的に国が一つ滅びるくらいの可能性がある」

「う、それは……」

「俺がその面倒を背負い込む義理はないんだが……俺以外に誰に背負わせるか、と聞かれれば、誰でも無理、としか言えない」

「実に明瞭な分析だねぇ」

　笑うエミルに、疲れ果てた表情を浮うかべる蓮弥。

「約束だからな？　頼むから俺の手に負えない面倒は起こしてくれるなよ？」

「おっけーマスター。約束しよう」

　肩に置かれた手をそっと握にぎり、エミルは邪気の無い笑顔でそう答えるのだった。

「取り敢えずはそこに転がってるドラゴンの利用方法からだねぇ」

　エミルがドラゴンに歩み寄り、その頭に手をポンと置く。

　既に諦めてしまったのか、ドラゴンはエミルに手を置かれても、反応がない。

「どうするかねぇこれ？」

「最初は倒たおしてバラして、それでいいと思ってたんだが」

　蓮弥の視線が寝転がっている鎧の方へと向く。

　リアリスは、クロワールが鎧の除装途中で放置してしまっているので、まだ鎧の中にいる。

　あまり気が進まないんだが、と思いつつ、蓮弥は鎧へと歩み寄ると、手早く留め金を外して鎧を開いた。

　中は蓮弥の予想通り、潰したワイバーンやら岩龍やらの血が入り込み、真っ赤でどろどろの様相を呈ていしている。

　救いは、と言えばそれらの血が思ったよりも臭わないと言うことだろうか。

　鎧の中がそれだけどろどろなのだから、当然そこにいたリアリスも同じ程度にどろどろになっている。

　ようやく開いた鎧の中から、半身だけをがばっと立ち上げたリアリスは、血だらけの顔で蓮弥をじーっと見上げた。

「どうした？」

「……もっと……早く救助して欲しかったです」

　どこか空うつろに、恨みがましく言うリアリス。

　鎧の外で何が起こっているのかも分からない状態で放置された上に、年とし頃ごろの女性が血やら何やらでどろどろの状態でいる、と言うことは恨うらみ言ごとの一つも言いたくなる気持ちは蓮弥にも分からないでもない。

　血泥で汚よごれまくっている姿のまま、鎧の中から這い出て立ち上がるリアリス。

「仕方ないな。重要度が低かったんだから」

　リアリスの抗議らしきものをあっさりと切り捨てた蓮弥は、リアリスを指差しながらエミルに尋ねる。

「そのドラゴン。このコに使役させることは可能か？」

　ぎょっとするリアリスとクロワールを、とりあえず無視して、蓮弥がエミルに尋ねると、エミルはぽりぽりと頭を掻かきながらしばし考えたあとで。

「可能だけど……もったいないんじゃないかねぇ？」

「俺は別に、ドラゴンとか要いらないしなぁ」

「国とか偉えらいさんとかに献上すると、覚えがめでたくなったりするけどねぇ？」

　エミルの言葉を、蓮弥は鼻で笑い飛ばす。

「くだらん。なんで俺がそんなのに贈り物をして媚びを売らなきゃならないんだ？」

「権力者に擦り寄っておくといい事がある、んじゃないかなぁ」

　正論っぽいことを語っているエミルではあるが、声こわ音ねから全くそう思っていないことは丸分かりだった。

　魔族だから、と言うよりはエミルの性格的なものなのだろうが、権力者と言う単語に紙くずほどの価値も見ていないらしい。

「そんなのは要らないから、このコに使役できるようにしてくれ」

「あの……レンヤさん？　一体何が……」

「ああ、リアリス。手っ取り早く実績と実力を得る為ために、お前さんにはこのドラゴンを使役して、竜騎き兵へいになってもらうから」

「……は？」

　唐突すぎる蓮弥の宣言に、リアリスの理解力はついてこれなかったらしい。

　だが、蓮弥からしてみればこれは実に良い考えのように思えた。

　ドラゴンを捕まえたと言う功績に加えて、それを使役することで少なくともドラゴン１匹ぴき分の戦力をリアリスは手に入れることになるわけである。

　ただ、討伐しただけでは蓮弥におんぶに抱だっこだったのではないか、と疑う者も出てくるだろうが、実物が目の前にある上に、それがリアリスの命令を聞くとなれば、そう言った陰口を叩く者も出なくなるはず、と考えたのだ。

　仮に出た所で、あまり面倒になれば、リアリスの焼き払えの命令一つで、全て解決である。

「やりませんからね!?」

「おや、口に出ていたか。しかし、妙案だとは思わないか？」

「そりゃ……まぁ確かに。ですが私、ドラゴン１匹なんて飼育できないですよ？」

　本人評価でこの辺のドラゴンの中では一番弱いと言ってもドラゴンである。

　街中で飼える様な存在では決して無い上に、図体も大きすぎてとてもではないがドラゴンを収納できるような厩舎にあたる建物など、ククリカには存在していない。

　だからと言って街近郊に野放しにできるような存在でもない。

「エミル、なんとかしろ」

「人使いが粗すぎやしないかねぇ？」

　問題を丸投げされた形のエミルはぶつぶつと文句を言いながらも。

「そのドラゴンと、お嬢さん……リアリスとか言うんだっけ？　その思念をいい感じにリンクさせておくから、呼べば来る様にして、普段はここで生活してもらえばいいんじゃないかねぇ。人の足でも二日もあれば行ける距きよ離りなのだから、飛べるドラゴンならすぐじゃないかなぁ」

〈いい感じにリンクって言葉にそこはかとなく不安を感じるのですが……ああああっ!?〉

　不安を口にしたドラゴンの、頭に置かれていたエミルの手が、ドラゴンの頭へずぶりと沈み込む。

　思念で悲鳴を上げて、口をぱっくりと開き、白目を剥いたドラゴンの身体が、エミルが何事か作業を施すたびに、びくりびくりと痙攣し始め、それを見ていた蓮弥とクロワールは、頬ほおに冷や汗が伝うのを感じた。

「ワイバーンなんかと違って、ドラゴンは頭の中に必ず魔石があるんだよねぇ。これを魔石とは別に竜魔石カーバンクルって呼ぶんだけどさぁ」

　ずるりとドラゴンの頭からエミルは手を引き抜く。

　まるで何事もされなかったかのように、手が引き抜かれた後のドラゴンの頭には、今しがたまでエミルの手が突っ込まれていたような形跡は無い。

　引き抜かれたエミルの指の間には、小さな紅色の透明な石が摘まれていた。

　一見するとフサスグリの実にも見えるそれを、エミルは指の間でころころと転がした後、リアリスの方を向く。

「リアリスさん、あーんして」

「はぁ……ってこの方誰なんです？　まぁいいですけど……あーん」

　言われるがままに口を開いたリアリスの口の中へ、エミルは人差し指でその紅色の石を弾はじき飛ばした。

　いきなり口の中に入ってきた異物に、驚いたリアリスは口を閉じ、弾はずみでそれを飲み込んでしまう。

「うぇ!?　って何飲ませたんですか!?」

「その竜魔石。ちょこっと削けずり取ったのを飲んでもらったんだよねぇ」

「なんで!?」

「言ったでしょ。いい感じにリンクさせるって。飲ませた竜魔石は君に同化してドラゴンの思念と君の思念をリンクさせる。これは１対１の専用経路だから、相当離れてても繋がるよ」

「思念がリンクした所で、ドラゴンが私の言うことを聞くとは思えないんですが？」

　もっともなリアリスの疑問に、エミルは笑顔で答えた。

「大丈夫。ドラゴンの頭の中に残してきた竜魔石の方にちょっと細工しておいたから。まぁ契約者が死亡した場合には解除される仕様だから、運が悪かったとドラゴン君には１００年ほど諦めてもらおうじゃないかねぇ」

〈うぇ？　あぁ？　はぁ？　あ、はい……それくらいでしたら我が慢まんします〉

　なんだか奇妙な声、ではなく思念を上げて、白目を剥いた状態から現世に復帰したドラゴンが、エミルの言葉にこくこくと頷うなずいた。

　リアリスは、まだエミルの言う言葉が信用できないようだったが、おそるおそると言った感じでドラゴンへと近づく。

　近づいてみれば、そこに蹲る生物は確かに、およそ既存の魔ま物ものの中で、ほぼ最強の呼び声も高いドラゴンである。

　リアリスからしてみれば、普ふ通つう遭遇した時点で死亡が確定するような存在が、まるでうちひしがれた飼い犬のようにアゴを地面につけて蹲っている姿は、想像の範囲を遠く通り越こして異様だ。

　気のせいなのか、弱弱しく感じるその視線は、近づいてきたリアリスをじっと見つめている。

「命令は共通語で十分。答えは念話で返ってくるから」

　エミルに言われて、リアリスは一つ息を吐き、自分を落ち着かせてからドラゴンに向けてはっきりと告げた。

「ドラ君、お手！」

「ドラ……君か……人の事は言えないが、センス無いな」

「レンヤ君もそう思うかぁ。ちょっとくらっと来たよ今のは……」

　眉間を押さえて言う蓮弥と、力の無い笑いを顔に浮かべながら言うエミルの目の前で、ドラ君と名づけられたドラゴンは、物凄く嫌いやそうな顔をしながら、リアリスが差し出した手にそっと自分の前足の指を触れさせた。

　普通にドラゴンの力で触れられれば、リアリスの細腕等なんの抵てい抗こうも無く千切り取っていくであろうドラゴンの鉤爪のついた指が、リアリスの手を傷つけないようにそっと触れたのを見て、ようやくリアリスは本当にそのドラゴンが自分の指示を聞くのだと理解することができた。

「さて、あっちはあっちでいいとして……クロワール？」

「言われなくても分かっています。エミルさんについては、人族の方として扱え、と言うことですね？」

「非常に申し訳ないとは思うんだが、頼たのめるか？」

　つい最近、魔族に同胞を多数殺されたばかりのクロワールに、これを頼むのは難しいか、と思う蓮弥である。

　魔族は悪である、と言う考えが普通にまかり通っている現実から考えてみても、エミルを街に入らせることをクロワールに目を瞑つぶれと言うのはかなり無理の有る要求なのは蓮弥も分かっている。

　幸いリアリスについては鎧の中にいたせいなのか、それともドラゴンを使役させられることが本人の意思に関係の無い部分で突貫的に決定したせいなのか、エミルの正体について思いをめぐらせる余よ裕ゆうがないままに、なし崩し的に受け入れてしまっている。

　エミルを放置するよりは幾いく分ぶんマシと諦めて、クロワールに何か交こう換かん条件を出させてでも納なつ得とくさせるべきかとまで考える蓮弥だったが、クロワールの答えは実に簡潔であっさりとしたものであった。

「分かりました」

「……いいのか？　頼んでおいて、俺が言うのもなんだが……」

「居候の身で、嫌だとも言いづらいじゃないですか」

　苦く笑しようするクロワール。

「それに、ここで空気を読んで物分りの良い女を演じると……一つ貸しにできそうですし」

「そこは一つ借りてもいいんだが……心情的に無理がないか？」

「それは、ちょっとはありますよ。砦とりでで死んだ者達たちに聞かれたら、何考えているんだと言われそうですし。ですが、そういう揉め事が嫌で逃にげてきたみたいな雰ふん囲い気きでしたので、攻せめて来た魔族と同類に考えるのもどうかな、とも思いますし」

「できた子だなぁ……」

　頭で思っていても、心ではそう割り切れない事が多い。

　自分が同じ立場に置かれれば、もっと面倒な事を言いそうな気がしている蓮弥は、クロワールの言葉に感心したように唸った。

　クロワールはにっこり笑って蓮弥を見る。

「惚れてくれてもいいんですよ？」

「いや、惚れると漏れなくあの皇こう帝てい陛下が付いてくるんだろ？　あれはちょっと嫌だ」

「むぅ……思わぬ所にお邪じや魔ま虫が……」

　難しい顔をして考え込んだクロワール。

「仲のよろしい所を邪魔するようで心苦しいんだがねぇ」

　蓮弥とクロワールの会話が途切れたタイミングを見計らって、エミルが声をかけた。

「話がまとまったのであれば、撤収しないかねぇ？　何時までもドラゴンの住処を占拠し続けると言うのも彼かれらに悪い気がするんだけどねぇ」

「心にも無い事を……」

　呆あきれた蓮弥の声に、エミルはちっちっと人差し指を振ふってみせる。

「考えが浅いね、レンヤ君。こう言うのを世間ではギャップ萌えとだね……」

「黙れ変態」

　一刀に切って捨てられて、絶句するエミルを尻目に、蓮弥はてきぱきと指示を飛ばし始めた。

「クロワールは周囲警けい戒かい。リアリスはドラゴンを大人しく待機させててくれ。その間に鎖を切るから」

「切れますかこれ？　ドラゴンを拘束してた鎖ですよ？」

　ドラゴンの鼻面を撫でてやりながらリアリスが尋ねる。

　普通に考えればドラゴンを拘束する程ほどの強度を持った鎖が、そう簡単に斬れるわけが無い。

　斬れるわけが無いのだが、蓮弥は腰こしの刀を抜き放つとその刃はの根元をそっと鎖に当て、そのまま一度だけ引く。

　それだけの動作で、鎖は呆気なく断たち切きられて、地面へと落ちた。

「まぁ、こんな感じで」

「はぁ……まぁ、レンヤさんだし……」

　妙な納得の仕方をしたリアリスは、ドラゴンの首にまだ付けられている首輪と札を指差す。

「こっちは取ってくれないのですか？」

「別に付いていても問題は無いだろう？」

　贈答品と書かれた札がぶら下がったままのドラゴンは、蓮弥の言葉に酷く哀かなしそうな表情をするが、行動するにしても何をするにしても、問題がない代しろ物もののことまで知ったことかと蓮弥はドラゴンの視線を黙殺する。




「それじゃ、こいつに乗って帰ろうか」

「え？　レンヤさん、ドラゴンに乗ってククリカまで飛ぶんですか!?　街がパニックになりますよ！」

「街から少し離れた所で着陸して、そこからドラゴンを連れて歩けばいいだろう。それにしても……」

　蓮弥はドラゴンを見る。

　先ほどの哀しみの表情から一転して、もうどうにでもなれーと言った感じのドラゴン。

「４人乗れるかな？」

「えーと……」

　リアリスはドラゴンと視線を合わせ、しばし見詰め合う。

　やがて視線を外したリアリスは、蓮弥に向き直ると。

「たぶん大丈夫みたいです」

「そうか。まぁ多少無理でも根こん性じようでなんとかしてもらおうか。鞍くらが無いから安定性が心配だが」

「それなら私にお任せだねぇ」

　エミルがコートの中から包帯の束を取り出す。

　一体どこにそれだけの量の包帯が収納されていたのだろうと首を捻る程の量を取り出したエミル。

「落ちないようにこれで梱包してあげよう」

「普通にやれよ？　妙な拘束の仕方とかするなよ？　絶対だからな？」

「信用がないねぇ。大丈夫、任せておきなってねぇ」

　酷く安請け合いするエミルに、蓮弥はやはり不安に思う気持ちを消せないのだった。







幕間　その２らしい







「皇帝陛下、本当にあれでよろしかったのでしょうか？」

　傍かたわらからかけられた声に、玉座の肘掛けに肘を付いて思索に耽っていたロイシュ＝パス＝ティファレトは意識を現実へと復帰させる。

　考えなくてはならないことは文字通り山ほどあった。

　内政、外交は言うに及およばず、人事、軍事も皇帝の裁可を受ける範囲の中だ。

　さらに最近は瘴しよう気きの森方面から流れてくる魔物の動きも活発になり、前線の都市の防衛に関する兵へい站たん等は非常に頭の痛い問題となってきている。

　それこそ全てに最善の解決策を見出す程考えるのであれば、永いエルフの寿じゆ命みようの全てを費やしても足りないくらいである。

　もちろん、山積する問題はそんな時間をかけるほど待ってくれるはずもなく、思いついた政策を最善手だと信じて執り行う以外に解決方法はないのだが。

　思索を止めて声の主を見れば、それは常に傍らに付き従っている近衛兵長だった。

　長きにわたりその役職を勤め上げてきたこの男は、ロイシュにとっては皇帝となる前から皇帝となった今に至るまで、公私を問わず付き合ってきた数少ない者達のうちの一人だ。

　その男が一兵卒だった頃ころから知っているロイシュは、その勤勉実直な性格を気に入り、皇太子であった頃から身近に取り立てて皇帝となった今も、近衛を任せる重役を任せる程に信頼している。

　その男が、皇帝の思索を邪魔することを良しとするはずがなく、それを踏ふまえた上で声をかけてきたと言うことは、相当に重要な案件についてなのだろうか、とロイシュは考えた。

「あれ、とはどれの事を指している？」

　心当たりのないロイシュは、近衛兵長に問い返した。

　近衛兵と言う立場上、この男が政治に関して口を出してくることは今まで無かった。

　それなりに高い立場であるとは言え、兵なのだから当然と言えば当然の行動であるが、それを考えると今、この男が何に関して自分に声をかけてきたのかが分からない。

　尋ねられた近衛兵長は、辺りを窺うかがうように視線を走らせる。

　今いる場所は謁見の広間であり、内密な話をするのにはまるで向いていない場所だが、ちょうど公務と公務の間の空き時間であり、現在その場にいるのは皇帝と近衛兵長の二人だけとなっていた。

「構わぬ。話せ。多少問題のある話題であろうが、今この時点において話される事は無かったものとする」

　少々しゃべりづらそうな近衛兵長の様子を見て、ロイシュはそう言って話を促す。

　皇帝自身がこう言えば、その場で話されることはたとえどのような内容のものであったとしても、無かったものとして処理される。

　その場に居合わせた誰だれかが聞き耳を立てていようが、あの時のあの話がですね、等と持ち出した時点で皇帝の意思に反した行動を取ったとみなされ、適当な罪状をつけられた上で処分されるのがオチだ。

　そんな皇帝のお墨付きをもらった近衛兵長は、言葉を選ぶようにゆっくりと話す。

「人族の若者の下へ行かれた、クロワール皇女殿でん下かのことであります」

「おお……それとなく調べはさせているのであろう？　息災だろうか？」

「お元気のようではありますが、場所が人族の支配地域でありますので、あまり目立った動きもできず、常時監かん視し下に、と言うわけには行きませんので」

　エルフの国から見て人族の大陸は魔族の国を挟はさんで反対側にある。

　転送門と言う手段もあるが、おいそれと使えるものでもなく、自然とクロワールにつける監視の目は限られた極小数の手しか割けないのが現状だった。

　これは彼らのあずかり知らぬ所で、彼らにとっては幸いなことであった。

　もし彼らが十分な監視の目をクロワールにつけていたのならば、彼かの女じよが蓮れん弥やについてドラゴンの住処に乗り込むことが事前に知られることとなり、おそらく彼らはなんとしてもそれを止める為に様々な手を打った挙句に人側もエルフ側も大混乱になっていただろうことは想像に難かたくない。

　また、蓮弥の家への監視の目も、人手が足りない上に派手な動きができないので、遠巻きに見守る程てい度どだったのだが、これが人手が十分で蓮弥の家へ忍び込むような行動に出ていれば、今いま頃ごろはフラウがエルフの死体を山積みにして、一体何があったのだろうかと首を捻ひねっていたに違いなかった。

「息災ならば問題ない」

「ですが……あのような別れ方をされ、皇女殿下の心痛いかばかりか、と。それに人族の若者への頼み方もあのような話され方では、皇女殿下の扱あつかいに問題が発生するのでは……」

「近衛兵長、そなたは善い男であるな」

　笑えみを含ふくんだ皇帝の言葉に、近衛兵長はその場に畏まる。

　その様子を微笑みを湛えた表情で見ていたロイシュは、さらに言葉を続けた。

「私の娘むすめたるクロワールを、そこまで気にかけてくれる気持ち嬉しく、そして有難く思う」

「もったいないお言葉です」

「しかしながら、その心配は無用であろうと思っている。クロワールも私の娘ならば理解しているであろうし、あの人族の……レンヤとか言ったか。あの男もあの会話の中身は理解しているだろう」

「と、申されますと？」

　皇帝の言葉が理解できなかったのか、不思議そうな顔で問い返す近衛兵長に、ロイシュは笑みを苦笑へと変えた。

「そなたはあまり謀はかりごとには向かぬ男だな。まぁ謀と言えるようなものでもなかったが。まず私はあの男に娘を娶めとれと言った。これは無理な話よな？　現時点では、と言う条件がつくが」

「いずれは無理な話ではなくなると？」

「さて、どうであろうな。もしかすれば、クロワールを娶れと言う事自体が不遜に値あたいするようになるかも知れぬが、それは今は分からぬ事」

　皇帝陛下はあの人族の事を随ずい分ぶんと高く評価されているのだな、と驚おどろきつつ近衛兵長は次の皇帝の言葉を待つ。

「最初に無理難題を押し付けて、そこから条件を下げていく。使い古された手ではあるが、意外と嵌まる事の多い手段であるな。使い古されているからこそ、確実性が高いとも言い換えることができるが。そこからクロワールの扱いを軽いものだと口にすれば、今度はある程度の同情を誘える。この二つを見透かされても今度は別の同情を誘うことが可能だ」

「それは一体？」

「皇帝ともあろう者が、そんな手を使ってまでも娘を預かってもらいたいと言う事は非常に困っているのだろうと思われる、と言う同情だな。姑息な手段であるが故ゆえに、こちらの窮状を察してもらえると言うわけだ。皇帝がそこまでするのか、とな」

　玉座に深くもたれかかり、一つ深呼吸をしてロイシュは続けた。

「どこまで悟った上で、私の話を引き受けてくれたのかまでは分からないが……仮に全く気がついていなかったとしても、今度はあのような扱いをされるクロワールを哀あわれと思ってくれたのやもしれぬ。どちらにせよ愚おろかではないし、あれも善い男なのだろう」

「色々と、お考えなのですね」

　ようやく合点がいったのか、感心したような近衛兵長へ、皇帝は疲つかれた笑みを向ける。

「皇帝ともなればな。その一言が事態を大きく左右する故に、言葉一つにも無む駄だに考えねばならぬ。全く割りに合わぬ仕事故、誰か代わってくれぬものかと日々思っているよ。このような雑事に心惑う日々など捨てて、草木を愛でつつ子作りをする生活が送りたい」

　さらりと、とんでもないことを口にする皇帝に対してなんと言えばいいか分からずに、近衛兵長はやや時間をかけて言葉を選んでから、ようやくと言った感じでしゃべりだす。

「……不敬を承知で、まだ作るつもりですか、貴方あなたは。奥方様はなんと？」

　それだけ時間をかけて、言う言葉がそれか、とロイシュは苦笑した。

「確かに不敬であるが聞き流そう。あれはあと10人は欲ほしいな、と」

「夫婦仲のよろしいこと、お喜び申し上げます」

　頭を下げつつ言った近衛兵長の口調は丁てい寧ねいそのものであるが、込められた感情は如実にこりゃだめだ、と言う内心の呆れ具合を伝えてきている。

　それに気がつかない振りをして、皇帝は笑え顔がおで近衛兵長に言った。

「見習ってそなたも励むべきだな。仕事ばかりにかまかけていては奥方が寂しがるであろうに」

「そうありたいものですが……現状は中々に難しく」

「そうであるな。確かに現状は、すこぶるよろしくない」

　皇帝の顔が苦虫を噛み潰したような渋いものへと変わった。

　組織の下部から吸い上げられた情報は、様々な者の手を経へて皇帝のもとへと届けられる。

　それらの情報は、ロイシュに現在エルフの国を取り巻いている状じよう況きようを逐次伝えてきていた。

「魔ま物もの達たちの動きが活発過ぎる。しかも瘴気の森から漏れてくる魔物の数がいつもに比べ、異常に多い」

「やはり魔族どもに何らかの動きが？」

「そうあって欲しくない、と思うが……現状では肯定も否定もできぬ。だが例年に無いことなのは確か。警戒を怠るわけにはいかぬ」

「そうなってみますと、あのレンヤと言う男を囲い損ねたのは痛い気が致しますな」

　一人いるだけで味方の戦力を何十倍にもできるレンヤの存在は、確かに兵を預かる身である者からすれば是ぜが非ひでも手元に置いておきたい人物であったことだろう。

　だが、皇帝は近衛兵長の言葉に首を左右に振った。

「いや、むしろ手元に置けなかったのが幸いした、とも言える」

「と、申されますと？」

「あれが手元にあれば、使わざるをえまい。そして使えばかなりの戦果を上げることだろう。だがあれは人族であり、人族がエルフの国で重く用いられることを面白くなく思う者は多かろうよ」

　優ゆう秀しゆうであればあるほど、活躍すればするほど、元から皇帝に仕えていた者達からの妬みを受け、身内に不満の種を抱かかえ込む結果となりかねない。

　せめて蓮弥がエルフであったのなら、と思ってしまうロイシュであったが、無いものをねだることほど無駄な行こう為いも他ほかに無い。

「そう思えば、あれの身近に私の娘を置けたことは僥ぎよう倖こうである、とも言えるな。少なくとも傍そばにある間は、あの男もクロワールを無む下げにはしないだろうし、あの男の傍らほど安全な場所も、人族の大陸には他にあるまい」

　惜しむらくはクロワールが女性であり、蓮弥が男性であったことだな、とロイシュは口には出さずに思う。

　仮に二人の間に子ができれば、ほぼ10割の確率で人族の子が生まれる。

　極稀に、女性側の種族の子が生まれることも前例がないわけではなかったが、ロイシュの数百年に及ぶ人生の中で、それが報告されたのは僅かに数件と言った所だ。

　これが逆であったのならば、たとえエルフの国において皇族が全ぜん滅めつしたとしても、確実に血筋を残すことができたのにと思うと、本当に惜おしく思うロイシュである。

「現実は現実として受け止めねばなるまい」

　そろそろ次の公務の時間が来たらしい。

　近衛兵長が定位置である玉座の背後へと戻もどっていく。

　先触れが謁見の広間へ皇帝への拝謁に訪れた人物の名前を読み上げるのを聞きながら、ロイシュは小さく呟つぶやくと、考えを次の問題の解決へと切り替えるのであった。







エピローグ　竜騎兵の再来らしい







　その日はとても平凡で、ありきたりな一日であった。

　物見やぐらに詰めていた兵士が、遠い空の一点に黒く小さな物体を発見するまでは。

　第一発見者であった兵士は、最初それは鳥か何かだとばかり思っていた。

　その発見した物体が、大きな胴どうに長い首を持つ独特のシルエットを晒さらすまでは。

　ククリカの街でそれが目撃されることはほぼ無い。

　それの住処は街から徒歩で二日ほどかかる距離にあることは知られていたが、彼らはそこから出てくることがほぼ全くなかったからだ。

　ドラゴン接近中の報せは、瞬く間に兵士達の間に伝達されていった。

　すぐに大型弩砲バリスタがいくつも備えつけられ、街への入場審査待ちだった旅人や商人達が急遽、街の中へと避ひ難なんさせられる。

　すぐさま街の守備兵と軍の駐屯兵が集められ、着々と迎撃体勢が整う中、肝心のドラゴンはと言えばある程度の距離に近づいた所で急に旋回を始めて、同じところをぐるぐると回り始めた。

　その頃になると、近づいてきているドラゴンの色も視認できるようになり、その鮮やかな赤色の鱗からそのドラゴンが、火属性を有するファイヤードラゴンのさらに一つ上の種であるレッドドラゴンであることが知らされた。

　ただでさえ気性の荒あらいファイヤードラゴンの、さらに上位種とあって、兵達の間に緊きん張ちようが走る。

　対応を一つ間違えば、兵の損害が広がるだけでなく街一つを灰にしかねない相手に、軍を預かる将校達は恐おそれと疑念を隠かくせずにいた。

　何な故ぜ急にドラゴンが、と言うその疑問はその場に居合わせた者達にとって共通のものだったことだろう。

　そして同時に、彼らは今日その場に居合わせた事を呪のろった。

　洞窟のような限定空間ならばまだしも、大空を自由に駆けることができる状態でのドラゴンは、ほぼ人の手には負えない。

　攻こう撃げきを当てることすら至難の業なのだ。

　運よく大型弩砲の一いち撃げきが当たったとしても、強きよう靭じんなドラゴンの鱗を貫けるのはよほど確実に的に当てた場合のみであり、掠ったり芯しんを外したような一撃は、ドラゴンにさしたる痛つう痒ようを与あたえることすらなく弾かれる。

　地上からの攻撃はほぼ当たらないと言うのに、ドラゴンは上空から致命的なブレス攻撃を好き放題に撃うちまくれるのだ。

　レッドドラゴンのブレスは、その属性の通り火であり、直撃すれば銅が溶けると言われている。

　もちろん、人が受ければあっという間に焼け焦こげて死に至る。

　直撃せずとも、余波で焼けた空気を吸い込むだけで命の危険がある。

　守備兵や駐屯兵の中には、魔ま術じゆつ師しの姿もあったが、彼らの魔ま術じゆつでドラゴンのブレスが防げるかどうかは非常に微び妙みような所だった。

　街の住民を避難させている時間はない。

　せめて命にかえてでも、追い払って街への被ひ害がいを最小限に食い止めたいと兵達が悲壮な決意を固め始めた辺りで、新しい一報がもたらされた。

　それは兵達にとっては予想外の、信じられないような報せだった。

「なんとか連れん絡らくが行ったらしいが、随分と手際がいいな」

　はるか遠くの地上で、兵達が武器を構えるのを止め、設置した大型弩砲の撤去作業に移るのを見ながら蓮れん弥やは胸をなでおろした。

　当初予定では、街から少し離はなれた所に着地して、ゆっくりと街まで近づいていけば問題無いだろうと思っていた蓮弥だったのだが、かなり離れた距離を飛行している時点で、街側が迎撃体制を整え始めているのを目にして、自分の予想が甘すぎたことを悟さとっていた。

　１匹ぴきだけとは言っても、それだけドラゴンと言う存在は人から見て脅きよう威いであるらしい。

　ドラゴンの首に巻かれた包帯を手綱のように握にぎりつつ、背中にしがみついているクロワールの体温を感じながら、蓮弥はさてどうしたものかと考える。

　ちなみに、リアリスはドラゴンの背中の部分に包帯で完全に梱包された状態で固定されており、エミルは尻尾の付け根辺りに進行方向とは反対側を向いて腰こし掛かけて大笑いしていた。

「レンヤ、さん。このままだと、地上の、兵士と、交戦、することに、なります」

「そうだなぁ。そうすると死人が出るだろうしなぁ」

　それは避けたいと思う蓮弥だが、地上との交信手段がない。

　考えぬいた挙句、蓮弥は地上からの攻撃が届かないであろうぎりぎりの距離でドラゴンに旋回するように命じ、ダメ元でフラウへの念話を試みたのだ。

　距離が心配な蓮弥であったが、これがどうにかフラウに繋がり、急いで事情を説明した蓮弥はシオンかローナにそれを伝えて兵士に伝達してくれるようにフラウに頼み、フラウはすぐにちょうど家にいたローナに事情を説明して兵士にこれを伝えてくれるように依い頼らい。

　ローナは一応まだ残っているらしい騎き士しの権限を駆く使しして守備兵の指揮官に面会すると、伝えられた情報を全く信じようとしない彼らを説き伏せて、迎撃体勢を解除させたのだった。

　この場合、ローナの話を全く信じようとしなかった指揮官達を責めることはできないだろう。

　飛んでくるドラゴンは無害です、と言われてすぐに信じるようならば、その人物はよほどの大物か、そうでなければ頭の中がお花畑で指揮官失格の大馬ば鹿かかのどちらかだ。

　兵士に事情を説明してくれるように頼んだ蓮弥自身、兵士に信じてもらえるとは全く思っていなかった。

　ただ、無駄に攻撃さえしてこなければいいかな、位に考えていたのでバリスタの撤去を始めたときは軽く目を疑ったくらいだ。

　後でローナにどんな手段を使ったのか聞いてみた蓮弥だったが、返答は「内緒です」の一言だった。

　その表情から察するに、かなりの強権を使ったらしいことを悟った蓮弥は、それ以上の追及を避さけることとする。
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　それはともかくとして、どうやら迎撃される心配がなくなったらしいことを見取った蓮弥はドラゴンの首を叩たたいて注意を呼ぶと、ククリカの街からかなり離れた場所を指し示してそこへ下りるように指示する。

　本来は使役主であるリアリスの仕事なのだが、リアリスはドラゴンの背中に張り付くように包帯で拘こう束そくされてしまっているので、指示は出せても周囲の状況を見ることができていない。

　彼女は蓮弥やエミルのように自力でドラゴンの背中の上でバランスを取ることが上手にできなかったのだ。

　いずれきちんとした鞍をドラゴンに装備させれば、乗りこなすことも可能かもしれなかったが、現状ではどうすることもできない。

　クロワールはバランスは問題無かったのだが、エルフ故の体重の軽さからか、飛行時の風圧に耐たえ切れなかったのだが、こちらは蓮弥にしがみつくことで梱包されることを免れている。

「リアリスが乗る時は、風圧からの保護くらいやってやれよ、お前？」

　ある程度ゆっくりと飛んできたので、蓮弥にとっては耐え切れないほどの風圧ではなかったが、ドラゴンが全速力で飛んだ場合、おそらくは呼吸するのが困難な状態になるのではないかと蓮弥は思っている。

　これに対たい抗こうする為ためには防ぼう御ぎよ用の結界で自分をすっぽりと包み込んでしまえばいいのだが、リアリスは戦士であり、魔術に関してはからっきしと言っていい。

　そうなるとリアリスが騎乗する場合はドラゴンは常に全力が出せない状態になってしまうのだが、ドラゴン自体が魔術を操ることができるので、搭乗者を保護することができる。

　それをきちんとやってやれよと念を押す蓮弥に、ドラゴンが答えた。

〈了りよう解かいです、レンヤ様〉

「俺おれに様はいらない。お前の主はリアリスなんだからな」

〈分かりました、レンヤさん〉

　これだけ素す直なおに反応するこいつに使役するための契約なんて必要だったんだろうかと首を捻る蓮弥だが、これは蓮弥に対するこのドラゴンの反応が異常なのであって、通常こんな素直なドラゴンなどいない。

　余談であるが、彼の呼び名は正式に「ドラ君」で確定した。

　主であるリアリスが決めてしまった上に、誰からも異論が出なかったからである。

　リアリス以外の三人にとってはどうでも良かっただけなのだが。

　ドラ君ことドラゴンは、蓮弥に指示された場所へとゆっくりと下りていく。

　やがて地表が近づくと背中に人が乗っているせいなのか、その巨体に似合わぬ繊細でほとんど衝しよう撃げきも感じないような着地を決めて見せたドラ君は、どことなく誇らしげな、所いわ謂ゆるドヤ顔で蓮弥達たちを振り返かえった。

〈着きましたよ、レンヤさん〉

「念ねんの為に言っておくが、お前の主はリアリスだからな？　具体的に言うと、お前の背中に括りつけられてるアレが主だからな？」

　なんだかとても心配になる蓮弥である。

　そこから先は、蓮弥にとって非常に疲れる時間となった。

　ドラゴンの背中からリアリスを解放し、首輪にまだぶら下がっている鎖をリアリスに持たせた上で、見かけ上はドラゴンを連れた状態で、実際はドラゴンがリアリスの歩きに合わせてゆっくりと歩いている状態で、街へと近づいていったのだが、あらかじめ無害だと教えられていてもドラゴンの巨体が近づいてくるのには本能的な恐きよう怖ふを感じるのか、兵士達が軽いパニック状態に陥おちいる。

　これをなんとか鎮めようとした指揮官達は、蓮弥に状況が落ち着くまでドラゴンを街に近寄らせないようにして欲しいとお願いされたので、リアリスとドラゴンのペアを街から離れた所に放置。

　自分達だけさっさと街に入ろうとしたのだが、今度は詳細な事情の説明を求められて軍設備の一つへと半ば強制的に連行される始末となった。

　普ふ通つうなら暴れそうな蓮弥であったが、今回は自分達のせいで街の住民を怯えさせ、軍まで出動させてしまった事にある程度の引け目を感じていたのか、大人しく連れて行かれる。

　そこで今回の出来事の詳細な説明をしたのだが、これに非常に時間がかかった。

　蓮弥としては何一つ嘘うそ偽り無く、と言いたい所だったのだが、エミルの正体に関して口にしてしまえばドラゴンどころの騒さわぎではなくなるので、どうやって使役できるようにしたのかと言うあたりは、ドラゴンから契約を望んで来たのだと言うことにして説明をしてみたのだが、その説明に軍部の人間は誰一人として納得しなかったのである。

　当然と言えば当然である。

　亜龍の撃破については、虚こ空くう庫こから剥ぎ取った素材を出して見せることであっさりと信じてもらえた。

　もちろん、撃破したのは全すべてリアリスである、と蓮弥は説明している。

　問題はドラゴンを連れてきたことだった。

　１匹出ただけでこれだけの騒ぎになるドラゴンが、蓮弥達を危険な存在と認にん識しきして逃げ出しただけでなく、取り残された１匹が保身の為に自ら契約を申し出た、と言う話など信じてもらえるわけがない。

　疑われすぎて流石さすがにキレかかった蓮弥であったが、冷静に考えてみれば当たり前とも言えるその事実に、結構ぎりぎりの所で思いとどまった蓮弥は、法術による真偽判定にも応じるからと司令官達に告げる。

　告げられた司令官達はさすがに迷った。

　事が事だけに安易な納なつ得とくはできなかったが、報告を上げてきたこの冒ぼう険けん者しやは法術による審査すら受けると言い切っている。

　しかも、その報告を信じる信じないにかかわらず、実際に人の言うことを聞くドラゴンが街の外で丸く蹲うずくまっており、その上には服を真っ赤な血に染めた女が、どことなくふてくされたような表情で座すわっているのだ。

　リアリスがふてくされているのは、最大限に警戒している兵士達に囲まれている上に、一人街の外に取り残されてしまったからだ。

　さらに、蓮弥達の取調べが終わるまではそこで待機するように命じられた事も加わっている。

　これ以上、あのドラゴンの使役者を待たせれば、どこで不満が爆発するか知れない。

　ドラゴンを従えた者達の不興を買う恐れのある法術による審査を行うのか。

　それとも、事実は事実として、そこに至る経過には目を瞑つぶるのか。

　迷いに迷った上で、結局彼らは後者を選ぶことにした。

　ここで疑うだけ疑ってドラゴンの使役者の機嫌を悪くするよりは、気分良く街に凱旋してもらって、何かの時には頼らせてもらった方が実利が大きいだろうと判断したのである。

　もちろん、司令官達たちはすぐにトライデン公国の首都へ「ククリカの街にドラゴンを従えた冒険者が現れた」との報せを持たせた伝令を走らせている。

　それは絶えて久しい、本物の竜騎き兵へいの出現を表していた。

　この一報は瞬く間に人族の大陸全土へと広がり、リアリスの名前は一躍「血塗れの竜騎兵ブラッディドラグーン」の二つ名と共に、知らぬ者のない英雄として知れ渡わたる結果となったのだ。

　この功績により、リアリスはトライデン公国の大公より、正式に子し爵しやくに任じられ、グラナートロートの家名を下か賜しされることとなった。

　これは領地を持たない名誉職のような扱いでしかも一代限りと言う扱いではあったが、リアリスはこれにより正式に貴族の仲間入りをすることになる。

　伯はく爵しやく家けよりは一つ格下ではあるが、ドラゴン自体の武力を後ろ盾だてに、リアリスは押しも押おされもせぬ貴族として名をはせることになったのだ。

「私……何い時つの間まにやら貴族に……しかも子爵になっちゃいましたよ、アズ君」

　一連の出来事が嵐のように過ぎ去った後、呆ぼう然ぜんと呟くリアリスに、アズも衝撃を隠せずにいる。

「えぇっと……流石にこれはやりすぎなんじゃないのか、レンヤ？」

「俺に言うなよ。これで無粋な横よこ槍やりが入ることもなくなったんだから、喜べ、アズ」

「そうですよアズ君！　これでやっとこの間の言葉に、自信を持ってはいって言えるようになりました！」

「……リアリス……」

「あっ……」

　一度視線を合わせた後、お互たがいに頬ほおを染めて、恥はずかしそうに視線を外すアズとリアリス。

　その光景に、口からトン単位で砂糖を吐きそうな気分になりながら、勝手に幸せになりやがれ、とどこかやさぐれた気分で蓮弥は視線をあさっての方向に向けるのであった。







幕間　その３　蓮弥とエルフ豆らしい







　時は皇こう帝てい陛下からの、一応「要よう請せい」という形を受けて蓮弥がクロワールの身み柄がらを引き受けた時までさかのぼる。

　蓮弥からしてみれば、クロワールの一件もあり、これ以上面めん倒どうなことが起きる前に、さっさとエルフの国からおさらばしたい気持ちで一杯であったのだが、クロワールが当座、人の国の街で過ごすために持ち込まなくてはならない荷物や、蓮弥達へ提供される資源、食料といったものの準備に少しばかり時間がかかるという皇帝陛下の言葉の下、妙みようなトラブルであまりしっかりとは見て回れなかったエルフの街をもう一度さらりと見回してきてはどうか、という提案をされていた。

「言っていることはまともなんだが……この皇帝陛下が言うと、厚意に聞こえないんだが」

「はっはっは。人族の身で不敬罪であるが、聞き流すとしよう」

　笑う皇帝陛下の表情から考えて何か裏があるのではないかと、一応首を小脇に抱える拘こう束そく技わざとアイアンクローを併へい用ようして問い詰めてみる蓮弥であった。

　その素早い手際に、近衛兵達も皇帝陛下の首が蓮弥の左ひだり腕うでにがっちりと抱え込まれ、さらに右手でしっかりと頭を鷲づかみにされる状態になるまで、動くことができず、ただ捕つかまった皇帝陛下をおろおろと見守るばかりだ。

「今回、魔族を倒たおしたせいなのか。素手で木立の幹くらいなら抉り取れるようになったんだが、エルフの頭とその辺の木立ってどっちが硬いんだろうな？」

「だ……大逆罪であるが……不問にする故……は、放すがよかろう」

　相当物ぶつ騒そうな台詞せりふを投げかけられているというのに、苦しさのあまりに顔色が蒼くなったり赤くなったりしている以外は、さすがは皇帝陛下と言うべきなのか、口調の方は落ち着いている。

　まさか皇帝だから、最悪の状況まで追い込まれることはあるまいと、タカを括っているんじゃあるまいなと、少しばかり蓮弥は腕に力を込めた。

「隠していることがあるなら、ここですっかり吐き出した方が身のためだぞー？」

「皇帝の名に誓って、隠し事などない。ない故に……そろそろ解放してもらわねば、私の頭が割れるか細長くなってしまう結末が待っておろうし……近衛が黙だまってはおらぬぞ？」

「あ？」

　ほんの少しだけ、脅おどすような声こわ音ねを出した皇帝陛下の言葉に、蓮弥はその頭を解放する素振りすら見せずに、蓮弥と皇帝陛下とを見守っている近衛兵達を睨にらみつけた。

　色々とあった後のことであるので、蓮弥の視線には威圧以上に殺気が込められており、そんな禍々しい視線に睨みつけられた近衛兵達の心情は瞬しゆん時じに統一された。

（下手な行為に出たら巻き込まれて、あれより酷ひどい目に遭わされるに違いない）

　結果、近衛兵の中の誰一人として蓮弥に捕らえられた皇帝陛下を助けようとはしなかったのである。

　近衛兵としてその行動はどうなんだ、と後々問題になり、査問会が開かれたのだが、その場に居合わせた近衛兵のうちの一人の言葉に、彼かれらを糾きゆう弾だんしようとしていた全エルフが沈ちん黙もくしたという。

「あの視線を浴びせられながら、皇帝陛下の身柄を奪い返しにいくくらいなら、竜の口に手を突っ込んで舌を引ひき抜ぬく行為の方がまだ助かる目がありました！」

「ですよねー」と誰もが思ったがために、この一言だけで査問会は閉会となり、時間を持て余すが故に会議などは無駄に長引く事が多いエルフの歴史の中で、最速で終わった査問会として歴史に刻み付けられる事になったのだが、それはまた別のお話である。

　それはともかくとして。

　しばらく皇帝陛下の頭を締しめ上あげていた蓮弥であったのだが、皇帝が何らかの情報を吐はくことはなく、どうやら何も隠していないか、隠していたとしてもここで吐く気はないらしいということを理解するとようやく皇帝陛下の頭を解放する。

　解放された皇帝は、首と頭をさすりながら立ち上がると、蓮弥に向けてこう言った。

「街を見てきては、と言ったが先の戦せん闘とうで街は混乱しておってな」

「……それで？」

　街を見て歩いてはどうかといった矢先にこれである。

　ものすごく不審がる蓮弥であるが、皇帝は全く気にした様子もなく、朗ほがらかにこう言ってのけた。

「聞けばレンヤ殿はエルフの国特産のエルフ豆に酷く興味がある、とか？」

「ん？」

「幸い、畑は此度の戦闘の被害を受けない所にあった故、見学に行かれてはどうか？」

　確かに蓮弥は、このエルフの国で採れるという、味み噌そや醤しよう油ゆの原料となるエルフ豆に非常に興味を抱いだいていた。

　元の世界でいう所の大豆であろうそれが、人族の国の土でも栽さい培ばいできるのであれば、是ぜ非ひに導入したいと考えているくらいであり、その為には一度、栽培している現地を見せてもらうという経験は、後々役に立つに違いないと思われる。

「それは、悪くないかもな？」

「まだ大半の豆は青いと思うが、あれをもいで茹でて、ぱらりと塩を振って食べるのがまた美味でな。好みであれば、茹でる用意をさせるが、いかがか？」

　所謂、枝豆である。

　蓮弥が元いた世界でならば、それだけを肴にビールが何杯でも飲めます、という人もいるくらいにポピュラーな食べ物であるが、もちろん蓮弥はこちらの世界に来てから、枝豆を食したことはない。

　そもそも、枝豆があるとは思っていなかったのだから、それが食べられるのだとなれば、皇帝陛下の企たくらみ等は棚上げしてでも見に行きたくなる場所であった。

　そういう思いは知らず知らずのうちに蓮弥の表情に出ていたらしく、それを見て取った皇帝陛下は、にやりと笑った。

「異論なさそうであるな、ならば茹でる準備は行っておく故、取得の方、宜よろしく頼むぞ」

　なんだか上手に乗せられた気しかしない蓮弥ではあるが、茹でたての枝豆に塩を振って食べたいというのも事実であるので、表面上は仕方無さそうな振りをして、皇帝陛下が道案内にとつけてくれた兵士の後について、エルフ豆の畑へと赴おもむくこととなった。

　参加メンバーは蓮弥にフラウにシオンの３人である。

　クロワールは当然自分の荷物なのだから、自分で準備しろと言われており、ずっと自分の荷物の整理にかかりっきりであったので、皇帝陛下との会話にも参加しておらず、ローナはなんだか周囲のエルフの視線が気に食わないといって、個室を一つ借り切って蓮弥達が帰ってくるまで籠城を決め込んでいた。

　蓮弥達が留守中に、エルフの改革派による襲しゆう撃げきが無いとは言いがたかったのだが、ローナがどうしても外に出るのを嫌がったのと、一応皇帝陛下の目がかかっている場所であるので改革派も無む茶ちやな拉致行動などに出ることはないだろうと蓮弥は判断し、呼ばれてもふらふらとついていったりするんじゃないぞとローナに言い含めた状態で、出かけてきている。

　いかに改革派が無茶を考えても、魔族を撃げき退たいしてみせた蓮弥の仲間に手を出すような真ま似ねに及ぶとは考えにくい話ではあったのだが、何事にも例外やら万が一は存在するものであった。

「エルフ豆の畑というのは遠いのか？」

　森の中の道を、先頭に立って歩く男性のエルフの兵士に尋たずねる蓮弥。

　その質問に、兵士は首を左右に振って見せた。

「元々、街から農作業で行く場所です。そんなに遠い場所に作ってしまっては、行きと帰りの時間だけで作業時間が取れなくなってしまいます」

「それもそうだな」

　だからと言って、ものすごく近くに作るわけにもいかないのが畑というものだ。

　農作業自体はうるさかったりするものだし、肥料は大概が臭うものだからである。

　あまり、街の住人の住処に近づきすぎれば、たちまちその臭においに対する大量のクレームが舞い込みかねない設備なのだ。

「エルフなのにな？」

「エルフだって、臭いものは臭いですよ」

　そんな会話をしている蓮弥の背中には、べったりとフラウが張り付いている。

　身長の差からくる足の長さの差のせいで、ただでさえ歩くのが蓮弥やシオンよりも遅おそいフラウは、さらには森の中の道ということで、全く蓮弥達の速度についていけなかったのだ。

　仕方なく、現地までは蓮弥が背中におぶっていくということになっている。

　シオンはといえば、こちらは背中に空の籠かごを背せ負おっていた。

　収穫したエルフ豆を入れるためのもので、目が細かくなっているそれは、元々は蓮弥が背負っていたものであるのだが、蓮弥がフラウを背負うことになってからはシオンが代わりに背負っている。

　植物の蔓でしっかりと編みこまれたそれは丈じよう夫ぶでありながら、それほど重くは無い。

　帰り道にエルフ豆で一杯になれば、相当な重さになると考えられはしたが、美味おいしいものを食べるためとシオンはそれを甘受すると決めていた。

「到とう着ちやく致しました、こちらがエルフ豆の畑となっております」

　街の区画を出て、森の中の道を15分ほど歩かされた先にあったのは、そこだけすっぱりと森が切り拓かれており、青い空がしっかりと見えるように整理された区画であった。

　広さとしては地平線が見えるほど、とまではいかないものの見渡す限り畑であると言ってもいいくらいの広さが確保されている。

　どうやって作ったのかは不明ながら、定規で直線を引いたように真まっ直すぐに作られた畝に、やはり真っ直ぐに几帳面な感じで、等間隔に青い草が植えられており、近づいてよく見ればそれは蓮弥の知識の中にある大豆であった。

　青っぽい花をつけていたり、別の株では豆が中に入っている鞘さやがぶら下がっていたりと、成長段階や速度がまちまちであるのだが、これは植えた時期の違いだけで、ある程てい度ど計算されたタイミングで植えることにより、年中収穫が可能なようになっているのだと兵士が説明してくれた。

　年中ほとんど気候も温度も変わらないという実にいい加減な世界の季節設定のお陰ではあるのだろうが、植えておけば年中食べ物が取れるのだから、これはこれで恩恵と呼んでいいのではないかと蓮弥は思う。

「ま、見た所、俺の知識の中にある普通の大豆っぽいね」

　蓮弥の背中から飛び降りるとすぐに、許可も取らずに採取しはじめたフラウを見ながら、蓮弥は株の一つを手にとって調べてみる。

　詳細を口に出来るほど、大豆の苗について知っているわけではない蓮弥だが、これが大豆という植物ですと言われれば、あぁそうなんですかと納得できるくらい普通の格好をしている植物であり、何かしら妙な点があるわけでもない。

「ちょっと拍子抜けかな。異世界の大豆だから、何か凄すごいことでもあるんじゃないかと期待していた部分もあったんだが」

「おや？　レンヤ殿は特別なエルフ豆の見学をご所望だったのですか？」

「特別なエルフ豆？　そんなものが？」

「えぇ、ここにあるのは普通のエルフ豆。人族の大陸でもおそらくは栽培が可能でありましょう。ですが、エルフの国にはここ、エルフの森でしか栽培できない、特別なエルフ豆というものが存在致します」

　興味を引く話であった。

　それでなくとも、蓮弥が元々所属していた日本人という生き物は、限定とか特別とかいった単語に非常に弱い。

　そんなものが存在すると言われれば、見たくなるのが日本人であるし、食べたくなるのも日本人の正しい性であると言えた。

「それは、ちょっと見てみたいね」

「そうですか？　私としてはお勧めしたくないのですが」

　普通のエルフ豆で満足しとけよ、と言いたそうな兵士である。

　情報として口にしておいて、今いま更さらお勧めしないは無いだろうと言いたい蓮弥であるが、これに関しては場所の情報を知るのは目の前の兵士だけであり、その機嫌を損ねるようなことをすれば、情報を漏らしてくれなくなるかもしれない。

　ならばここは下手に出るしかないだろうと、蓮弥は丁てい寧ねいに兵士にどうしても見たいし味わってみたいから、場所を教えて欲ほしいと頼み込んだ。

「それほど言われるのであれば……ですが本当にお勧めしたくないのです。どうしてもと言われるのであれば、こちらにサインを願えますか？」

　そう言いながら兵士が差し出してきた一枚の書類。

　一体どこから取り出したんだと思いながらも受け取って中身に目を通せば、内容としてはこの件に関して道案内の兵士は止める様に説得したものの、蓮弥が無理にお願いして場所を聞き、エルフ豆の取得を行った、ということを認める、といった内容である。

　何かしら怪あやしい、というよりはこんなものをあらかじめ用意していた挙句にサインさせようとしている時点で、企みがあるのは分かりきっていた。

　それでも、特別な大豆と言われればどうしても食べてみたい感情が先立ってしまう。

「何を企んでる？」

「私は何も。陛下からも場所に関するお話と、もしレンヤ殿が取得したいと願われたのであれば、これにサインを頂いた上で許可を出すように、とのご命令しか受けておりません」

　皇帝が何か企んでいたのだとしても、現場の兵士には何も知らされていないというわけである。

　ここで蓮弥が目の前の兵士を拷問にかけた所で、なんの情報も出てこない。

　確実なのは一いつ旦たん、皇帝の所まで戻もどって皇帝を締め上げることではあるのだが、それを行ってさらにその特別なエルフ豆とやらを採取する時間が残されているのかどうかは微妙な所だった。

　また来ればいいじゃないか、というのも、今回を逃せば次回から、皇帝がこの件に関しての情報を隠してしまえば二度とこの情報に触れる機会がなくなる可能性もあり、現実的ではない。

　ここで特別なエルフ豆とやらを食べたければ、今その書類にサインする以外ないのだ。

　それでなんらかの企みに巻き込まれたとしても、特別なエルフ豆に関する情報を入手さえ出来れば、次からは探すのも容易たやすいであろうし、採取も容易であるはずだからだ。

「何か、嵌められている気がする」

「さて、私からはなんとも言えませんが」

　澄まし顔の兵士を睨みながら、蓮弥はためらいつつも書類にサインを書き込んだ。

　何事かと、エルフ豆を採取する手を休めて近寄って来たシオンとフラウに蓮弥が事情を説明すれば、こちらは蓮弥のように渋ることもなく、あっさりと二人とも書類にサインをする。

「マスターが行くなら、フラウが行かない選択肢はないの」

「豆を取るだけだろう？　そんな警けい戒かいしなくとも？」

　片や忠誠心からの行動で、片やあまり物事を深く考えていないからこその行動であった。

　フラウの方は仕方がないとしても、シオンの方に関してはもうちょっと考えて警戒しろと言いたい蓮弥ではあるのだが、今回に関してのみ、人手があった方がいいような気がして仕方ないので沈黙を保つ。

「それでは皆みな様さまの了りよう承しようが得られましたので、ご案内いたします」

「この畑じゃないのか？」

「特別なエルフ豆が、普通の畑に栽培されているわけがないじゃないですか」

　それもそうだろうとは思う蓮弥であるが、どことなく釈然としない思いが残る。

　案内役の兵士の後ろをついて、歩くことさらに半時程ほど。

　連れてこられたのは森の中にある薄暗い洞窟の入り口であった。

「畑？」

「はい、特別なエルフ豆が栽培されている畑です」

　畑という言葉と、目の前の洞窟の入り口とがどうしても結びつかずに確かく認にんを取る蓮弥に、案内役の兵士は表情も変えずに頷うなずいて見せた。

　土と水はともかくとしても、日光が絶対条件になるはずの畑が、洞窟の中にあるとは蓮弥には到とう底てい思えなかったのだが、兵士は間ま違ちがいなく洞窟の中にその特別なエルフ豆があると言う。

「何かおかしいよな？」

「私には分かりかねます」

　表情は平坦なまま、しかし立ち位置を蓮弥達よりも洞窟から離はなれた場所にとって、答える兵士。

　あからさまに洞窟内部へは入りたくない、もしくは何かあったとしても蓮弥達を盾にして逃にげる気が透けて見えるその態度に、流石の蓮弥もこれは問い詰めておかなくてはなるまいと一歩兵士に詰め寄る。

「本当に何を隠している？　返答によってはこちらにも考えが……」

「レンヤー、先に行くぞー」

　案内役の兵士を捕まえようと、その胸倉に伸のばしかけた手を止めて蓮弥が洞窟の入り口を振り返れば、全く警戒した様子もなく、シオンとフラウがその入り口に足を踏ふみ入れているのが見えた。

　その無警戒さに呆あきれて声も出ない蓮弥の目の前で、もの珍しそうに洞窟の壁などを調べていたシオンが何かに気がついたようにぎょっとした表情を足元へ向ける。

　同時に、小こ柄がらなフラウの姿が何かに引っ張られたかのように洞窟の奥おくへと瞬時に消えた。

「シオン！　手を！」

　即そく座ざにエルフの兵士を捕まえることを諦あきらめ、蓮弥は洞窟の内部へと飛び込みながら何かに足を取られて転びかけているシオンに手をさし伸ばす。

　危ない所で蓮弥の手に捕まったシオンを左手で引き寄せながら、右手は既すでに刀を抜き放っており、その正体については分からないままにシオンの足をすくった何かを洞窟の床ゆかごと叩たたき斬きった。

「大丈夫か!?」

「わ、私は大丈夫だが、フラウが……」

　突とつ然ぜんのことに、かなり驚おどろいたらしいシオンの足元へと蓮弥が目をやれば、そこには途と中ちゆうから断たち切きられて洞窟の床の上でもがくように蠢うごめいている細い緑色の何かが目に入った。

「蔓？」

　それは見る限り、何らかの植物の蔓に見えた。

　だが、蓮弥の知る限り、何かに巻き付く蔓は存在していても、途中から断ち切られて地面の上でまるで生きているかのようにびちびちともがく蔓というのは聞いたことが無い。

「いきなり足に巻きついてきて、引っ張り込もうとされたんだ」

　気味悪そうにいつまでも動いている蔓を見ながらシオンが言う。

　その動きだけを見ていればこれがなんらかの植物ですと説明されても、とても頷けるような代しろ物ものではなく、そんなものに捕まって奥へと引きずりこまれたフラウの身が案じられ、蓮弥はシオンを洞窟の入り口から外へと退たい避ひさせながら、自分は奥へと進もうとして、洞窟の奥から聞こえてきた爆音や何かを力任せに引きちぎるような音。

　そしてフラウの笑い声と、何かの獣のような断末魔の声に足を止める。

「助けに行かないので？」

　間合いを計りながら、洞窟に近づいてきたエルフの兵士は、次の瞬しゆん間かんには視認できない程の速度で背後に回りこんできた蓮弥に、片方の腕を背中側にねじり上げられて極められ、首に刀の刃はを突きつけられた状態で捕まってしまう。

「……あっちは大丈夫そうだが、一体何がいるのか吐け」

「で、ですから。本当に特別なエルフ豆が栽培されているだけなんですよ。瘴気の森に満ちている魔ま力りよくと、エルフの森の力とを惜しみなく注がれ、吸い込んだ栄養満点のエルフ豆です」

　嘘うそなんて欠片も口にしていませんよと兵士は続ける。

「ご案内することをお勧めしないって言ったじゃないですか。ここに栽培されているエルフ豆の苗は豊富な栄養と魔力でもって、自立して移動し、自分でエサを採るという極めて珍めずらしいエルフ豆なんです」

「もう豆じゃないよな、それ!?」

　どう聞いても何らかの魔ま物ものの説明にしか聞こえない。

　蓮弥の知識の中にも食虫植物の知識はあることにはあったが、自立して移動し、自分でエサを捕獲する植物などは当たり前だが聞いたことなどあるわけがなかった。

　いくら異世界補正が働くとしても、本来畑で作られている作物が、魔力やら何やらで自分で狩りを行う所まで成長するなど、聞いたところで信じられるわけがない。

「豆ですよ？　実際ちゃんと豆がなりますし、食べたら美味しいですし？」

「美味しいのかよ!?」

「一応、この洞窟はエルフの国の国営農場の一つですので、収穫物の５割は国に収めてくださいね？」

「お前ら、その辺りが目的だったな？」

　どういう理り屈くつなのかまでは蓮弥にも分からないが、洞窟を住処にしているこの豆はエルフにとってはあまり戦いたくない相手なのだろうと蓮弥は考えた。

　元々、森の中で生活しているエルフなのだから、洞窟のように薄暗く、岩ばかりの場所に入って戦闘を行うということを嫌っても不自然ではない。

　その上、この豆は蔓でフラウくらいなら即座に、シオンくらいの体重と体格があっても蓮弥が手を差し伸べなければ、無む理り矢や理り洞窟内部に引きずりこめるくらいの力があるのだ。

　いくら美味しい作物だとしても、犠ぎ牲せい者しやが出かねない相手となれば、エルフ達たちからしてみても敬遠したくなる話であり、誰だれかに押し付けられるならば、押し付けてしまおうという考えになるのは自然な成り行きであり、今回はその押し付け先に蓮弥達が選ばれた、ということであるようだった。

　おそらくは、特別という単語に蓮弥が食いつくだろうことを見越しての話であり、誰がこんなことを考え付くのかと考えれば、現状皇帝陛下本人以外に容疑者がいないような状態だ。

「そのあたりのお話は、おいおい陛下として頂ければと思いますが……あのメイドの少女、本当に助けなくてよろしいのですか？」

「文句を言いに行っても、のらりくらりと逃げられる未来しか見えないな」

　フラウに関しては問題ないだろうと蓮弥は考えていた。

　本当に不味ければ、それほど離れた場所にいるわけでもないのだから、蓮弥に対して何らかの救きゆう援えん要よう請せいを行うはずだと思ったのである。

　実際、蓮弥の見立て通りフラウはしばらくしてから洞窟の奥の方から渋い顔をしつつ戻ってきた。

　その手には子供の頭くらいの豆が三つから四つほど収められている巨きよ大だいなサヤが幾つか握にぎられており、白いブラウスのあちこちを緑色に染めて全身から草のにおいを立ち上らせているフラウの姿は、内部での戦闘がそれなりに激闘であったのだろうことを推測させるものであった。

　がんばったのだなとフラウの頭を撫でてやり、帰路についた蓮弥達はその足で皇帝陛下に文句を言いに行くという無む駄だな行こう為いは慎み、案内役の兵士に収穫の半分を押し付けると、もう半分は早さつ速そく調理場を借りてローナも交えて調理してしまうことにする。

　子供の頭程の大きさの豆はそのまま茹でても火が通らないので、ある程度の大きさに切り分けてから茹でるしかなかったのだが、軽く塩を振って食べてみた蓮弥達はその味に絶句した。

「美味っ!?」

「これは、お酒が進みそうな味ですね」

「栽培してる所を見ていなければ、もっと美味おいしく感じられたと思うんだが……」

　シオンは複雑な表情をしているが、蓮弥はそんなことは全く気にしない。

　とにかく美味しければ他ほかの全すべてはどうでもいいので、何かの間違いであの巨大なエルフ豆の苗がエルフを肥料にしていたとしても全く気にならないのだ。

　もちろん、現場を見ていないローナも全く気にしていない。

「マスター、今回はやられっぱなしなの？」

「仕方ないさ。森の中でエルフと張り合っても勝てる気はしないし、それに……」

　不服そうなフラウの頭を撫でてやりながら、蓮弥はにやりと唇くちびるを歪ゆがめた。

「美味うまい豆のお礼に、エルフ豆の畑に魔石をたっぷり仕込んできてやったからな」

　蓮弥の言葉にフラウが似たような笑えみを浮かべ、シオンの表情が凍こおる。

　一人事情が分からないローナだけが、美味しいエルフ豆をわけも分からないままに堪能していた。

　後日、蓮弥はクロワールからエルフの国のエルフ豆の畑で、自立するエルフ豆が異常発生し、農場の施し設せつと騒さわぎを聞いて駆けつけた警備隊を半壊させたという事件を聞くことになる。

　死人こそ出なかったものの、異常に強さを増していた特別なエルフ豆が引き起こした被ひ害がいは大きく、皇こう帝てい陛下はその対応に追われることになったらしいが、原因は全く掴めなかったらしい。

　その嵩んだ出費のせいなのか、その年の皇室予算が大おお幅はばに減額され、エルフの国ではいたずらを仕し掛かける相手は厳選しなくては大変な事になるという教訓が、皇帝主導のもとで広く国中に広められたらしいが、わざわざそんな当たり前のことを皇帝主導で広めた理由について、知るエルフはいなかったそうである。







あとがき







　皆様、初めまして、もしくはお久しぶりでございます。

　私、まいんと申しましてＷｅｂ上の「小説家になろう」にて本作品を連載しておりまして貴方様が手に取られているこの本は四作目に当たります。

　前巻共々手にとってレジに持ち込んで頂ければ幸いでございます。

　今回も１頁とのことで、まずは支持支援してくださいました読者の皆様に感謝を。

　ホビージャパンの編集部の皆様、そして校閲の方や営業の方やデザイナーさん。

　引き続き、素晴らしいイラストを描いて頂きましたかぼちゃさんに、今回もお世話になりました担当Ｋさん、本当にありがとうございました。

　そして読者の皆々様方、これ以降も変わらずご愛顧頂けます様お願い致します。

　尚、今回頁都合により広告が入れられなかったそうです。五巻は平成27年７月22日頃発売の予定ですので、また紙面でお会いできればと思う次第です。
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